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資-1  

1．整備内容一覧表（淡路沿岸海岸保全基本計画 整備計画） 
 

市名 海岸名 番号 区域 所管 事業内容 主な整備内容 

淡路市 

淡路海岸 
1 岩屋地区 農振局 高潮対策 堤防・消波工(延長 13ｍ) 

2 岩屋地区 水管理・国土保全局 高潮対策 離岸堤(4 基)、堤防・消波工(延長 800ｍ)

岩屋漁港海岸 3 岩屋地区 水産庁 高潮対策 胸壁等(延長 162ｍ) 

仮屋漁港海岸 4 仮屋地区 水産庁 
津波対策 

高潮対策 

胸壁等(延長 100ｍ)、離岸堤(6 基)、 

突堤(1 基)、護岸改良(延長 600ｍ) 

東浦海岸 5 釜口地区 水管理・国土保全局
高潮対策 

老朽化対策 
護岸改良(延長 320ｍ) 

津名海岸 6 佐野地区 水管理・国土保全局
老朽化対策 

侵食対策 

消波堤(延長 840ｍ)、護岸改良(延長 800

ｍ) 

津名港海岸 
7 津名北浜地区 港湾局 高潮対策 護岸改良(延長 700ｍ) 

8 志筑塩田地区 港湾局 老朽化対策 護岸改良(延長 1,900ｍ) 

洲本市 

洲本海岸 9 安乎中川原地区 水管理・国土保全局 高潮対策 離岸堤(10 基)、突堤(5 基) 

洲本港海岸 10 大浜地区 港湾局 高潮対策 
護岸改良(延長 808ｍ)、潜堤（人工リー

フ）(3 基)、養浜等 

洲本海岸 11 由良地区（内田） 水管理・国土保全局 侵食対策 養浜(延長 590ｍ） 

由良港海岸 

12 由良地区 港湾局 
老朽化対策 

高潮対策 

護岸(延長 1,500ｍ) 、 

排水機場機器更新(3 基) 

13 成ヶ島地区 港湾局 
老朽化対策 

侵食対策 
堤防(延長 680ｍ) 

南あわじ

市 

灘漁港海岸 14 灘円実地区 水産庁 侵食対策 離岸堤(1 基) 

南淡海岸 15 阿万灘地区 水管理・国土保全局
老朽化対策 

侵食対策 
護岸(延長 3,300ｍ)、離岸堤(19 基) 

仁頃漁港海岸 16 灘仁頃地区 水産庁 侵食対策 護岸・消波工(延長 70ｍ)、離岸堤(1 基) 

沼島漁港海岸 17 沼島地区 水産庁 津波対策 胸壁等(延長 100ｍ)、陸閘(2 基) 

阿万港海岸 18 阿万地区 港湾局 津波対策 胸壁(延長 40ｍ)、陸閘(3 基) 

南淡海岸 19 吹上地区 農振局 高潮対策 
堤防改修（延長 316ｍ）、 

潜堤（人工リーフ）(6 基) 

福良港海岸 

20 福良地区 港湾局 

津波対策 

老朽化対策 

高潮対策 

胸壁等(延長 430ｍ)、護岸改良(延長 40 

ｍ)、樋門(2 基)、陸閘(9 基)、排水機場機

器更新(3 基)、水門(3 基) 

21 湾口地区 港湾局 津波対策 
津波防波堤(延長 1,100ｍ)、 

水門(3 基) 

伊毘漁港海岸 22 伊毘地区 水産庁 高潮対策 
胸壁(延長 100ｍ)、水門(1 基)、排水機場

(1 基) 

西浜海岸 23 阿那賀地区 農振局 高潮対策 堤防(延長 50ｍ) 

阿那賀漁港海岸 24 阿那賀地区 水産庁 高潮対策 
胸壁(延長 1.5ｍ)、水門(1 基)、 

排水機場(1 基)、陸閘(1 基) 

西淡海岸 
25 阿那賀地区 水管理・国土保全局 高潮対策 

離岸堤改良(延長 320ｍ)、 

離岸堤新設(延長 65ｍ) 

26 志知川組地区 水管理・国土保全局 侵食対策 突堤(2 基)、養浜 

丸山漁港海岸 27 丸山地区 水産庁 津波対策 陸閘改良(9 基）、樋門改良(2 基) 

湊港海岸 28 湊地区 港湾局 老朽化対策 排水機場更新(1 基) 

西淡海岸 

29 松帆地区 農振局 
高潮対策 

侵食対策 
潜堤（人工リーフ）(2 基)、養浜 

30 慶野五色地区 水管理・国土保全局
高潮対策 

侵食対策 
潜堤（人工リーフ）(1 基)、養浜 

洲本市 

五色海岸 31 鳥飼地区 水管理・国土保全局
高潮対策 

侵食対策 
潜堤（人工リーフ）(3 基)、養浜 

鳥飼漁港海岸 32 鳥飼地区 水産庁 高潮対策 胸壁等(延長 550ｍ) 

五色海岸 

33 角川船瀬地区 水管理・国土保全局
高潮対策 

侵食対策 
護岸(延長 400ｍ)、離岸堤(延長 2,230ｍ)

34 北角川角川地区 水管理・国土保全局
高潮対策 

老朽化対策 

護岸(延長 45ｍ)、胸壁等(延長 40ｍ)、 

離岸堤(2 基)、消波堤(延長 50ｍ) 

35 北角川都志地区 水管理・国土保全局 侵食対策 護岸(延長 1,030ｍ) 

都志港海岸 36 北角川都志地区 水管理・国土保全局 高潮対策 護岸(延長 100ｍ) 

※水管理・国土保全局…国土交通省(水管理・国土保全局）,港湾局…国土交通省(港湾局）,水産庁…農林水産省(水産庁）,農振局…農林水産省(農村振興局） 
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市名 海岸名 番号 区域 所管 事業内容 主な整備内容 

淡路市 

一宮海岸 37 撫地区 水管理・国土保全局
高潮対策 

老朽化対策

護岸改修(延長 720ｍ) 、 

離岸堤(延長 220ｍ) 

尾崎漁港海岸 38 尾崎地区 水産庁 高潮対策 胸壁等(延長 356ｍ)、水門(1 基) 

浅野漁港海岸 39 斗の内地区 水産庁 高潮対策 胸壁等(延長 380ｍ)、水門(1 基) 

北淡海岸 

40 浅野地区 水管理・国土保全局
高潮対策 

老朽化対策

離岸堤(2 基)、消波堤(延長 120ｍ)、 

護岸改修（延長 120ｍ) 

41 富島地区 水管理・国土保全局
高潮対策 

侵食対策 
護岸(延長 650ｍ) 

富島漁港海岸 42 富島地区 水産庁 高潮対策 排水機場(1 基) 

野島漁港海岸 43 野島地区 水産庁 高潮対策 胸壁等(延長 90ｍ) 

北淡海岸 44 平林地区 水管理・国土保全局
高潮対策 

老朽化対策

護岸改修(延長 200ｍ)、消波工(延長 200

ｍ) 

※水管理・国土保全局…国土交通省(水管理・国土保全局）,港湾局…国土交通省(港湾局）,水産庁…農林水産省(水産庁）,農振局…農林水産省(農村振興局） 
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端

被
覆

工
 

裏
の

り
被

覆
工

 
消

波
工

 

表
の

り
被

覆
工

根
固

工
 

イ
メ

ー
ジ

図
 

堤
 防

  
消

波
工

 

堤
防

・消
波

工
 

 
離

岸
堤

 

堤
防

・
消

波
工

 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設

 



こ
の

地
図
は

、
国

土
地

理
院

の
数

値
地

図
2
0
0
0
0
0
及

び
数

値
地

図
2
5
0
0
0
(
平

成
2
7
年

時
点

)
に

整
備

計
画

内
容

を
追

記
し

た
も

の
で

あ
る

。

番
号

：
3 

  

 
エ

リ
ア

名
 

岩
屋
地

区
 

エ
リ
ア

特
性

 
環

境
利

用
調

整
エ
リ

ア
 

海
 
岸
 
名

 
岩

屋
漁

港
海

岸
 

区
 
 
域

 
淡

路
市

岩
屋

地
区

 

海
岸
タ

イ
プ

 
直

立
護

岸
 

所
 
 
管

 
農

林
水

産
省

（
水
産

庁
）

 

設
計
高

潮
位

(
H
.
H
.
W
.
L
)
 

T
.
P
.
＋
 

2
.
2
5
 

ｍ
 

沖
波
波

高

（
H
0
）

 
5
.
1
 

ｍ
 

設
計
津

波
水

位
 

T
.
P
.
＋

 
1
.
1
～
1
.
6
 
ｍ

 

現
況
の

施
設

 
な

し
 

 

エ
リ
ア

の
整

備
方
針

 

 ・
貴
重

な
自

然
環
境

や
海

岸
保

全
を

進
め

、
北

の
玄

関
口
に

ふ
さ

わ
し

い
海

岸
づ

く
り

を
推

進
す

る
。

 

    
海 岸 の 目 標

 

 海
岸
の

防
護

 

 ・
海
岸

施
設

の
新
設

に
よ

り
、

高
潮

及
び

波
浪

に
よ

る
浸
水

被
害

を
防

止
し

、
背

後
地

の
生

活
機

能
の
維

持
に

努
め
る

。
 

 環
境
の

整
備

と
保

全
 

 ・
絵
島

や
大

和
島
な

ど
の

美
し

い
自

然
景

観
や

貴
重

な
生
態

系
の

保
全

に
努

め
る

と
と

も
に

、
海

岸
美
化

活
動

を
推
進

す
る

。
 

 公
衆
の

適
正

な
利

用
 

 ・
自
然

環
境

の
保
全

に
配

慮
し

つ
つ

、
漁

港
利

用
の

維
持
に

努
め

る
と

と
も

に
、

海
岸

利
用

者
へ

の
マ
ナ

ー
啓

発
に
努

め
る

。
 

  

整
備
の

必
要

性
 

  ・
高
潮

に
対

す
る
防

護
機

能
を

確
保

す
る

た
め

、
海

岸
保
全

施
設

の
嵩

上
げ

等
を

行
う

。
 

  

整
備
計

画
の

概
要

 

 ・
防
潮

ラ
イ

ン
が
未

整
備

の
箇

所
が

あ
り

、
護

岸
高

を
確
保

す
る

こ
と

で
、

高
潮

に
よ

る
浸

水
被

害
か
ら

背
後

地
を
守

る
必

要
が

あ
る

。
 

 ①
整
備

海
岸

延
長
 

：
1
6
2
ｍ

 
②

整
備

内
容
 

：
胸
壁

等
（

延
長

1
6
2
ｍ
）

 

 
地

元
の

要
望

 

 ・
海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
向

上
の

た
め

の
啓

発
の

必
要
性

が
あ

る
。

 

 

期
待
さ

れ
る

効
果

 
 ・

胸
壁

等
の

設
置
に

よ
る

防
護

機
能

の
向

上
 

 
海

岸
管

理
に

お
け
る

配
慮
事

項
 

・
貴
重

な
生

態
系
と

自
然

景
観

の
保

全
 

・
住
民

参
加

に
よ
る

海
岸

美
化

活
動

の
推

進
 

・
漁
港

利
用

の
維
持

 
・

海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
 

資-6 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設

 

胸
壁

等
 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

基
礎

工
 水

叩
工

 
堤 体 工

 

排
水

工
 

海
岸

保
全

施
設

 
漁

港
・
港

湾
等

の
施

設
 

イ
メ

ー
ジ

図
 



こ
の

地
図
は

、
国

土
地

理
院

の
数

値
地

図
2
0
0
0
0
0
及

び
数

値
地

図
2
5
0
0
0
(
平

成
2
7
年

時
点

)
に

整
備

計
画

内
容

を
追

記
し

た
も

の
で

あ
る

。

番
号
：
4 

  

エ
リ
ア

名
 

東
浦
中

心
地

区
 

エ
リ
ア

特
性

 
環

境
利

用
調

整
エ
リ

ア
 

海
 
岸
 
名

 
仮

屋
漁

港
海

岸
 

区
 
 
域

 
淡

路
市

仮
屋

地
区

 

海
岸
タ

イ
プ

 
砂

浜
海

岸
、

直
立
護

岸
 

所
 
 
管

 
農

林
水

産
庁

（
水
産

庁
）

 

設
計
高

潮
位

(
H
.
H
.
W
.
L
)
 

T
.
P
.
＋
 

2
.
2
5
 

ｍ
 

沖
波
波

高

（
H
0
）

 
6
.
3
 

ｍ
 

設
計
津

波
水

位
 

T
.
P
.
＋

 
1
.
5
～
2
.
6
 
ｍ

 

現
況
の

施
設

 
護

岸
、

突
堤

、
離
岸

堤
、

陸
閘

 

 

エ
リ
ア

の
整

備
方
針

 

 ・
生
態

系
の

保
全
及

び
砂

浜
の

回
復

を
図

る
な

ど
、

自
然
環

境
と

調
和

し
た

海
岸

づ
く

り
を

推
進

す
る
。

 

    
海 岸 の 目 標

 

 海
岸
の

防
護

 

 ・
高
潮

及
び

飛
沫
等

に
よ

る
被

害
か

ら
背

後
地

を
防

護
す
る

と
と

も
に

、
海

岸
の

長
期

安
定

化
を

図
る
。

 

 環
境
の

整
備

と
保

全
 

 ・
貴
重

な
生

態
系
の

保
全

及
び

周
辺

景
観

と
の

調
和

に
努
め

る
と

と
も

に
、

海
岸

美
化

活
動

を
推

進
す
る

。
 

 公
衆
の

適
正

な
利

用
 

・
下

田
～

南
地

区
の

砂
浜

や
自

然
等

に
ふ

れ
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

自
然

環
境

と
の

調
和

を
図

り
つ

つ
、

海
洋

性
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
空

間
と

し
て

の
一

体
的

利
用

を
進

め
る

と
と

も
に

、
海

岸
利

便
施

設
の

維
持

、
隣

接
す

る
漁

業
施

設
利

用
者

と
の

共
存

と
海

浜
利

用
者

へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
に

努
め

る
。

 

  

整
備
の

必
要

性
 

・
南
海

ト
ラ

フ
地
震

に
対

す
る

耐
津

波
対

策
を

行
う

。
 

・
高
潮

に
対

す
る
防

護
機

能
を

確
保

す
る

た
め

、
海

岸
保
全

施
設

の
嵩

上
げ

等
を

行
う

。
 

  

整
備
計

画
の

概
要

 

・
海

浜
を

保
全

し
つ

つ
、

海
岸

背
後

の
住

宅
地

を
飛

沫
及

び
こ

れ
に

伴
う

塩
害

か
ら

防
護

す
る

た
め

、
離

岸
堤

等
を

計
画

す
る

。
ま

た
、

高
潮

時
の

浸
水

被
害

か
ら

背
後

地
を

防
護

す
る

た
め

胸
壁

等
を

計
画

し
、
海

岸
全

体
の

面
的

防
護

を
図

る
。

 
①

整
備

海
岸

延
長

 
：

1
,
4
9
0
ｍ

 
②

整
備

内
容

 
 
 
 
 
：

胸
壁

等
（
延

長
1
0
0
ｍ

）
、
離

岸
堤

（
6
基
）

、
突

堤
（

1
基
）
 

護
岸
改

良
（

延
長

6
0
0
ｍ
）
 

 
地

元
の

要
望

 

 ・
台
風

時
等

に
お
け

る
飛

沫
被

害
の

対
策

工
の

強
い

要
望
と

と
も

に
、

ゴ
ミ

問
題

の
解

消
等

マ
ナ

ー
啓
発

の
必

要
が
あ

る
。

 

期
待
さ

れ
る

効
果

 
・

浸
水

及
び

飛
沫
に

伴
う

塩
害

等
か

ら
の

防
護

機
能

の
向
上

 

 
海

岸
管

理
に

お
け
る

配
慮
事

項
 

・
貴
重

な
生

態
系
の

保
全

 
・

住
民

参
加

に
よ
る

海
岸

美
化

活
動

の
推

進
 

・
海
洋

性
レ

ク
リ
エ

ー
シ

ョ
ン

空
間

と
し

て
の

一
体

的
利
用

 
・

漁
業

利
用

者
と
の

共
存

 
・

海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
 

資-7 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設

 

胸
壁

等
 護

岸
改

良
 

離
岸

堤
 

離
岸

堤
 

突
堤

 

基
礎

工
 水

叩
工

 
堤 体 工

 

排
水

工
 

海
岸

保
全

施
設

 
漁

港
・
港

湾
等

の
施

設
 

イ
メ

ー
ジ

図
 

離
岸

堤
 

護
岸

 



こ
の

地
図
は

、
国

土
地

理
院

の
数

値
地

図
2
0
0
0
0
0
及

び
数

値
地

図
2
5
0
0
0
(
平

成
2
7
年

時
点

)
に

整
備

計
画

内
容

を
追

記
し

た
も

の
で

あ
る

。

番
号
：
5 

   

 
エ

リ
ア

名
 

東
浦
中

心
地

区
 

エ
リ
ア

特
性

 
環

境
利

用
調

整
エ
リ

ア
 

海
 
岸
 
名

 
東

浦
海

岸
 

区
 
 
域

 
淡

路
市

釜
口

地
区

 

海
岸
タ

イ
プ

 
礫

浜
海

岸
 

所
 
 
管

 
国

土
交

通
省

 
（

水
管

理
・

国
土
保

全
局

）
 

設
計
高

潮
位

(
H
.
H
.
W
.
L
)
 

T
.
P
.
＋
 

2
.
2
5
 

ｍ
 

沖
波
波

高

（
H
0
）

 
6
.
8
 

ｍ
 

設
計
津

波
水

位
 

T
.
P
.
＋

 
1
.
5
～
2
.
6
 
ｍ

 

現
況
の

施
設

 
護

岸
 

 

エ
リ
ア

の
整

備
方
針

 

 ・
生
態

系
の

保
全
及

び
砂

浜
の

回
復

を
図

る
な

ど
、

自
然
環

境
と

調
和

し
た

海
岸

づ
く

り
を

推
進

す
る
。

 

    
海 岸 の 目 標

 

 海
岸
の

防
護

 

 ・
越
波

被
害

か
ら
背

後
地

の
防

護
を

図
る

。
 

 環
境
の

整
備

と
保

全
 

 ・
貴
重

な
生

態
系
の

保
全

に
努

め
る

と
と

も
に

、
海

岸
美
化

活
動

を
推

進
す

る
。

 

 公
衆
の

適
正

な
利

用
 

 ・
海
岸

利
便

施
設
の

維
持

と
海

浜
利

用
者

へ
の

マ
ナ

ー
啓
発

に
努

め
る

。
 

整
備
の

必
要

性
 

・
高
潮

に
対

す
る
防

護
機

能
を

確
保

す
る

た
め

、
海

岸
保
全

施
設

の
嵩

上
げ

等
を

行
う

。
 

・
老
朽

化
し

て
い
る

海
岸

保
全

施
設

の
改

修
を

行
う

。
 

  

整
備
計

画
の

概
要

 

 ・
越
波

被
害

を
防
止

す
る

た
め

護
岸

改
良

を
計

画
す

る
。

 
 ①

整
備

海
岸

延
長
 

：
3
2
0
ｍ

 
②

整
備

内
容
 

：
護
岸

改
良

（
延
長

3
2
0
ｍ

）
 

地
元
の

要
望

 
・

越
波

（
し

ぶ
き
）

対
策

の
推

進
 

 
期

待
さ

れ
る

効
果

 

 ・
防
護

機
能

の
向
上

（
越

波
に

よ
る

被
害

の
改

善
）

 

 
海

岸
管

理
に

お
け
る

配
慮
事

項
 

・
侵
食

対
策

に
向
け

た
施

設
整

備
の

推
進

 
・

貴
重

な
生

態
系
の

保
全

 
・

住
民

参
加

に
よ
る

海
岸

美
化

活
動

の
推

進
 

・
海
岸

利
便

施
設
の

維
持

 
・

海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
 

資-8 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

護
岸

改
良

 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設

 

イ
メ

ー
ジ

図
 

基
礎

捨
石

 

L
.W

.L
 

H
.H

.W
.L

 
異

形
消

波
 

ブ
ロ

ッ
ク

 （
天

端
2
個

並
び

）
 

側
溝

 

基
礎

材
 

舗
装

コ
ン

ク
リ
ー

ト
 

裏
埋

土
砂

 
裏

埋
土

砂
 

場
所

打
コ

ン
ク

リ
ー

ト
 

防
砂

シ
ー

ト
 

防
砂

シ
ー

ト
 



こ
の

地
図
は

、
国

土
地

理
院

の
数

値
地

図
2
0
0
0
0
0
及

び
数

値
地

図
2
5
0
0
0
(
平

成
2
7
年

時
点

)
に

整
備

計
画

内
容

を
追

記
し

た
も

の
で

あ
る

。

番
号
：
6 

  

エ
リ
ア

名
 

津
名
北

地
区

 
エ

リ
ア

特
性

 
環

境
利

用
調

整
エ
リ

ア
 

海
 
岸
 
名

 
津

名
海

岸
 

区
 
 
域

 
淡

路
市

佐
野

地
区

 

海
岸
タ

イ
プ

 
直

立
護

岸
 

所
 
 
管

 
国

土
交

通
省

 
（

水
管

理
・

国
土
保

全
局

）
 

設
計
高

潮
位

(
H
.
H
.
W
.
L
)
 

T
.
P
.
＋
 

2
.
2
5
 

ｍ
 

沖
波
波

高

（
H
0
）

 
5
.
6
 

ｍ
 

設
計
津

波
水

位
 

T
.
P
.
＋

 
1
.
5
～
2
.
6
 
ｍ

 

現
況
の

施
設

 
護

岸
、

樋
門

、
陸
閘

、
消

波
堤

 

 

エ
リ
ア

の
整

備
方
針

 

 ・
生
態

系
の

保
全
や

景
観

へ
の

配
慮

な
ど

、
自

然
環

境
と
調

和
し

た
海

岸
づ

く
り

に
努

め
る

。
 

    
海 岸 の 目 標

 

 海
岸
の

防
護

 

 ・
越
波

被
害

か
ら
背

後
地

の
防

護
を

図
る

。
 

 環
境
の

整
備

と
保

全
 

 ・
貴
重

な
生

態
系
の

保
全

に
努

め
る

と
と

も
に

、
海

岸
美
化

活
動

を
推

進
す

る
。

 

 公
衆
の

適
正

な
利

用
 

 ・
地
域

の
特

性
、
利

用
形

態
に

応
じ

た
整

備
の

推
進

を
図
る

。
 

  

整
備
の

必
要

性
 

・
老
朽

化
し

て
い
る

海
岸

保
全

施
設

の
改

修
を

行
う

。
 

・
海
岸

侵
食

を
防
止

す
る

た
め

、
適

切
な

対
策

を
行

う
。
 

  

整
備
計

画
の

概
要

 

 ・
台
風

時
の

高
波
浪

に
よ

る
侵

食
及

び
越

波
被

害
を

防
止
す

る
た

め
、

消
波

堤
を

計
画

す
る

。
ま

た
、
越

波
被

害
を
防

止
す

る
た

め
老

朽
化

し
た

護
岸

を
改
良

す
る

。
 

 ①
整
備

海
岸

延
長
 

：
8
4
0
ｍ

 
②

整
備

内
容
 

：
消
波

堤
（

延
長

8
4
0
ｍ
）

、
護
岸

改
良
（

延
長

8
0
0
ｍ
）

 

 
地

元
の

要
望

 

 ・
越
波

（
し

ぶ
き
）

対
策

の
推

進
 

 

期
待
さ

れ
る

効
果

 
 ・

防
護

機
能

の
向
上

（
越

波
に

よ
る

被
害

の
改

善
）

 

 
海

岸
管

理
に

お
け
る

配
慮
事

項
 

・
侵
食

対
策

に
向
け

た
施

設
整

備
の

推
進

 
・

貴
重

な
生

態
系
の

保
全

 
・

住
民

参
加

に
よ
る

海
岸

美
化

活
動

の
推

進
 

・
海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
 

資-9 

消
波

堤
 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設

 

護
岸

 

消
波

堤
 

異
型

ブ
ロ

ッ
ク

 

イ
メ

ー
ジ

図
 

護
岸

改
良

 

護
岸

改
良

 



こ
の

地
図
は

、
国

土
地

理
院

の
数

値
地

図
2
0
0
0
0
0
及

び
数

値
地

図
2
5
0
0
0
(
平

成
2
7
年

時
点

)
に

整
備

計
画

内
容

を
追

記
し

た
も

の
で

あ
る

。

番
号
：
7 

  

エ
リ
ア

名
 

津
名
北

地
区

 
エ

リ
ア

特
性

 
利

用
促

進
エ

リ
ア

 

海
 
岸
 
名

 
津

名
港

海
岸

 
区

 
 
域

 
淡

路
市

津
名

北
浜
地

区
 

海
岸
タ

イ
プ

 
直

立
護

岸
 

所
 
 
管

 
国

土
交

通
省

（
港
湾
局
）

 

設
計
高

潮
位

(
H
.
H
.
W
.
L
)
 

T
.
P
.
＋
 

2
.
2
5
 

ｍ
 

沖
波
波

高

（
H
0
）

 
5
.
6
 

ｍ
 

設
計
津

波
水

位
 

T
.
P
.
＋

 
1
.
5
～
2
.
6
 
ｍ

 

現
況
の

施
設

 
護

岸
、

樋
門

、
陸
閘

、
消

波
堤

 

 

エ
リ
ア

の
整

備
方
針

 

 ・
生
態

系
の

保
全
や

景
観

へ
の

配
慮

な
ど

、
自

然
環

境
と
調

和
し

た
海

岸
づ

く
り

に
努

め
る

。
 

    
海 岸 の 目 標

 

 海
岸
の

防
護

 

 ・
越
波

被
害

か
ら
背

後
地

の
防

護
を

図
る

。
 

 環
境
の

整
備

と
保

全
 

 ・
貴
重

な
生

態
系
の

保
全

に
努

め
る

と
と

も
に

、
海

岸
美
化

活
動

を
推

進
す

る
。

 

 公
衆
の

適
正

な
利

用
 

 ・
地
域

の
特

性
、
利

用
形

態
に

応
じ

た
整

備
の

推
進

を
図
る

。
 

  

整
備
の

必
要

性
 

・
高
潮

に
対

す
る
防

護
機

能
を

確
保

す
る

た
め

、
海

岸
保
全

施
設

の
嵩

上
げ

等
を

行
う

。
 

  

整
備
計

画
の

概
要

 

 ・
高
潮

か
ら

の
背
後

地
の

防
護

を
図

る
た

め
、

護
岸

の
嵩
上

げ
を

計
画

す
る

。
 

 ①
整
備

海
岸

延
長
 

：
7
0
0
ｍ

 
②

整
備

内
容
 

：
護
岸

改
良

（
延
長

7
0
0
ｍ

）
 

 
地

元
の

要
望

 

 ・
砂
浜

の
移

動
に
伴

う
水

路
開

口
部

前
の

砂
堆

積
に

よ
る
内

水
排

除
対

策
 

 

期
待
さ

れ
る

効
果

 
 ・

防
護

機
能

の
向
上

（
越

波
に

よ
る

被
害

の
改

善
）

 

 
海

岸
管

理
に

お
け
る

配
慮
事

項
 

・
侵
食

対
策

に
向
け

た
施

設
整

備
の

推
進

 
・

貴
重

な
生

態
系
の

保
全

 
・

住
民

参
加

に
よ
る

海
岸

美
化

活
動

の
推

進
 

・
海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
 

資-10 

消
波

堤
 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設

 

護
岸

 

消
波

堤
 

異
型

ブ
ロ

ッ
ク

 

イ
メ

ー
ジ

図
 

護
岸

改
良

 

護
岸

改
良

 



こ
の

地
図
は

、
国

土
地

理
院

の
数

値
地

図
2
0
0
0
0
0
及

び
数

値
地

図
2
5
0
0
0
(
平

成
2
7
年

時
点

)
に

整
備

計
画

内
容

を
追

記
し

た
も

の
で

あ
る

。

番
号

：
8 

   

 

 
 

エ
リ
ア

名
 

津
名
南

地
区

 
エ

リ
ア

特
性

 
利

用
促

進
エ

リ
ア

 

海
 
岸
 
名

 
津

名
港

海
岸

 
区

 
 
域

 
淡

路
市

志
筑

塩
田
地

区
 

海
岸
タ

イ
プ

 
直

立
護

岸
 

所
 
 
管

 
国

土
交

通
省

（
港

湾
局

）
 

設
計
高

潮
位

(
H
.
H
.
W
.
L
)
 

T
.
P
.
＋
 

2
.
2
5
 

ｍ
 

沖
波
波

高

（
H
0
）

 
5
.
6
 

ｍ
 

設
計
津

波
水

位
 

T
.
P
.
＋

 
1
.
5
～
2
.
6
 
ｍ

 

現
況
の

施
設

 
堤

防
、

護
岸

、
樋
門

 

 

エ
リ
ア

の
整

備
方
針

 

 ・
海
岸

の
保

全
を
図

り
つ

つ
、

自
然

環
境

の
保

全
・

創
出
と

と
も

に
、

自
然

と
調

和
し

た
海

洋
性

レ
ク
リ

エ
ー

シ
ョ
ン

利
用

を
推

進
す

る
。

 

    
海 岸 の 目 標

 

 海
岸
の

防
護

 

 ・
高
潮

及
び

波
浪
に

よ
る

被
害

か
ら

背
後

地
を

防
護

す
る
と

と
も

に
、

海
岸

の
長

期
安

定
化

を
図

る
。

 

 環
境
の

整
備

と
保

全
 

 ・
貴
重

な
生

態
系
の

保
全

及
び

周
辺

環
境

と
の

調
和

に
努
め

る
と

と
も

に
、

海
岸

美
化

活
動

を
推

進
す
る

。
 

 公
衆
の

適
正

な
利

用
 

 ・
地
域

の
特

性
、
利

用
形

態
に

応
じ

た
整

備
を

推
進

す
る
。

 

  

整
備
の

必
要

性
 

  ・
老
朽

化
し

て
い
る

海
岸

保
全

施
設

の
改

修
を

行
う

。
 

  

整
備
計

画
の

概
要

 

 ・
高
潮

時
の

浸
水
被

害
等

か
ら

背
後

地
を

防
護

す
る

た
め
、

老
朽

化
し

た
護

岸
を

改
良

す
る

。
 

 ①
整
備

海
岸

延
長
 

：
1
,
9
0
0
ｍ

 
②

整
備

内
容
 

：
護
岸

改
良

（
延
長

1
,
9
0
0
ｍ
)
 

 
地

元
の

要
望

 

 ・
マ
ナ

ー
向

上
の
啓

発
 

 

期
待
さ

れ
る

効
果

 
 ・

護
岸

等
の

整
備
に

よ
る

防
護

機
能

の
向

上
 

 
海

岸
管

理
に

お
け
る

配
慮
事

項
 

・
貴
重

な
生

態
系
の

保
全

と
周

辺
景

観
と

の
調

和
 

・
住
民

参
加

に
よ
る

海
岸

美
化

活
動

の
推

進
 

・
海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
 

資-11 

止
水

工
 

根
固

工
 

波
返

工
 天

端
被

覆
工

 
排

水
工

 

護
岸

（
 断

面
図

）
 

イ
メ

ー
ジ

図
 

護
岸

改
良

 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設

 



こ
の

地
図
は

、
国

土
地

理
院

の
数

値
地

図
2
0
0
0
0
0
及

び
数

値
地

図
2
5
0
0
0
(
平

成
2
7
年

時
点

)
に

整
備

計
画

内
容

を
追

記
し

た
も

の
で

あ
る

。

番
号
：
9 

   

エ
リ
ア

名
 

洲
本
北

地
区

 
エ

リ
ア

特
性

 
環

境
利

用
調

整
エ
リ

ア
 

海
 
岸
 
名

 
洲

本
海

岸
 

区
 
 
域

 
洲

本
市

安
乎

中
川
原

地
区

 

海
岸
タ

イ
プ

 
砂

浜
海

岸
 

所
 
 
管

 
国

土
交

通
省

 
（

水
管

理
・

国
土
保

全
局

）
 

設
計
高

潮
位

(
H
.
H
.
W
.
L
)
 

T
.
P
.
＋
 

3
.
2
0
 

ｍ
 

沖
波
波

高

（
H
0
）

 
5
.
0
 

ｍ
 

設
計
津

波
水

位
 

T
.
P
.
＋

 
1
.
5
～
2
.
6
 
ｍ

 

現
況
の

施
設

 
護

岸
、

陸
閘

 

 

エ
リ
ア

の
整

備
方
針

 

 ・
生
態

系
と

景
観
の

保
全

及
び

侵
食

対
策

等
を

中
心

と
し
た

海
岸

づ
く

り
を

推
進

す
る

。
 

    
海 岸 の 目 標

 

 海
岸
の

防
護

 

 ・
越
波

対
策

を
進
め

る
。

 

 環
境
の

整
備

と
保

全
 

 ・
海
浜

植
物

な
ど
の

貴
重

な
生

態
系

と
自

然
景

観
の

保
全
に

努
め

る
と

と
も

に
、

海
岸

美
化

活
動

を
推
進

す
る

。
 

 公
衆
の

適
正

な
利

用
 

 ・
海
岸

利
便

施
設
の

維
持

と
海

浜
利

用
の

マ
ナ

ー
向

上
に
努

め
る

。
 

  

整
備
の

必
要

性
 

  ・
高
潮

に
対

す
る
防

護
機

能
を

確
保

す
る

た
め

、
海

岸
保
全

施
設

の
嵩

上
げ

等
を

行
う

。
 

  

整
備
計

画
の

概
要

 

 ・
越
波
被
害
の
防
止
を
図
る
た
め
、
自
然
景
観
と
生
態
系
の
保
全
に
配
慮
し
た
離
岸
堤
と
突
堤
を
計
画

し
、
既
設
護
岸
及
び
保
全
さ
れ
た
砂
浜
と
併
せ
て
、
海
岸
全
体
の
面
的
防
護
を
図
る
。
 

 ①
整
備

海
岸

延
長
 

：
2
,
0
0
0
ｍ
 

 
②

整
備

内
容
 

：
離
岸

堤
（

1
0
基
）

、
突

堤
（

5
基

）
 

 
地

元
の

要
望

 

 ・
越
波

（
し

ぶ
き
）

対
策

の
推

進
 

 

期
待
さ

れ
る

効
果

 
 ・

防
護

機
能

の
向
上

（
越

波
に

よ
る

被
害

の
改

善
）

 

 
海

岸
管

理
に

お
け
る

配
慮
事

項
 

・
貴
重

な
生

態
系
と

自
然

景
観

の
保

全
 

・
住
民

参
加

に
よ
る

海
岸

美
化

活
動

の
推

進
 

・
海
水

浴
場

と
し
て

の
利

用
 

・
海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
 

資-12 

イ
メ

ー
ジ

図
 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設

 

離
岸

堤
 

突
堤

 



こ
の

地
図
は

、
国

土
地

理
院

の
数

値
地

図
2
0
0
0
0
0
及

び
数

値
地

図
2
5
0
0
0
(
平

成
2
7
年

時
点

)
に

整
備

計
画

内
容

を
追

記
し

た
も

の
で

あ
る

。

番
号
：
10
 

  

エ
リ
ア

名
 

洲
本
中

心
地

区
 

エ
リ
ア

特
性

 
環

境
利

用
調

整
エ
リ

ア
 

海
 
岸
 
名

 
洲

本
港

海
岸

 
区

 
 
域

 
洲

本
市

大
浜

地
区

 

海
岸
タ

イ
プ

 
砂

浜
海

岸
 

所
 
 
管

 
国

土
交

通
省

（
港
湾

局
）

 

設
計
高

潮
位

(
H
.
H
.
W
.
L
)
 

T
.
P
.
＋
 

3
.
2
0
 

ｍ
 

沖
波
波

高

（
H
0
）

 
5
.
0
 

ｍ
 

設
計
津

波
水

位
 

T
.
P
.
＋

 
1
.
5
～
2
.
6
 
ｍ

 

現
況
の

施
設

 
護

岸
、

突
堤

、
陸
閘

 

 

エ
リ
ア

の
整

備
方
針

 

 ・
生
態

系
や

自
然
景

観
の

保
全

に
努

め
、

海
岸

の
防

護
を
図

り
つ

つ
観

光
・

海
洋

性
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ
ン

施
設

と
協
力

し
、

海
岸

の
交

流
拠

点
づ

く
り

を
推
進

す
る

。
 

    
海 岸 の 目 標

 

 海
岸
の

防
護

 

 ・
高
潮

に
よ

る
被
害

か
ら

背
後

地
を

防
護

す
る

と
と

も
に
、

海
岸

の
長

期
安

定
化

を
図

る
。

 

 環
境
の

整
備

と
保

全
 

 ・
貴
重

な
生

態
系
と

自
然

景
観

の
保

全
に

努
め

る
と

と
も
に

、
海

岸
美

化
活

動
を

推
進

す
る

。
 

 公
衆
の

適
正

な
利

用
 

 ・
海
岸

利
便

施
設
の

維
持

と
海

浜
利

用
者

へ
の

マ
ナ

ー
啓
発

に
努

め
る

。
 

  

整
備
の

必
要

性
 

・
高
潮

に
対

す
る
防

護
機

能
を

確
保

す
る

た
め

、
海

岸
保
全

施
設

の
嵩

上
げ

等
を

行
う

。
 

  

整
備
計

画
の

概
要

 

・
養
浜

と
養

浜
砂
流

出
防

止
の

た
め

景
観

に
配

慮
し

た
潜
堤

（
人

工
リ

ー
フ

）
を

計
画

す
る

。
既
設

の
突
堤

と
併

せ
て
海

岸
全

体
の

面
的

防
護

を
図

る
。

ま
た
、

高
潮

時
の

浸
水

被
害

か
ら

背
後

地
を

防
護
す

る
た

め
、
護

岸
改

良
を

計
画

す
る

。
 

 ①
整
備

海
岸

延
長
 

：
8
0
8
ｍ

 
②

整
備

内
容
 

：
護
岸

改
良

（
延
長

8
0
8
ｍ

）
、
潜

堤
(
人

工
リ

ー
フ

)
（

3
基

）
、

養
浜

等
 

 
地

元
の

要
望

 
・

高
潮

時
の

浸
水
被

害
の

防
止
 

 

期
待
さ

れ
る

効
果

 
 ・

防
護

機
能

の
向
上

（
越

波
に

よ
る

被
害

の
改

善
）

 

 
海

岸
管

理
に

お
け
る

配
慮
事

項
 

・
貴
重

な
生

態
系
と

自
然

景
観

の
保

全
 

・
住
民

参
加

に
よ
る

海
岸

美
化

活
動

の
推

進
 

・
海
水

浴
場

と
し
て

の
利

用
性

向
上

 
・

海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
 

 

資-13 

イ
メ

ー
ジ

図
 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設

 

潜
堤

（
人

工
リ
ー

フ
）
 

護
岸

改
良

、
養

浜
 



こ
の

地
図
は

、
国

土
地

理
院

の
数

値
地

図
2
0
0
0
0
0
及

び
数

値
地

図
2
5
0
0
0
(
平

成
2
7
年

時
点

)
に

整
備

計
画

内
容

を
追

記
し

た
も

の
で

あ
る

。

番
号
：
11
 

  

エ
リ
ア

名
 

由
良
地

区
 

エ
リ
ア

特
性

 
環

境
保

全
重

視
エ
リ

ア
 

海
 
岸
 
名

 
洲

本
海

岸
 

区
 
 
域

 
洲

本
市

由
良

地
区
（

内
田

）
 

海
岸
タ

イ
プ

 
直

立
護

岸
 

所
 
 
管

 
国

土
交

通
省

 
（

水
管

理
・

国
土
保

全
局

）
 

設
計
高

潮
位

(
H
.
H
.
W
.
L
)
 

T
.
P
.
＋
 

2
.
2
5
 

ｍ
 

沖
波
波

高

（
H
0
）

 
4
.
9
 

ｍ
 

設
計
津

波
水

位
 

T
.
P
.
＋

 
1
.
5
～
2
.
6
 
ｍ

 

現
況
の

施
設

 
護

岸
、

消
波

堤
、
陸

閘
 

 

エ
リ
ア

の
整

備
方
針

 

 ・
生
態

系
と

自
然
景

観
の

保
全

に
努

め
つ

つ
、

背
後

地
を
守

る
た

め
の

海
岸

づ
く

り
を

推
進

す
る

。
 

    
海 岸 の 目 標

 

 海
岸
の

防
護

 

 ・
砂
浜

の
侵

食
防
止

、
越

波
対

策
を

進
め

る
。

 

 環
境
の

整
備

と
保

全
 

 ・
貴
重

な
生

態
系
の

保
全

に
努

め
る

と
と

も
に

、
海

岸
美
化

活
動

を
推

進
す

る
。

 

 公
衆
の

適
正

な
利

用
 

 ・
海
岸

利
便

施
設
の

維
持

と
海

浜
利

用
者

へ
の

マ
ナ

ー
啓
発

に
努

め
る

。
 

  

整
備
の

必
要

性
 

  ・
海
岸

侵
食

を
防
止

す
る

た
め

、
適

切
な

対
策

を
行

う
。

 

  

整
備
計

画
の

概
要

 

 ・
砂
浜

の
侵

食
防
止

、
越

波
防

止
を

図
る

た
め

に
養

浜
を
計

画
し

、
海

岸
全

体
の

面
的

防
護

を
図

る
。

 
 ①

整
備

海
岸

延
長
 

：
5
9
0
ｍ

 
②

整
備

内
容
 

：
養
浜

（
延

長
5
9
0
ｍ

）
 

 
地

元
の

要
望

 

 ・
越
波

（
し

ぶ
き
）

対
策

の
推

進
 

期
待
さ

れ
る

効
果

 
・

防
護

機
能

の
向
上

（
越

波
に

よ
る

被
害

の
改

善
）

 

 
海

岸
管

理
に

お
け
る

配
慮
事

項
 

・
侵
食

対
策

に
向
け

て
の

施
設

整
備

の
推

進
 

・
貴
重

な
生

態
系
の

保
全

 
・

住
民

参
加

に
よ
る

海
岸

美
化

活
動

の
推

進
 

・
親
水

性
の

向
上

 
・

海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
 

 

資-14 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設

 

養
浜

 

護
岸

 

消
波

堤
 

異
型

ブ
ロ

ッ
ク

 

イ
メ

ー
ジ

図
 



こ
の

地
図
は

、
国

土
地

理
院

の
数

値
地

図
2
0
0
0
0
0
及

び
数

値
地

図
2
5
0
0
0
(
平

成
2
7
年

時
点

)
に

整
備

計
画

内
容

を
追

記
し

た
も

の
で

あ
る

。

番
号
：
12
 

  

エ
リ
ア

名
 

由
良
地

区
 

エ
リ
ア

特
性

 
環

境
保

全
重

視
エ
リ

ア
 

海
 
岸
 
名

 
由

良
港

海
岸

 
区

 
 
域

 
洲

本
市

由
良

地
区

 

海
岸
タ

イ
プ

 
防

潮
護

岸
 

所
 
 
管

 
国

土
交

通
省

（
港
湾

局
）

 

設
計
高

潮
位

(
H
.
H
.
W
.
L
)
 

T
.
P
.
＋
 

2
.
2
5
 

ｍ
 

沖
波
波

高

（
H
0
）

 
8
.
0
 

ｍ
 

設
計
津

波
水

位
 

T
.
P
.
＋

 
1
.
5
～
2
.
6
 
ｍ

 

現
況
の

施
設

 
護

岸
、

排
水

機
場

 

 

エ
リ
ア

の
整

備
方
針

 

 ・
生
態

系
と

自
然
景

観
の

保
全

に
努

め
つ

つ
、

背
後

地
を
守

る
た

め
の

海
岸

づ
く

り
を

推
進

す
る

。
 

    
海 岸 の 目 標

 

 海
岸
の

防
護

 

 ・
低
地

帯
へ

の
高
潮

に
よ

る
浸

水
被

害
の

防
護

に
努

め
る
。

 

 環
境
の

整
備

と
保

全
 

 ・
背
後

に
集

落
地
を

有
す

る
こ

と
か

ら
、

周
辺

環
境

と
の
調

和
と

海
岸

美
化

活
動

を
推

進
す

る
。

 

 公
衆
の

適
正

な
利

用
 

 ・
地
域

の
特

性
や
利

用
形

態
に

応
じ

た
整

備
を

推
進

す
る
。

 

  

整
備
の

必
要

性
 

・
老
朽

化
し

て
い
る

海
岸

保
全

施
設

の
改

修
を

行
う

。
 

・
高
潮
に
対
す
る
防
護
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、
海
岸
保
全
施
設
の
嵩
上
げ
等
を
行
う
。
 

  

整
備
計

画
の

概
要

 

 ・
高
潮

に
よ

る
浸
水

を
防

止
す

る
た

め
護

岸
を

計
画

す
る
。

ま
た

、
排

水
機

場
の

老
朽

化
対

策
を
行

う
。

 
 ①

整
備

海
岸

延
長
 

：
1
,
5
0
0
ｍ

 
②

整
備

内
容
 

：
護
岸

（
延

長
1
,
5
0
0
ｍ
）

、
排
水

機
場
機

器
更

新
(
3
基
)
 

 
地

元
の

要
望

 

 ・
高
潮

時
の

越
波
や

浸
水

被
害

の
防

止
が

要
望

さ
れ

て
い
る

。
 

 
期

待
さ

れ
る

効
果

 

 ・
高
潮

対
策

の
整
備

に
よ

る
防

護
機

能
の

向
上

 

 

海
岸
管

理
に

お
け
る

配
慮
事

項
 

・
周
辺

海
岸

と
の
調

和
 

・
住
民

参
加

に
よ
る

海
岸

美
化

活
動

の
推

進
 

・
地
域

住
民

の
利
用

 

資-15 

イ
メ

ー
ジ

図
 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設

 

護
岸

 

第
１
排

水
機

場
 

堤
防

 

堤
防

 

第
２
排

水
機

場
 

第
３
排

水
機

場
 



こ
の

地
図
は

、
国

土
地

理
院

の
数

値
地

図
2
0
0
0
0
0
及

び
数

値
地

図
2
5
0
0
0
(
平

成
2
7
年

時
点

)
に

整
備

計
画

内
容

を
追

記
し

た
も

の
で

あ
る

。

番
号
：
13
 

  

エ
リ
ア

名
 

由
良
地

区
 

エ
リ
ア

特
性

 
環

境
保

全
重

視
エ
リ

ア
 

海
 
岸
 
名

 
由

良
港

海
岸

 
区

 
 
域

 
洲

本
市

成
ヶ

島
地
区

 

海
岸
タ

イ
プ

 
防

潮
護

岸
 

所
 
 
管

 
国

土
交

通
省

（
港
湾

局
）

 

設
計
高

潮
位

(
H
.
H
.
W
.
L
)
 

T
.
P
.
＋
 

2
.
2
5
 

ｍ
 

沖
波
波

高

（
H
0
）

 
8
.
0
 

ｍ
 

設
計
津

波
水

位
 

T
.
P
.
＋

 
1
.
5
～
2
.
6
 
ｍ

 

現
況
の

施
設

 
堤

防
 

 

エ
リ
ア

の
整

備
方
針

 

 ・
生
態

系
と

自
然
景

観
の

保
全

に
努

め
つ

つ
、

背
後

地
を
守

る
た

め
の

海
岸

づ
く

り
を

推
進

す
る

。
 

    
海 岸 の 目 標

 

 海
岸
の

防
護

 

 ・
背
後

地
の

浸
水
被

害
の

防
護

に
努

め
る

。
 

 環
境
の

整
備

と
保

全
 

 ・
成
ヶ

島
の

貴
重
な

生
態

系
と

自
然

景
観

の
保

全
に

努
め
る

と
と

も
に

、
海

岸
美

化
活

動
を

推
進

す
る

。
 

 公
衆
の

適
正

な
利

用
 

 ・
地
域

の
特

性
や
利

用
形

態
に

応
じ

た
整

備
を

推
進

す
る
。

 

  

整
備
の

必
要

性
 

・
老
朽

化
し

て
い
る

海
岸

保
全

施
設

の
改

修
を

行
う

。
 

・
海
岸

侵
食

を
防
止

す
る

た
め

、
適

切
な

対
策

を
行

う
。
 

  

整
備
計

画
の

概
要

 

 ・
施
設

未
整

備
区
間

に
つ

い
て

、
堤

防
を

計
画

す
る

。
整
備

済
み

区
間

に
つ

い
て

は
、

老
朽

化
対
策

と
し
て

堤
防

の
改
修

を
行

う
。
 

 ①
整
備

海
岸

延
長
 

：
6
8
0
ｍ

 
②

整
備

内
容
 

：
堤
防

（
延

長
6
8
0
ｍ

）
 

 
地

元
の

要
望

 

 ・
侵
食

対
策

の
推
進

 

 
期

待
さ

れ
る

効
果

 

 ・
侵
食

に
対

す
る
防

護
機

能
の

向
上

 

 

海
岸
管

理
に

お
け
る

配
慮
事

項
 

・
成
ヶ

島
の

貴
重
な

生
態

系
と

自
然

景
観

の
保

全
 

・
住
民

参
加

に
よ
る

海
岸

美
化

活
動

の
推

進
 

・
海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
 

資-16 

基
礎

工
 

根
留

工
 

止
水

工
 

排
水

工
 

堤
体

 
表

の
り

被
覆

工
 

根
固

工
 

波
返

工
 

天
端

被
覆

工
 

裏
の

り
被

覆
工

 

護
岸

 
イ

メ
ー

ジ
図

 

堤
防

 

堤
防

 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

第
２
排

水
機

場
 

第
１
排

水
機

場
 

第
３
排

水
機

場
 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設

 



こ
の

地
図
は

、
国

土
地

理
院

の
数

値
地

図
2
0
0
0
0
0
及

び
数

値
地

図
2
5
0
0
0
(
平

成
2
7
年

時
点

)
に

整
備

計
画

内
容

を
追

記
し

た
も

の
で

あ
る

。

番
号
：
14
 

  

エ
リ
ア

名
 

南
淡
東

地
区

 
エ

リ
ア

特
性

 
環

境
保

全
重

視
エ
リ

ア
 

海
 
岸
 
名

 
灘

漁
港

海
岸

 
区

 
 
域

 
南

あ
わ

じ
市

灘
円
実

地
区

 

海
岸
タ

イ
プ

 
直

立
護

岸
 

所
 
 
管

 
農

林
水

産
省

（
水
産

庁
）

 

設
計
高

潮
位

(
H
.
H
.
W
.
L
)
 

T
.
P
.
＋
 

2
.
3
5
 

ｍ
 

沖
波
波

高

（
H
0
）

 
6
.
7
 

ｍ
 

設
計
津

波
水

位
 

T
.
P
.
＋

 
2
.
8
～
5
.
8
 
ｍ

 

現
況
の

施
設

 
護

岸
 

 

エ
リ
ア

の
整

備
方
針

 

 ・
生
態

系
の

積
極
的

な
保

全
に

努
め

つ
つ

、
海

岸
づ

く
り
を

推
進

す
る

。
 

    
海 岸 の 目 標

 

 海
岸
の

防
護

 

 ・
侵
食

を
防

止
し
、

海
岸

の
長

期
安

定
化

を
図

る
。

 

 環
境
の

整
備

と
保

全
 

 ・
生
態

系
の

保
全
に

努
め

る
と

と
も

に
、

海
岸

美
化

活
動
を

推
進

す
る

。
 

 公
衆
の

適
正

な
利

用
 

 ・
漁
港

利
用

の
維
持

・
充

実
を

図
る

と
と

も
に

、
海

岸
利
用

者
の

マ
ナ

ー
啓

発
に

努
め

る
。

 

  

整
備
の

必
要

性
 

・
砂
浜

の
減

少
を
防

止
す

る
た

め
、

適
切

な
侵

食
対

策
を
行

う
。

 

  

整
備
計

画
の

概
要

 

 ・
侵
食

に
よ

る
既
設

護
岸

及
び

背
後

地
の

被
害

防
止

を
図
る

た
め

、
離

岸
堤

を
計

画
し

、
海

岸
全

体
の
面

的
防

護
を
図

る
。

 
 ①

整
備

海
岸

延
長
 

：
7
0
ｍ

 
②

整
備

内
容
 

：
離
岸

堤
（

１
基
）

 

 
地

元
の

要
望

 

 ・
護
岸

の
侵

食
が
進

行
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

地
元

か
ら
対

策
の

要
望

が
あ

る
。

 

 

期
待
さ

れ
る

効
果

 
 ・

侵
食

に
対

す
る
防

護
機

能
の

向
上

 

 
海

岸
管

理
に

お
け
る

配
慮
事

項
 

・
生
態

系
の

保
全

 
・

住
民

参
加

に
よ
る

海
岸

美
化

活
動

の
推

進
 

・
漁
港

利
用

者
と
の

共
存

 
・

海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
 

資-17 

イ
メ

ー
ジ

図
 

離
岸

堤
 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設

 



こ
の

地
図
は

、
国

土
地

理
院

の
数

値
地

図
2
0
0
0
0
0
及

び
数

値
地

図
2
5
0
0
0
(
平

成
2
7
年

時
点

)
に

整
備

計
画

内
容

を
追

記
し

た
も

の
で

あ
る

。

番
号
：
15
 

  

エ
リ
ア

名
 

南
淡
東

地
区

 
エ

リ
ア

特
性

 
環

境
保

全
重

視
エ
リ

ア
 

海
 
岸
 
名

 
南

淡
海

岸
 

区
 
 
域

 
南

あ
わ

じ
市

阿
万
灘

地
区

 

海
岸
タ

イ
プ

 
防

潮
護

岸
 

所
 
 
管

 
国

土
交

通
省

 
（

水
管

理
・

国
土
保

全
局

）
 

設
計
高

潮
位

(
H
.
H
.
W
.
L
)
 

T
.
P
.
＋
 

2
.
3
5
 

ｍ
 

沖
波
波

高

（
H
0
）

 
9
.
8
 

ｍ
 

設
計
津

波
水

位
 

T
.
P
.
＋

 
2
.
8
～
5
.
8
 
ｍ

 

現
況
の

施
設

 
護

岸
、

離
岸

堤
 

 

エ
リ
ア

の
整

備
方
針

 

 ・
生
態

系
の

積
極
的

な
保

全
に

努
め

つ
つ

、
海

岸
づ

く
り
を

推
進

す
る

。
 

    
海 岸 の 目 標

 

 海
岸
の

防
護

 

 ・
海
岸

の
長

期
安
定

化
を

図
る

。
 

 環
境
の

整
備

と
保

全
 

 ・
生
態

系
の

保
全
に

努
め

る
と

と
も

に
、

海
岸

美
化

活
動
を

推
進

す
る

。
 

 公
衆
の

適
正

な
利

用
 

 ・
地
域

の
特

性
、
利

用
形

態
に

応
じ

た
整

備
を

推
進

す
る
。

 

  

整
備
の

必
要

性
 

・
老
朽

化
し

て
い
る

海
岸

保
全

施
設

の
改

修
を

行
う

。
 

・
海
岸

侵
食

を
防
止

す
る

た
め

、
適

切
な

対
策

を
行

う
。
 

  

整
備
計

画
の

概
要

 

 ・
背
後

民
家

が
危
険

な
状

態
に

あ
る

た
め

、
護

岸
及

び
離
岸

堤
を

計
画

し
、

海
岸

全
体

の
面

的
防

護
を
図

る
。

 
 ①

整
備

海
岸

延
長
 

：
3
,
7
0
0
ｍ

 
②

整
備

内
容
 

：
護
岸

（
延

長
3
,
3
0
0
ｍ
）

、
離
岸

堤
(
1
9
基

)
 

 
地

元
の

要
望

 

 ・
海
岸

線
の

侵
食
が

進
行

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
早

急
な
対

応
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

 

 

期
待
さ

れ
る

効
果

 
 ・

侵
食

に
対

す
る
防

護
機

能
の

向
上

 

 
海

岸
管

理
に

お
け
る

配
慮
事

項
 

・
侵
食

対
策

に
向
け

て
の

施
設

整
備

の
推

進
 

・
生
態

系
の

保
全

 
・

住
民

参
加

に
よ
る

海
岸

美
化

活
動

の
推

進
 

・
海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
 

資-18 

離
岸

堤
 

護
岸

 

イ
メ

ー
ジ

図
 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

離
岸

堤
 

護
岸

 

護
岸

・
消

波
工

 

離
岸

堤
 

離
岸

堤
 

護
岸

 

離
岸

堤
 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設

 



こ
の

地
図
は

、
国

土
地

理
院

の
数

値
地

図
2
0
0
0
0
0
及

び
数

値
地

図
2
5
0
0
0
(
平

成
2
7
年

時
点

)
に

整
備

計
画

内
容

を
追

記
し

た
も

の
で

あ
る

。

番
号
：
16
 

  

エ
リ
ア

名
 

南
淡
東

地
区

 
エ

リ
ア

特
性

 
環

境
保

全
重

視
エ
リ

ア
 

海
 
岸
 
名

 
仁

頃
漁

港
海

岸
 

区
 
 
域

 
南

あ
わ

じ
市

灘
仁
頃

地
区

 

海
岸
タ

イ
プ

 
直

立
護

岸
、

礫
浜

 
所

 
 
管

 
農

林
水

産
省

（
水
産

庁
）

 

設
計
高

潮
位

(
H
.
H
.
W
.
L
)
 

T
.
P
.
＋
 

2
.
3
5
 

ｍ
 

沖
波
波

高

（
H
0
）

 
9
.
1
 

ｍ
 

設
計
津

波
水

位
 

T
.
P
.
＋

 
2
.
8
～
5
.
8
 
ｍ

 

現
況
の

施
設

 
護

岸
 

 

エ
リ
ア

の
整

備
方
針

 

 ・
生
態

系
の

積
極
的

な
保

全
に

努
め

つ
つ

、
海

岸
づ

く
り
を

推
進

す
る

。
 

    
海 岸 の 目 標

 

 海
岸
の

防
護

 

 ・
侵
食

を
防

止
し
、

海
岸

の
長

期
安

定
化

を
図

る
。

 

 環
境
の

整
備

と
保

全
 

 ・
生
態

系
の

保
全
に

努
め

る
と

と
も

に
、

海
岸

美
化

活
動
を

推
進

す
る

。
 

 公
衆
の

適
正

な
利

用
 

 ・
漁
港

利
用

の
維
持

を
図

る
と

と
も

に
、

海
岸

利
用

者
の
マ

ナ
ー

啓
発

に
努

め
る

。
 

  

整
備
の

必
要

性
 

・
砂
浜

の
減

少
を
防

止
す

る
た

め
、

適
切

な
侵

食
対

策
を
行

う
。

 

  

整
備
計

画
の

概
要

 

 ・
侵
食

に
よ

る
背
後

地
の

被
害

防
止

を
図

る
た

め
、

護
岸
・

離
岸

堤
の

一
体

的
な

整
備

に
よ

る
面

的
防
護

施
設

を
計
画

す
る

。
 

 ①
整
備

海
岸

延
長
 

：
1
4
0
ｍ

 
②

整
備

内
容
 

：
護
岸

・
消

波
工
（

延
長

7
0
ｍ

）
、

離
岸

堤
（

1
基

）
 

 
地

元
の

要
望

 

 ・
護
岸

の
侵

食
が
進

行
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

早
急

な
対
応

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
 

 

期
待
さ

れ
る

効
果

 
 ・

侵
食

に
対

す
る
防

護
機

能
の

向
上

 

 
海

岸
管

理
に

お
け
る

配
慮
事

項
 

・
生
態

系
の

保
全

 
・

住
民

参
加

に
よ
る

海
岸

美
化

活
動

の
推

進
 

・
漁
港

利
用

者
と
の

共
存

 
・

海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
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止
水

工
 

根
固

工
 

排
水

工
 

消
波

工
 

波
返

工
 天
端

被
覆

工
 

護
岸

（
断

面
図

） 

イ
メ

ー
ジ

図
 

護
岸

・
消

波
工

 

離
岸

堤
 

護
岸

 

離
岸

堤
 

護
岸

 離
岸

堤
 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設

 



こ
の

地
図
は

、
国

土
地

理
院

の
数

値
地

図
2
0
0
0
0
0
及

び
数

値
地

図
2
5
0
0
0
(
平

成
2
7
年

時
点

)
に

整
備

計
画

内
容

を
追

記
し

た
も

の
で

あ
る

。

番
号
：
17
 

  

エ
リ
ア

名
 

沼
島
地

区
 

エ
リ
ア

特
性

 
環

境
保

全
重

視
エ
リ

ア
 

海
 
岸
 
名

 
沼

島
漁

港
海

岸
 

区
 
 
域

 
南

あ
わ

じ
市

沼
島
地

区
 

海
岸
タ

イ
プ

 
砂

浜
、

直
立

護
岸

 
所

 
 
管

 
農

林
水

産
省

（
水
産

庁
）

 

設
計
高

潮
位

(
H
.
H
.
W
.
L
)
 

T
.
P
.
＋
 

2
.
3
5
 

ｍ
 

沖
波
波

高

（
H
0
）

 
9
.
8
 

ｍ
 

設
計
津

波
水

位
 

T
.
P
.
＋

 
2
.
8
～
5
.
8
 
ｍ

 

現
況
の

施
設

 
護

岸
、

胸
壁

、
突
堤

、
潜

堤
（

人
工

リ
ー

フ
）

、
水

門
、
陸

閘
 

 

エ
リ
ア

の
整

備
方
針

 

 ・
生
態

系
と

自
然
景

観
の

積
極

的
な

保
全

に
努

め
つ

つ
、
海

岸
づ

く
り

を
推

進
す

る
。

 

    
海 岸 の 目 標

 

 海
岸
の

防
護

 

 ・
高
潮

、
津

波
及
び

波
浪

に
よ

る
被

害
か

ら
背

後
地

を
防
護

し
、

海
岸

の
長

期
安

定
化

を
図

る
。

 

 環
境
の

整
備

と
保

全
 

 ・
砂
浜

や
背

後
に
広

が
る

保
安

林
を

は
じ

め
と

し
た

自
然
環

境
の

保
全

に
努

め
る

と
と

も
に

、
海

岸
美
化

活
動

を
推
進

す
る

。
 

 公
衆
の

適
正

な
利

用
 

・
小

水
浦

地
区

の
砂

浜
や

背
後

の
保

安
林

等
の

自
然

に
ふ

れ
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
自

然
環

境
と

の
調

和
を

図
り

つ
つ

、
海

洋
性

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

空
間

と
し

て
の

一
体

的
な

利
用

を
進

め
る

と
と

も
に

、
海

岸
利

便
施

設
の

維
持

、
漁

港
利

用
の

維
持

及
び

海
岸

利
用

者
へ

の
マ

ナ
ー

啓
発

に
努

め
る

。
 

  

整
備
の

必
要

性
 

・
南
海

ト
ラ

フ
地
震

に
対

す
る

耐
津

波
対

策
を

行
う

。
 

  

整
備
計

画
の

概
要

 

 ・
津
波

時
の

浸
水
被

害
か

ら
背

後
地

を
防

護
す

る
た

め
、
防

潮
ラ

イ
ン

未
整

備
区

間
に

つ
い

て
胸

壁
、
陸

閘
等

を
計
画

す
る

。
 

 ①
整
備

海
岸

延
長
 

：
1
0
0
ｍ

 
②

整
備

内
容
 

：
胸
壁

等
（

延
長

1
0
0
ｍ
）

、
陸
閘

（
2
基

）
 

 

地
元
の

要
望

 
 ・

高
潮

及
び

津
波
時

の
浸

水
被

害
の

防
止

 

 
期

待
さ

れ
る

効
果

 

 ・
浸
水

に
対

す
る
防

護
機

能
の

向
上

 

 
海

岸
管

理
に

お
け
る

配
慮
事

項
 

・
自
然

環
境

の
保
全

 
・

住
民

参
加

に
よ
る

海
岸

美
化

活
動

の
推

進
 

・
漁
港

利
用

の
維
持

 
・

海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
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胸
壁

 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設

 

陸
閘

 

基
礎

工
 水

叩
工

 
堤 体 工

 

排
水

工
 

海
岸

保
全

施
設

 
漁

港
・
港

湾
等

の
施

設
 

イ
メ

ー
ジ

図
 



こ
の

地
図
は

、
国

土
地

理
院

の
数

値
地

図
2
0
0
0
0
0
及

び
数

値
地

図
2
5
0
0
0
(
平

成
2
7
年

時
点

)
に

整
備

計
画

内
容

を
追

記
し

た
も

の
で

あ
る

。

番
号

：
18
 

  

エ
リ
ア

名
 

阿
万
地

区
 

エ
リ
ア

特
性

 
環

境
保

全
重

視
エ
リ

ア
 

海
 
岸
 
名

 
阿

万
港

海
岸

 
区

 
 
域

 
南

あ
わ

じ
市

阿
万
地

区
 

海
岸
タ

イ
プ

 
砂

浜
海

岸
 

所
 
 
管

 
国

土
交

通
省

（
港
湾

局
）

 

設
計
高

潮
位

(
H
.
H
.
W
.
L
)
 

T
.
P
.
＋
 

2
.
3
5
 

ｍ
 

沖
波
波

高

（
H
0
）

 
8
.
5
 

ｍ
 

設
計
津

波
水

位
 

T
.
P
.
＋

 
2
.
8
～
5
.
8
 
ｍ

 

現
況
の

施
設

 
堤

防
、

護
岸

、
突
堤

、
離

岸
堤

、
消

波
堤

、
防

波
堤

、
陸
閘

 

 

エ
リ
ア

の
整

備
方
針

 

 ・
生
態

系
と

自
然
景

観
の

積
極

的
な

保
全

に
努

め
、

海
岸
づ

く
り

を
推

進
す

る
。

 

    
海 岸 の 目 標

 

 海
岸
の

防
護

 

 ・
津
波

に
よ

る
浸
水

被
害

を
防

護
す

る
。

 

 環
境
の

整
備

と
保

全
 

 ・
生
態

系
の

保
全
に

努
め

る
と

と
も

に
、

海
岸

美
化

活
動
を

推
進

す
る

。
 

 公
衆
の

適
正

な
利

用
 

 ・
地
域

の
特

性
、
利

用
形

態
に

応
じ

た
整

備
を

推
進

す
る
。
 

 

  

整
備
の

必
要

性
 

・
南
海

ト
ラ

フ
地
震

に
対

す
る

耐
津

波
対

策
を

行
う

。
 

  

整
備
計

画
の

概
要

 

 ・
津
波

に
よ

る
背
後

地
の

浸
水

を
防

止
す

る
た

め
、

胸
壁
、

陸
閘

等
の

整
備

を
行

う
。

 
 ①

整
備

海
岸

延
長
 

：
4
0
ｍ

 
②

整
備

内
容
 

：
胸
壁

（
延

長
4
0
ｍ

）
、

陸
閘

（
3
基
）

 

 
地

元
の

要
望

 

 ・
津
波

時
の

浸
水
被

害
の

防
止

 

 
期

待
さ

れ
る

効
果

 

 ・
津
波

に
よ

る
浸
水

に
対

す
る

防
護

機
能

の
向

上
 

 

海
岸
管

理
に

お
け
る

配
慮
事

項
 

・
住
民

参
加

に
よ
る

海
岸

美
化

活
動

の
推

進
 

・
海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
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護
岸

 

胸
壁

 

陸
閘

 

陸
閘

 

潜
堤

（
人

工
リ
ー

フ
）
 

陸
閘

 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設

 

離
岸

堤
 

イ
メ

ー
ジ

図
 



こ
の

地
図
は

、
国

土
地

理
院

の
数

値
地

図
2
0
0
0
0
0
及

び
数

値
地

図
2
5
0
0
0
(
平

成
2
7
年

時
点

)
に

整
備

計
画

内
容

を
追

記
し

た
も

の
で

あ
る

。

番
号
：
19
 

  

エ
リ
ア

名
 

阿
万
地

区
 

エ
リ
ア

特
性

 
環

境
保

全
重

視
エ
リ

ア
 

海
 
岸
 
名

 
南

淡
海

岸
 

区
 
 
域

 
南

あ
わ

じ
市

吹
上
地

区
 

海
岸
タ

イ
プ

 
砂

浜
海

岸
 

所
 
 
管

 
農

林
水

産
省

（
農
振

局
）

 

設
計
高

潮
位

(
H
.
H
.
W
.
L
)
 

T
.
P
.
＋
 

2
.
3
5
 

ｍ
 

沖
波
波

高

（
H
0
）

 
8
.
5
 

ｍ
 

設
計
津

波
水

位
 

T
.
P
.
＋

 
2
.
8
～
5
.
8
 
ｍ

 

現
況
の

施
設

 
堤

防
 

 

エ
リ
ア

の
整

備
方
針

 

 ・
生
態

系
と

自
然
景

観
の

積
極

的
な

保
全

に
努

め
つ

つ
、
海

岸
づ

く
り

を
推

進
す

る
。

 

    
海 岸 の 目 標

 

 海
岸
の

防
護

 

 ・
砂
浜

の
海

岸
線
の

後
退

及
び

飛
砂

、
越

波
等

を
防

止
し
、

背
後

地
の

農
業

生
産

基
盤

の
機

能
維

持
を
図

る
。

 

 環
境
の

整
備

と
保

全
 

 ・
貴
重

な
吹

上
浜
の

豊
か

な
海

辺
の

生
態

系
や

自
然

景
観
の

保
全

に
努

め
る

と
と

も
に

、
海

岸
美

化
活
動

を
推

進
す
る

。
 

 公
衆
の

適
正

な
利

用
 

 ・
ゴ
ミ

の
投

棄
、
焼

却
等

を
防

止
し

、
自

然
と

の
ふ

れ
あ
い

の
場

を
目

指
す

。
 

  

整
備
の

必
要

性
 

・
高
潮

に
対

す
る
防

護
機

能
を

確
保

す
る

た
め

、
海

岸
保
全

施
設

の
嵩

上
げ

等
を

行
う

。
 

  

整
備
計

画
の

概
要

 

・
飛
砂

及
び

越
波
か

ら
背

後
の

農
地

を
防

護
す

る
た

め
に
景

観
に

配
慮

し
た

潜
堤

（
人

工
リ

ー
フ

）
を

計
画

す
る
。

ま
た

、
堤

防
を

改
修

す
る

。
 

①
整
備

海
岸

延
長
 

：
1
,
3
1
2
ｍ

 
②

整
備

内
容
 

：
堤
防

改
修

（
延
長

3
1
6
ｍ

）
、
潜

堤
(
人

工
リ

ー
フ

)
（

6
基

）
 

※
留
意

事
項

 
整

備
の

実
施

に
当
た

っ
て

は
、

吹
上

浜
の

貴
重

な
海

浜
植
物

に
配

慮
す

る
。

 

 
地

元
の

要
望

 

 ・
飛
砂

、
越

波
か
ら

の
農

地
の

防
護

と
海

辺
の

自
然

景
観
の

回
復

保
全

。
 

期
待
さ

れ
る

効
果

 
・

侵
食

・
飛

砂
対
策

に
よ

る
防

護
機

能
の

向
上

 

 
海

岸
管

理
に

お
け
る

配
慮
事

項
 

・
飛
砂

、
越

波
か
ら

の
農

地
の

防
護

 
・

吹
上

浜
の

貴
重
な

生
態

系
と

自
然

景
観

の
保

全
 

・
住
民

参
加

に
よ
る

海
岸

美
化

活
動

の
推

進
 

・
自
然

と
の

ふ
れ
あ

い
の

場
づ

く
り

 
・

海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
 

資-22 

潜
堤

（
人

工
リ
ー

フ
）
 

基
礎

工
 

根
留

工
 

止
水

工
 

排
水

工
 

堤
体

 
表

の
り

被
覆

工
 

根
固

工
 

堤
防

改
修

 

波
返

工
 

天
端

被
覆

工
 

裏
の

り
被

覆
工

 

イ
メ

ー
ジ

図
 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設

 



こ
の

地
図
は

、
国

土
地

理
院

の
数

値
地

図
2
0
0
0
0
0
及

び
数

値
地

図
2
5
0
0
0
(
平

成
2
7
年

時
点

)
に

整
備

計
画

内
容

を
追

記
し

た
も

の
で

あ
る

。

番
号
：
20
 

  

エ
リ
ア

名
 

福
良
港

 
エ

リ
ア

特
性

 
環

境
保

全
重

視
エ
リ

ア
 

海
 
岸
 
名

 
福

良
港

海
岸

 
区

 
 
域

 
南

あ
わ

じ
市

福
良
地

区
 

海
岸
タ

イ
プ

 
防

潮
護

岸
 

所
 
 
管

 
国

土
交

通
省

（
港
湾

局
）

 

設
計
高

潮
位

(
H
.
H
.
W
.
L
)
 

T
.
P
.
＋
 

2
.
3
5
 

ｍ
 

沖
波
波

高

（
H
0
）

 
6
.
6
 

ｍ
 

設
計
津

波
水

位
 

T
.
P
.
＋

 
2
.
8
～
5
.
8
 
ｍ

 

現
況
の

施
設

 
護

岸
、

胸
壁

、
水
門

、
樋

門
、

陸
閘

、
排

水
機

場
 

 

エ
リ
ア

の
整

備
方
針

 

 ・
生
態

系
と

自
然
景

観
の

積
極

的
な

保
全

に
努

め
つ

つ
、
海

岸
づ

く
り

を
推

進
す

る
。

 

    
海 岸 の 目 標

 

 海
岸
の

防
護

 

 ・
低
地

帯
へ

の
高
潮

に
よ

る
浸

水
被

害
を

防
護

、
津

波
に
よ

る
浸

水
被

害
の

軽
減

を
図

る
。

 

 環
境
の

整
備

と
保

全
 

 ・
生
態

系
の

保
全
に

努
め

る
と

と
も

に
、

海
岸

美
化

活
動
を

推
進

す
る

。
 

 公
衆
の

適
正

な
利

用
 

 ・
地
域

の
特

性
、
利

用
形

態
に

応
じ

た
整

備
を

推
進

す
る
。

 

  

整
備
の

必
要

性
 

・
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
対
す
る
耐
津
波
対
策
を
行
う
。
 

・
老
朽
化
し
て
い
る
海
岸
保
全
施
設
の
改
修
を
行
う
。
 

・
高
潮
に
対
す
る
防
護
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、
海
岸
保
全
施
設
の
嵩
上
げ
等
を
行
う
。
 

  

整
備
計

画
の

概
要

 

 ・
高
潮

に
よ

る
越
波

を
防

止
し

、
津

波
に

よ
る

浸
水

被
害
の

軽
減

を
図

る
た

め
胸

壁
、

護
岸

等
の

 
整
備
を
計
画
す
る
。
ま
た
、
津
波
か
ら
の
安
全
性
を
高
め
る
た
め
陸
閘
、
樋
門
を
自
動
化
す
る
。

 
①

整
備

海
岸

延
長
 

：
2
,
1
4
5
ｍ

 
②

整
備

内
容
 

：
胸
壁

等
（

延
長

4
3
0
ｍ
）

、
護
岸

改
良
（

延
長

4
0
ｍ

）
、
樋

門
（

2
基
）

 
陸

閘
（

9
基

）
、

排
水

機
場

機
器
更

新
(
3
基

)
、
水
門

（
3
基
）

 

 
地

元
の

要
望

 

 ・
高
潮

・
津

波
時
の

浸
水

被
害

の
防

止
 

 
期

待
さ

れ
る

効
果

 

 ・
越
波

や
浸

水
に
対

す
る

防
護

機
能

の
向

上
 

 

海
岸
管

理
に

お
け
る

配
慮
事

項
 

・
住
民

参
加

に
よ
る

海
岸

美
化

活
動

の
推

進
 

・
海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
 

資-23 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設

 

止
水

工
 

根
固

工
 

波
返

工
 天

端
被

覆
工

 
排

水
工

 

護
岸

（
断

面
図

）
 

イ
メ

ー
ジ

図
 

津
波

防
波

堤
 

水
門

 

樋
門

 
胸

壁
等

 

護
岸

改
良

 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

樋
門

 

陸
閘

（
9
基

）
 

第
1
排

水
機

場
 

水
門

（
1
基

）
 

 

第
2
排

水
機

場
 

水
門

（
1
基

）
 

第
3
排

水
機

場
 

水
門

（
1
基

）
 

基
礎

工
 水

叩
工

 
堤 体 工

 

排
水

工
 

海
岸

保
全

施
設

 
漁

港
・
港

湾
等

の
施

設
 



こ
の

地
図
は

、
国

土
地

理
院

の
数

値
地

図
2
0
0
0
0
0
及

び
数

値
地

図
2
5
0
0
0
(
平

成
2
7
年

時
点

)
に

整
備

計
画

内
容

を
追

記
し

た
も

の
で

あ
る

。

番
号

：
21
 

  

エ
リ
ア

名
 

福
良
地

区
 

エ
リ
ア

特
性

 
環

境
保

全
重

視
エ
リ

ア
 

海
 
岸
 
名

 
福

良
港

海
岸

 
区

 
 
域

 
南

あ
わ

じ
市

湾
口
地

区
 

海
岸
タ

イ
プ

 
防

潮
護

岸
 

所
 
 
管

 
国

土
交

通
省

（
港
湾

局
）

 

設
計
高

潮
位

(
H
.
H
.
W
.
L
)
 

T
.
P
.
＋
 

2
.
3
5
 

ｍ
 

沖
波
波

高

（
H
0
）

 
6
.
6
 

ｍ
 

設
計
津

波
水

位
 

T
.
P
.
＋

 
2
.
8
～
5
.
8
 
ｍ

 

現
況
の

施
設

 
離

岸
堤

 

 

エ
リ
ア

の
整

備
方
針

 

 ・
生
態

系
と

自
然
景

観
の

積
極

的
な

保
全

に
努

め
、

海
岸
づ

く
り

を
推

進
す

る
。

 

    
海 岸 の 目 標

 

 海
岸
の

防
護

 

 ・
津
波

に
よ

る
浸
水

被
害

を
軽

減
す

る
。

 

 環
境
の

整
備

と
保

全
 

 ・
生
態

系
の

保
全
に

努
め

る
と

と
も

に
、

海
岸

美
化

活
動
を

推
進

す
る

。
 

 公
衆
の

適
正

な
利

用
 

 ・
地
域

の
特

性
、
利

用
形

態
に

応
じ

た
整

備
を

推
進

す
る
。

 

  

整
備
の

必
要

性
 

・
南
海

ト
ラ

フ
地
震

に
対

す
る

耐
津

波
対

策
を

行
う

。
 

  

整
備
計

画
の

概
要

 

 ・
津
波

に
よ

る
背
後

地
の

浸
水

を
軽

減
す

る
た

め
津

波
防
波

堤
、

水
門

の
整

備
を

行
う

。
 

 ①
整
備

海
岸

延
長
 

：
1
,
1
0
0
ｍ

 
②

整
備

内
容
 

：
津
波

防
波

堤
（
延

長
1
,
1
0
0
ｍ
）

、
水
門

（
3
基
）

 

 
地

元
の

要
望

 

 ・
津
波

時
の

浸
水
被

害
の

軽
減

 

 
期

待
さ

れ
る

効
果

 

 ・
津
波

に
よ

る
浸
水

に
対

す
る

防
護

機
能

の
向

上
 

 

海
岸
管

理
に

お
け
る

配
慮
事

項
 

・
住
民

参
加

に
よ
る

海
岸

美
化

活
動

の
推

進
 

・
海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
 

資-24 

津
波

防
波

堤
 

水
門

 

樋
門

 
胸

壁
等

 

護
岸

改
良

 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

イ
メ

ー
ジ

図
 

第
1
排

水
機

場
 

水
門

（
1
基

）
 

第
2
排

水
機

場
 

水
門

（
1
基

）
 

第
3
排

水
機

場
 

水
門

（
1
基

）
 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設

 

樋
門

 
陸

閘
（
9
基

）
 



こ
の

地
図
は

、
国

土
地

理
院

の
数

値
地

図
2
0
0
0
0
0
及

び
数

値
地

図
2
5
0
0
0
(
平

成
2
7
年

時
点

)
に

整
備

計
画

内
容

を
追

記
し

た
も

の
で

あ
る

。

番
号
：
22
 

  

エ
リ
ア

名
 

西
淡
南

地
区

 
エ

リ
ア

特
性

 
環

境
利

用
調

整
エ
リ

ア
 

海
 
岸
 
名

 
伊

毘
漁

港
海

岸
 

区
 
 
域

 
南

あ
わ

じ
市

伊
毘
地

区
 

海
岸
タ

イ
プ

 
砂

浜
海

岸
 

所
 
 
管

 
農

林
水

産
省

（
水
産

庁
）

 

設
計
高

潮
位

(
H
.
H
.
W
.
L
)
 

T
.
P
.
＋
 

2
.
2
5
 

ｍ
 

沖
波
波

高

（
H
0
）

 
4
.
6
 

ｍ
 

設
計
津

波
水

位
 

T
.
P
.
＋

 
1
.
2
～
1
.
9
 
ｍ

 

現
況
の

施
設

 
な

し
 

 

エ
リ
ア

の
整

備
方
針

 

 ・
生
態

系
の

保
全
と

安
定

し
た

水
質

保
持

に
向

け
た

積
極
的

な
対

策
に

努
め

つ
つ

、
海

岸
づ

く
り

を
推
進

す
る

。
 

    
海 岸 の 目 標

 

 海
岸
の

防
護

 

 ・
胸
壁

、
水

門
、
排

水
機

場
を

整
備

し
、

高
潮

に
よ

る
災
害

に
対

し
て

安
全

な
海

岸
づ

く
り

を
進

め
る
。

 

 環
境
の

整
備

と
保

全
 

 ・
生
態

系
の

保
全
及

び
自

然
景

観
の

保
全

に
努

め
る

と
と
も

に
、

海
岸

美
化

活
動

を
推

進
す

る
。

 

 公
衆
の

適
正

な
利

用
 

 ・
水
上

バ
イ

ク
等
海

岸
利

用
者

へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
に

努
め
る

。
 

  

整
備
の

必
要

性
 

・
高
潮

に
対

す
る
防

護
機

能
を

確
保

す
る

た
め

、
海

岸
保
全

施
設

の
嵩

上
げ

等
を

行
う

。
 

  

整
備
計

画
の

概
要

 

 ・
高
潮

時
の

浸
水
被

害
か

ら
背

後
地

を
防

護
す

る
た

め
、
胸

壁
及

び
水

門
、

排
水

機
場

等
を

計
画

す
る
。

 
 ①

整
備

海
岸

延
長
 

：
1
0
0
ｍ

 
②

整
備

内
容
 

：
胸
壁

（
延

長
1
0
0
ｍ

）
、

水
門
（

1
基
）

、
排

水
機

場
（

1
基

）
 

 
地

元
の

要
望

 

 ・
高
潮

、
高

波
浪
に

よ
る

被
害

の
防

止
が

要
望

さ
れ

て
い
る

。
 

 
期

待
さ

れ
る

効
果

 

 ・
浸
水

に
対

す
る
防

護
機

能
の

向
上

 

 

海
岸
管

理
に

お
け
る

配
慮
事

項
 

・
生
態

系
と

自
然
環

境
の

保
全

 
・

住
民

参
加

に
よ
る

海
岸

美
化

活
動

の
推

進
 

・
海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
 

資-25 

イ
メ

ー
ジ

図
 

排
水

機
場

 
水

門
（1

基
） 

胸
壁

 

排
水

機
場

 
水

門
（
1
基

）
 

陸
閘

 

堤
防

 
胸

壁
 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設

 



こ
の

地
図
は

、
国

土
地

理
院

の
数

値
地

図
2
0
0
0
0
0
及

び
数

値
地

図
2
5
0
0
0
(
平

成
2
7
年

時
点

)
に

整
備

計
画

内
容

を
追

記
し

た
も

の
で

あ
る

。

番
号
：
23
 

  

エ
リ
ア

名
 

西
淡
南

地
区

 
エ

リ
ア

特
性

 
環

境
利

用
調

整
エ
リ

ア
 

海
 
岸
 
名

 
西

浜
海

岸
 

区
 
 
域

 
南

あ
わ

じ
市

阿
那
賀

地
区

 

海
岸
タ

イ
プ

 
砂

浜
海

岸
 

所
 
 
管

 
農

林
水

産
省

（
農
振

局
）

 

設
計
高

潮
位

(
H
.
H
.
W
.
L
)
 

T
.
P
.
＋
 

2
.
2
5
 

ｍ
 

沖
波
波

高

（
H
0
）

 
5
.
1
 

ｍ
 

設
計
津

波
水

位
 

T
.
P
.
＋

 
1
.
2
～
1
.
9
 
ｍ

 

現
況
の

施
設

 
堤

防
 

 

エ
リ
ア

の
整

備
方
針

 

 ・
生
態

系
の

保
全
と

安
定

し
た

水
質

保
持

に
向

け
た

積
極
的

な
対

策
に

努
め

つ
つ

、
海

岸
づ

く
り

を
推
進

す
る

。
 

    
海 岸 の 目 標

 

 海
岸
の

防
護

 

 ・
堤
防

を
整

備
し
、

高
潮

、
高

波
浪

に
よ

る
災

害
に

対
し
て

安
全

な
海

岸
づ

く
り

を
進

め
る

。
 

 環
境
の

整
備

と
保

全
 

 ・
生
態

系
の

保
全
及

び
自

然
景

観
の

保
全

に
努

め
る

と
と
も

に
、

海
岸

美
化

活
動

を
推

進
す

る
。

 

 公
衆
の

適
正

な
利

用
 

 ・
水
上

バ
イ

ク
等
海

浜
利

用
者

へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
に

努
め
る

。
 

  

整
備
の

必
要

性
 

・
高
潮

に
対

す
る
防

護
機

能
を

確
保

す
る

た
め

、
海

岸
保
全

施
設

の
嵩

上
げ

等
を

行
う

。
 

  

整
備
計

画
の

概
要

 

 ・
高
潮

・
高

波
浪
か

ら
背

後
地

を
防

護
す

る
た

め
、

海
岸
保

全
施

設
の

未
整

備
区

間
に

つ
い

て
堤

防
を
計

画
す

る
。

 
 ①

整
備

海
岸

延
長
 

：
5
0
ｍ

 
②

整
備

内
容
 

：
堤
防

（
延

長
5
0
ｍ

）
 

 
地

元
の

要
望

 

 ・
高
潮

、
高

波
浪
に

よ
る

被
害

の
防

止
が

要
望

さ
れ

て
い
る

。
 

 
期

待
さ

れ
る

効
果

 

 ・
高
潮

に
対

す
る
防

護
機

能
の

向
上

 

 

海
岸
管

理
に

お
け
る

配
慮
事

項
 

・
生
態

系
と

自
然
景

観
の

保
全

 
・

住
民

参
加

に
よ
る

海
岸

美
化

活
動

の
推

進
 

・
海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
 

資-26 

基
礎

工
 

根
留

工
 

止
水

工
 

排
水

工
 

堤
体

 
表

の
り

被
覆

工
 

根
固

工
 

波
返

工
 

天
端

被
覆

工
 

裏
の

り
被

覆
工

 

排
水

機
場

 
水

門
（
1
基

）
 

胸
壁

 

イ
メ

ー
ジ

図
 

堤
防

 
排

水
機

場
 

水
門

（
1
基

）
 

陸
閘

 

胸
壁

 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設

 



こ
の

地
図
は

、
国

土
地

理
院

の
数

値
地

図
2
0
0
0
0
0
及

び
数

値
地

図
2
5
0
0
0
(
平

成
2
7
年

時
点

)
に

整
備

計
画

内
容

を
追

記
し

た
も

の
で

あ
る

。

番
号
：
24
 

  

エ
リ
ア

名
 

西
淡
南

地
区

 
エ

リ
ア

特
性

 
環

境
利

用
調

整
エ
リ

ア
 

海
 
岸
 
名

 
阿

那
賀

漁
港

海
岸

 
区

 
 
域

 
南

あ
わ

じ
市

阿
那
賀

地
区

 

海
岸
タ

イ
プ

 
砂

浜
海

岸
 

所
 
 
管

 
農

林
水

産
省

（
水
産

庁
）

 

設
計
高

潮
位

(
H
.
H
.
W
.
L
)
 

T
.
P
.
＋
 

2
.
2
5
 

ｍ
 

沖
波
波

高

（
H
0
）

 
4
.
6
 

ｍ
 

設
計
津

波
水

位
 

T
.
P
.
＋

 
1
.
2
～
1
.
9
 
ｍ

 

現
況
の

施
設

 
護

岸
 

 

エ
リ
ア

の
整

備
方
針

 

 ・
生
態

系
の

保
全
と

安
定

し
た

水
質

保
持

に
向

け
た

積
極
的

な
対

策
に

努
め

つ
つ

、
海

岸
づ

く
り

を
推
進

す
る

。
 

    
海 岸 の 目 標

 

 海
岸
の

防
護

 

 ・
胸
壁

、
水

門
、
排

水
機

場
等

を
整

備
し

、
高

潮
に

よ
る
災

害
に

対
し

て
安

全
な

海
岸

づ
く

り
を

進
め
る

。
 

 環
境
の

整
備

と
保

全
 

 ・
生
態

系
の

保
全
及

び
自

然
景

観
の

保
全

に
努

め
る

と
と
も

に
、

海
岸

美
化

活
動

を
推

進
す

る
。

 

 公
衆
の

適
正

な
利

用
 

 ・
水
上

バ
イ

ク
等
海

浜
利

用
者

へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
に

努
め
る

。
 

  

整
備
の

必
要

性
 

・
高
潮

に
対

す
る
防

護
機

能
を

確
保

す
る

た
め

、
海

岸
保
全

施
設

の
嵩

上
げ

等
を

行
う

。
 

  

整
備
計

画
の

概
要

 

・
高
潮

時
の

浸
水
被

害
か

ら
背

後
地

を
防

護
す

る
た

め
、
胸

壁
及

び
水

門
、

排
水

機
場

等
を

計
画

す
る
。

 
 ①

整
備

海
岸

延
長
 

：
1
0
ｍ

 
②

整
備

内
容
 

：
胸
壁

(
延

長
1
.
5
ｍ

）
、

水
門

（
1
基
）
、

排
水

機
場

（
1
基
）

 
陸

閘
（

1
基

）
 

 
地

元
の

要
望

 

 ・
高
潮

、
高

波
浪
に

よ
る

被
害

の
防

止
が

要
望

さ
れ

て
い
る

。
 

 
期

待
さ

れ
る

効
果

 

 ・
高
潮

に
対

す
る
防

護
機

能
の

向
上

 

 

海
岸
管

理
に

お
け
る

配
慮
事

項
 

・
生
態

系
と

自
然
環

境
の

保
全

 
・

住
民

参
加

に
よ
る

海
岸

美
化

活
動

の
推

進
 

・
海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
 

資-27 

排
水

機
場

 

水
門

（
1
基

）
 

胸
壁

 

イ
メ

ー
ジ

図
 

堤
防

 

陸
閘

 

胸
壁

 

排
水

機
場

 
水

門
（
1
基

）
 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設

 



こ
の

地
図
は

、
国

土
地

理
院

の
数

値
地

図
2
0
0
0
0
0
及

び
数

値
地

図
2
5
0
0
0
(
平

成
2
7
年

時
点

)
に

整
備

計
画

内
容

を
追

記
し

た
も

の
で

あ
る

。

番
号
：
25
 

  

エ
リ
ア

名
 

西
淡
南

地
区

 
エ

リ
ア

特
性

 
環

境
利

用
調

整
エ
リ

ア
 

海
 
岸
 
名

 
西

淡
海

岸
 

区
 
 
域

 
南

あ
わ

じ
市

阿
那
賀

地
区

 

海
岸
タ

イ
プ

 
直

立
護

岸
 

所
 
 
管

 
国

土
交

通
省

 
（

水
管

理
・

国
土
保

全
局

）
 

設
計
高

潮
位

(
H
.
H
.
W
.
L
)
 

T
.
P
.
＋
 

2
.
2
5
 

ｍ
 

沖
波
波

高

（
H
0
）

 
4
.
8
 

ｍ
 

設
計
津

波
水

位
 

T
.
P
.
＋

 
1
.
2
～
1
.
9
 
ｍ

 

現
況
の

施
設

 
護

岸
、

離
岸

堤
 

 

エ
リ
ア

の
整

備
方
針

 

 ・
生
態

系
の

保
全
と

安
定

し
た

水
質

保
持

に
向

け
た

積
極
的

な
対

策
に

努
め

つ
つ

、
海

岸
づ

く
り

を
推
進

す
る

。
 

    
海 岸 の 目 標

 

 海
岸
の

防
護

 

 ・
越
波

防
止

を
進
め

る
。

 

 環
境
の

整
備

と
保

全
 

 ・
生
態

系
や

海
岸
景

観
の

保
全

に
努

め
る

と
と

も
に

、
海
岸

美
化

活
動

を
推

進
す

る
。

 

 公
衆
の

適
正

な
利

用
 

 ・
地
域

の
特

性
、
利

用
形

態
に

応
じ

た
整

備
を

推
進

す
る
。

 

  

整
備
の

必
要

性
 

・
高
潮

に
対

す
る
防

護
機

能
を

確
保

す
る

た
め

、
海

岸
保
全

施
設

の
嵩

上
げ

等
を

行
う

。
 

  

整
備
計

画
の

概
要

 

 ・
来
襲

波
の

低
減
に

よ
り

、
越

波
被

害
を

防
止

す
る

た
め
に

既
設

離
岸

堤
の

改
良

及
び

新
設

を
計

画
す
る

。
 

 ①
整
備

海
岸

延
長
 

：
3
2
0
ｍ

 
②

整
備

内
容
 

：
離
岸

堤
改

良
（
延

長
3
2
0
ｍ
）
、

離
岸
堤

新
設

（
延

長
6
5
ｍ

）
 

 
地

元
の

要
望

 

 ・
背
後

は
海

と
山
と

狭
隘

地
に

道
路

、
人

家
が

あ
り

、
海
岸

の
侵

食
や

越
波

に
よ

る
塩

害
は

、
日

常
生
活

に
直

結
し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
抜

本
的

な
対

策
が
望

ま
れ

て
い

る
。

 

 

期
待
さ

れ
る

効
果

 
 ・

防
災

機
能

の
向
上

 

 
海

岸
管

理
に

お
け
る

配
慮
事

項
 

・
侵
食

対
策

に
向
け

た
施

設
整

備
の

推
進

 
・

生
態

系
と

海
岸
景

観
の

保
全

 
・

住
民

参
加

に
よ
る

海
岸

美
化

活
動

の
推

進
 

・
海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
 

資-28 

イ
メ

ー
ジ

図
 

突
堤

 

養
浜

 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

離
岸

堤
（
新

設
）
 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設

 

突
堤

 

陸
閘

改
良

 
樋

門
改

良
 

離
岸

堤
 

（
改

良
） 



こ
の

地
図
は

、
国

土
地

理
院

の
数

値
地

図
2
0
0
0
0
0
及

び
数

値
地

図
2
5
0
0
0
(
平

成
2
7
年

時
点

)
に

整
備

計
画

内
容

を
追

記
し

た
も

の
で

あ
る

。

番
号
：
26
 

  

エ
リ
ア

名
 

西
淡
南

地
区

 
エ

リ
ア

特
性

 
環

境
利

用
調

整
エ
リ

ア
 

海
 
岸
 
名

 
西

淡
海

岸
 

区
 
 
域

 
南

あ
わ

じ
市

志
知
川

組
地

区
 

海
岸
タ

イ
プ

 
直

立
護

岸
 

所
 
 
管

 
国

土
交

通
省

 
（

水
管

理
・

国
土
保

全
局

）
 

設
計
高

潮
位

(
H
.
H
.
W
.
L
)
 

T
.
P
.
＋
 

2
.
2
5
 

ｍ
 

沖
波
波

高

（
H
0
）

 
4
.
8
 

ｍ
 

設
計
津

波
水

位
 

T
.
P
.
＋

 
1
.
2
～
1
.
9
 
ｍ

 

現
況
の

施
設

 
護

岸
、

突
堤

 

 

エ
リ
ア

の
整

備
方
針

 

 ・
生
態

系
の

保
全
と

安
定

し
た

水
質

保
持

に
向

け
た

積
極
的

な
対

策
に

努
め

つ
つ

、
海

岸
づ

く
り

を
推
進

す
る

。
 

    
海 岸 の 目 標

 

 海
岸
の

防
護

 

 ・
砂
浜

の
侵

食
防
止

及
び

越
波

防
止

を
進

め
る

。
 

 環
境
の

整
備

と
保

全
 

 ・
生
態

系
や

海
岸
景

観
の

保
全

に
努

め
る

と
と

も
に

、
海
岸

美
化

活
動

を
推

進
す

る
。

 

 公
衆
の

適
正

な
利

用
 

 ・
地
域

の
特

性
、
利

用
形

態
に

応
じ

た
整

備
を

推
進

す
る
。
 

 

  

整
備
の

必
要

性
 

・
海
岸

侵
食

を
防
止

す
る

た
め

、
適

切
な

対
策

を
行

う
。

 

  

整
備
計

画
の

概
要

 

 ・
来
襲

波
の

低
減
に

よ
り

、
砂

浜
の

侵
食

及
び

越
波

被
害
を

防
止

す
る

た
め

に
、

養
浜

及
び

養
浜

砂
流
出

防
止

の
た
め

の
突

堤
を

計
画

す
る

。
 

 ①
整
備

海
岸

延
長
 

：
5
0
0
ｍ

 
②

整
備

内
容
 

：
突
堤

（
2
基
）

、
養

浜
 

 
地

元
の

要
望

 

 ・
背
後

は
海

と
山
と

狭
隘

地
に

道
路

、
人

家
が

あ
り

、
海
岸

の
侵

食
や

越
波

に
よ

る
塩

害
は

、
日

常
生
活

に
直

結
し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
抜

本
的

な
対

策
が
望

ま
れ

て
い

る
。

 

 

期
待
さ

れ
る

効
果

 
 ・

防
災

機
能

の
向
上

 

 
海

岸
管

理
に

お
け
る

配
慮
事

項
 

・
侵
食

対
策

に
向
け

た
施

設
整

備
の

推
進

 
・

生
態

系
と

海
岸
景

観
の

保
全

 
・

住
民

参
加

に
よ
る

海
岸

美
化

活
動

の
推

進
 

・
海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
 

資-29 

離
岸

堤
 

（
改

良
） 

イ
メ

ー
ジ

図
 

突
堤

 

養
浜

突
堤

 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設

 

離
岸

堤
（
新

設
）
 

陸
閘

改
良

 
樋

門
改

良
 



こ
の

地
図
は

、
国

土
地

理
院

の
数

値
地

図
2
0
0
0
0
0
及

び
数

値
地

図
2
5
0
0
0
(
平

成
2
7
年

時
点

)
に

整
備

計
画

内
容

を
追

記
し

た
も

の
で

あ
る

。

番
号
：
27
 

  

エ
リ
ア

名
 

西
淡
南

地
区

 
エ

リ
ア

特
性

 
環

境
利

用
調

整
エ
リ

ア
 

海
 
岸
 
名

 
丸

山
漁

港
海

岸
 

区
 
 
域

 
南

あ
わ

じ
市

丸
山
地

区
 

海
岸
タ

イ
プ

 
直

立
護

岸
、

岩
礁

 
所

 
 
管

 
農

林
水

産
省

（
水
産

庁
）

 

設
計
高

潮
位

(
H
.
H
.
W
.
L
)
 

T
.
P
.
＋
 

2
.
2
5
 

ｍ
 

沖
波
波

高

（
H
0
）

 
4
.
4
 

ｍ
 

設
計
津

波
水

位
 

T
.
P
.
＋

 
1
.
2
～
1
.
9
 
ｍ

 

現
況
の

施
設

 
護

岸
、

胸
壁

、
離
岸

堤
、

樋
門

、
陸

閘
 

 

エ
リ
ア

の
整

備
方
針

 

 ・
生
態

系
の

保
全
と

安
定

し
た

水
質

保
持

に
向

け
た

積
極
的

な
対

策
に

努
め

つ
つ

、
海

岸
づ

く
り

を
推
進

す
る

。
 

    
海 岸 の 目 標

 

 海
岸
の

防
護

 

 ・
高
潮

及
び

津
波
に

よ
る

被
害

か
ら

背
後

地
を

防
護

し
、
海

岸
の

長
期

安
定

化
を

図
る

。
 

 環
境
の

整
備

と
保

全
 

 ・
生
態

系
の

保
全
に

努
め

る
と

と
も

に
、

海
岸

美
化

活
動
を

推
進

す
る

。
 

 公
衆
の

適
正

な
利

用
 

 ・
漁
港

内
で

行
わ
れ

て
い

る
交

流
施

設
整

備
と

連
携

し
つ
つ

、
漁

港
利

用
の

維
持

・
充

実
を

図
る

と
と
も

に
、

海
岸
利

用
者

へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
に

努
め

る
。

 

  

整
備
の

必
要

性
 

・
南
海

ト
ラ

フ
地
震

に
対

す
る

耐
津

波
対

策
を

行
う

。
 

  

整
備
計

画
の

概
要

 

 ・
高
潮

及
び

津
波
時

等
の

越
波

・
浸

水
被

害
か

ら
背

後
地
を

防
護

す
る

た
め

、
陸

閘
改

良
等

を
計

画
す
る

。
 

 ①
整
備

海
岸

延
長
 

：
－

 
②

整
備

内
容
 

：
陸
閘

改
良

(
9
基

)
、

樋
門

改
良
（

2
基
）

 

 

地
元
の

要
望

 
 ・

高
潮

及
び

津
波
時

の
浸

水
被

害
の

防
止

対
策

が
望

ま
れ
て

い
る

。
 

 
期

待
さ

れ
る

効
果

 

 ・
高
潮

及
び

津
波
に

対
す

る
防

護
機

能
の

向
上

 

 
海

岸
管

理
に

お
け
る

配
慮
事

項
 

・
生
態

系
の

保
全

 
・

住
民

参
加

に
よ
る

海
岸

美
化

活
動

の
推

進
 

・
漁
港

利
用

の
維
持

 
・

海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
 

資-30 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設

 

離
岸

堤
（
改

良
）
 

突
堤

 

養
浜

 

突
堤

 

陸
閘

改
良

 
樋

門
改

良
 

離
岸

堤
（
新

設
）
 



こ
の

地
図
は

、
国

土
地

理
院

の
数

値
地

図
2
0
0
0
0
0
及

び
数

値
地

図
2
5
0
0
0
(
平

成
2
7
年

時
点

)
に

整
備

計
画

内
容

を
追

記
し

た
も

の
で

あ
る

。

番
号
：
28
 

  

エ
リ
ア

名
 

西
淡
北

地
区

 
エ

リ
ア

特
性

 
環

境
保

全
重

視
エ
リ

ア
 

海
 
岸
 
名

 
湊

港
海

岸
 

区
 
 
域

 
南

あ
わ

じ
市

湊
地
区

 

海
岸
タ

イ
プ

 
直

立
護

岸
 

所
 
 
管

 
国

土
交

通
省

（
港
湾

局
）

 

設
計
高

潮
位

(
H
.
H
.
W
.
L
)
 

T
.
P
.
＋
 

2
.
2
5
 

ｍ
 

沖
波
波

高

（
H
0
）

 
4
.
1
 

ｍ
 

設
計
津

波
水

位
 

T
.
P
.
＋

 
1
.
2
～
1
.
9
 
ｍ

 

現
況
の

施
設

 
堤

防
、

護
岸

、
樋
門

、
陸

閘
、

排
水

機
場

 

 

エ
リ
ア

の
整

備
方
針

 

 ・
慶
野

松
原

の
自
然

景
観

と
生

態
系

、
砂

浜
等

の
積

極
的
な

保
全

に
努

め
つ

つ
、

海
岸

づ
く

り
を

推
進
す

る
。

 

    
海 岸 の 目 標

 

 海
岸
の

防
護

 

 ・
高
潮

時
の

浸
水
防

止
を

図
る

。
 

 環
境
の

整
備

と
保

全
 

 ・
生
態

系
の

保
全
に

努
め

る
と

と
も

に
、

海
岸

美
化

活
動
を

推
進

す
る

。
 

 公
衆
の

適
正

な
利

用
 

 ・
地
域

の
特

性
、
利

用
形

態
に

応
じ

た
整

備
を

推
進

す
る
。

 

  

整
備
の

必
要

性
 

・
老
朽

化
し

て
い
る

海
岸

保
全

施
設

の
改

修
を

行
う

。
 

  

整
備
計

画
の

概
要

 

 ・
排
水

機
場

を
整
備

す
る

こ
と

で
高

潮
時

の
背

後
低

地
の
防

護
を

行
い

安
全

性
の

向
上

を
図

る
。

 
 ①

整
備

海
岸

延
長
 

：
－

 
②

整
備

内
容
 

：
排
水

機
場

更
新

（
1
基

）
 

 
地

元
の

要
望

 

 ・
高
潮

時
の

浸
水
防

止
 

 
期

待
さ

れ
る

効
果

 

 ・
高
潮

に
よ

る
浸
水

に
対

す
る

防
護

機
能

の
向

上
 

 

海
岸
管

理
に

お
け
る

配
慮
事

項
 

・
住
民

参
加

に
よ
る

海
岸

美
化

活
動

の
推

進
 

・
海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
 

資-31 

排
水

機
場

 

潜
堤

（
人

工
リ
ー

フ
）
 

 
養

浜
 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

イ
メ

ー
ジ

図
 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設

 



こ
の

地
図
は

、
国

土
地

理
院

の
数

値
地

図
2
0
0
0
0
0
及

び
数

値
地

図
2
5
0
0
0
(
平

成
2
7
年

時
点

)
に

整
備

計
画

内
容

を
追

記
し

た
も

の
で

あ
る

。

番
号
：
29
 

  

エ
リ
ア

名
 

西
淡
北

地
区

 
エ

リ
ア

特
性

 
環

境
保

全
重

視
エ
リ

ア
 

海
 
岸
 
名

 
西

淡
海

岸
 

区
 
 
域

 
南

あ
わ

じ
市

松
帆
地

区
 

海
岸
タ

イ
プ

 
砂

浜
海

岸
 

所
 
 
管

 
農

林
水

産
省

（
農
振

局
）

 

設
計
高

潮
位

(
H
.
H
.
W
.
L
)
 

T
.
P
.
＋
 

2
.
2
5
 

ｍ
 

沖
波
波

高

（
H
0
）

 
4
.
1
 

ｍ
 

設
計
津

波
水

位
 

T
.
P
.
＋

 
1
.
2
～
1
.
9
 
ｍ

 

現
況
の

施
設

 
堤

防
、

潜
堤

（
人
工

リ
ー

フ
）

 

 

エ
リ
ア

の
整

備
方
針

 

 ・
慶
野

松
原

の
自
然

景
観

と
生

態
系

、
砂

浜
等

の
積

極
的
な

保
全

に
努

め
つ

つ
、

海
岸

づ
く

り
を

推
進
す

る
。

 

    
海 岸 の 目 標

 

 海
岸
の

防
護

 

 ・
砂
浜

海
岸

の
侵
食

及
び

背
後

地
へ

の
災

害
を

未
然

に
防
止

す
る

。
 

 環
境
の

整
備

と
保

全
 

 ・
貴
重

な
慶

野
松
原

の
豊

か
な

海
辺

の
生

態
系

や
白

砂
青
松

の
景

観
の

保
全

に
努

め
る

と
と

も
に
、

海
岸
美

化
活

動
を
推

進
す

る
。

 

 公
衆
の

適
正

な
利

用
 

 
 

・
す
ば

ら
し

い
白
砂

青
松

の
自

然
に

ふ
れ

る
こ

と
が

で
き
る

よ
う

、
水

上
バ

イ
ク

等
海

浜
利

用
の

マ
ナ
ー

啓
発

を
進
め

、
観

光
・

リ
ゾ

ー
ト

地
と

し
て

の
機
能

の
充

実
を

図
る

。
 

  

整
備
の

必
要

性
 

・
高
潮

に
対

す
る
防

護
機

能
を

確
保

す
る

た
め

、
海

岸
保
全

施
設

の
嵩

上
げ

等
を

行
う

。
 

・
海
岸

侵
食

を
防
止

す
る

た
め

、
適

切
な

対
策

を
行

う
。
 

  

整
備
計

画
の

概
要

 

・
砂

浜
の

侵
食

及
び

背
後

地
へ

の
越

波
被

害
を

防
止

す
る

と
と

も
に

、
海

水
浴

場
と

し
て

の
機

能
維

持
の

た
め

に
、

養
浜

と
景

観
や

生
態

系
に

も
配

慮
し

た
潜

堤
（

人
工

リ
ー

フ
）

を
計

画
し

、
砂

浜
を

面
的

に
保
全

す
る

。
 

①
整
備

海
岸

延
長
 

：
6
1
5
ｍ

 
②

整
備

内
容
 

：
潜
堤

（
人

工
リ
ー

フ
）

（
2
基
）

、
養
浜

 
※

留
意

事
項

 
整

備
の

実
施

に
当
た

っ
て

は
、

慶
野

浜
の

貴
重

な
海

浜
植
物

に
配

慮
す

る
。

 

 
地

元
の

要
望

 

 ・
松
林

と
砂

浜
の
積

極
的

な
保

全
と

、
海

水
浴

場
と

し
て
の

機
能

充
実

。
 

 

期
待
さ

れ
る

効
果

 
 ・

砂
浜

の
侵

食
防
止

と
防

護
機

能
の

向
上

 

 
海

岸
管

理
に

お
け
る

配
慮
事

項
 

・
慶
野

松
原

の
貴
重

な
生

態
系

と
自

然
景

観
の

保
全

 
・

住
民

参
加

に
よ
る

海
岸

美
化

活
動

の
推

進
 

・
観
光

・
リ

ゾ
ー
ト

地
と

し
て

の
機

能
充

実
 

・
海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
 

資-32 

養
浜

 

イ
メ

ー
ジ

図
 

潜
堤

（
人

工
リ
ー

フ
）
 

養
浜

 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設

 



こ
の

地
図
は

、
国

土
地

理
院

の
数

値
地

図
2
0
0
0
0
0
及

び
数

値
地

図
2
5
0
0
0
(
平

成
2
7
年

時
点

)
に

整
備

計
画

内
容

を
追

記
し

た
も

の
で

あ
る

。

番
号
：
30
 

  

エ
リ
ア

名
 

西
淡
北

地
区

 
エ

リ
ア

特
性

 
環

境
保

全
重

視
エ
リ

ア
 

海
 
岸
 
名

 
西

淡
海

岸
 

区
 
 
域

 
南

あ
わ

じ
市

慶
野
五

色
地

区
 

海
岸
タ

イ
プ

 
砂

浜
海

岸
 

所
 
 
管

 
国

土
交

通
省

 
（

水
管

理
・

国
土
保

全
局

）
 

設
計
高

潮
位

(
H
.
H
.
W
.
L
)
 

T
.
P
.
＋
 

2
.
2
5
 

ｍ
 

沖
波
波

高

（
H
0
）

 
4
.
1
 

ｍ
 

設
計
津

波
水

位
 

T
.
P
.
＋

 
1
.
2
～
1
.
9
 
ｍ

 

現
況
の

施
設

 
潜

堤
（

人
工

リ
ー
フ

）
 

 

エ
リ
ア

の
整

備
方
針

 

 ・
生
態

系
と

自
然
景

観
の

積
極

的
な

保
全

に
努

め
つ

つ
、
海

岸
づ

く
り

を
推

進
す

る
。

 

    
海 岸 の 目 標

 

 海
岸
の

防
護

 

 ・
砂
浜

の
侵

食
防
止

と
と

も
に

、
越

波
の

防
止

を
図

る
。

 

 環
境
の

整
備

と
保

全
 

 ・
貴
重

な
慶

野
松
原

の
生

態
系

や
松

林
が

名
勝

に
指

定
さ
れ

て
い

る
自

然
景

観
の

保
全

に
努

め
る

と
と
も

に
、

海
岸
美

化
活

動
を

推
進

す
る

。
 

 公
衆
の

適
正

な
利

用
 

 ・
海
水

浴
等

の
海
岸

利
用

な
ど

、
地

域
特

性
、

利
用

形
態
に

応
じ

た
整

備
を

推
進

す
る

。
 

  

整
備
の

必
要

性
 

・
高
潮

に
対

す
る
防

護
機

能
を

確
保

す
る

た
め

、
海

岸
保
全

施
設

の
嵩

上
げ

等
を

行
う

。
 

・
海
岸

侵
食

を
防
止

す
る

た
め

、
適

切
な

対
策

を
行

う
。
 

  

整
備
計

画
の

概
要

 

 ・
海
岸

侵
食

を
防
止

し
、

海
浜

の
安

定
化

を
図

る
た

め
潜
堤

（
人

工
リ

ー
フ

）
、

養
浜

を
計

画
す

る
。

 
 ①

整
備

海
岸

延
長
 

：
4
2
0
ｍ

 
②

整
備

内
容
 

：
潜
堤

（
人

工
リ
ー

フ
）

（
1
基
）

、
養
浜

 

 
地

元
の

要
望

 

 ・
慶
野

五
色

地
区
の

保
全

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
 

 
期

待
さ

れ
る

効
果

 

 ・
慶
野

五
色

浜
の
保

全
に

よ
る

海
岸

利
用

の
促

進
 

 海
岸
管

理
に

お
け
る

配
慮
事

項
 

・
慶
野

五
色

の
貴
重

な
生

態
系

と
自

然
景

観
の

保
全

 
・

住
民

参
加

に
よ
る

海
岸

美
化

活
動

の
推

進
 

・
海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
 

資-33 

排
水

機
場

 養
浜

 

イ
メ

ー
ジ

図
 

潜
堤

（
人

工
リ
ー

フ
）
 

養
浜

 

潜
堤

（
人

工
リ
ー

フ
）
 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設

 



こ
の

地
図
は

、
国

土
地

理
院

の
数

値
地

図
2
0
0
0
0
0
及

び
数

値
地

図
2
5
0
0
0
(
平

成
2
7
年

時
点

)
に

整
備

計
画

内
容

を
追

記
し

た
も

の
で

あ
る

。

番
号
：
31
 

  

エ
リ
ア

名
 

五
色
南

地
区

 
エ

リ
ア

特
性

 
環

境
保

全
重

視
エ
リ

ア
 

海
 
岸
 
名

 
五

色
海

岸
 

区
 
 
域

 
洲

本
市

鳥
飼

地
区

 

海
岸
タ

イ
プ

 
直

立
護

岸
 

所
 
 
管

 
国

土
交

通
省

 
（

水
管

理
・

国
土
保

全
局

）
 

設
計
高

潮
位

(
H
.
H
.
W
.
L
)
 

T
.
P
.
＋
 

2
.
2
5
 

ｍ
 

沖
波
波

高

（
H
0
）

 
4
.
1
 

ｍ
 

設
計
津

波
水

位
 

T
.
P
.
＋

 
1
.
2
～
1
.
9
 
ｍ

 

現
況
の

施
設

 
護

岸
、

突
堤

、
離
岸

堤
、

潜
堤

（
人

工
リ

ー
フ

）
、

陸
閘

 

 

エ
リ
ア

の
整

備
方
針

 

 ・
生
態

系
と

自
然
景

観
の

積
極

的
な

保
全

に
努

め
つ

つ
、
海

岸
づ

く
り

を
推

進
す

る
。

 

    
海 岸 の 目 標

 

 海
岸
の

防
護

 

 ・
砂
浜

の
侵

食
防
止

と
と

も
に

、
越

波
の

防
止

を
図

る
。

 

 環
境
の

整
備

と
保

全
 

 ・
貴
重

な
五

色
浜
の

生
態

系
や

自
然

景
観

の
保

全
に

努
め
る

と
と

も
に

、
海

岸
美

化
活

動
を

推
進

す
る
。

 

 公
衆
の

適
正

な
利

用
 

 ・
海
水

浴
等

の
海
岸

利
用

な
ど

、
地

域
の

特
性

、
利

用
形
態

に
応

じ
た

整
備

を
推

進
す

る
。

 

  

整
備
の

必
要

性
 

・
高
潮

に
対

す
る
防

護
機

能
を

確
保

す
る

た
め

、
海

岸
保
全

施
設

の
嵩

上
げ

等
を

行
う

。
 

・
海
岸

侵
食

を
防
止

す
る

た
め

、
適

切
な

対
策

を
行

う
。
 

  

整
備
計

画
の

概
要

 

 ・
海
岸

侵
食

防
止
及

び
漂

砂
に

よ
る

砂
の

移
動

を
制

限
し
、

海
浜

の
安

定
化

を
図

る
た

め
潜

堤
（

人
工

リ
ー

フ
）
、

養
浜

を
計

画
し

、
背

後
地

を
面

的
に
保

全
す

る
。

 
 ①

整
備

海
岸

延
長
 

：
1
,
0
7
0
ｍ

 
②

整
備

内
容
 

：
潜
堤

（
人

工
リ
ー

フ
）

（
3
基
）

、
養
浜

 

 
地

元
の

要
望

 

 ・
五
色

浜
の

保
全
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

 

 

期
待
さ

れ
る

効
果

 
 ・

五
色

浜
の

保
全
に

よ
る

海
岸

利
用

の
促

進
 

 
海

岸
管

理
に

お
け
る

配
慮
事

項
 

・
五
色

浜
の

貴
重
な

生
態

系
の

保
全

 
・

住
民

参
加

に
よ
る

海
岸

美
化

活
動

の
推

進
 

・
海
水

浴
等

の
海
浜

利
用

 
・

海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
 

資-34 

潜
堤

（
人

工
リ
ー

フ
）
 

養
浜

 

イ
メ

ー
ジ

図
 

潜
堤

 
（
人

工
リ
ー

フ
）
 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設

 



こ
の

地
図
は

、
国

土
地

理
院

の
数

値
地

図
2
0
0
0
0
0
及

び
数

値
地

図
2
5
0
0
0
(
平

成
2
7
年

時
点

)
に

整
備

計
画

内
容

を
追

記
し

た
も

の
で

あ
る

。

番
号
：
32
 

  

エ
リ
ア

名
 

五
色
南

地
区

 
エ

リ
ア

特
性

 
環

境
保

全
重

視
エ
リ

ア
 

海
 
岸
 
名

 
鳥

飼
漁

港
海

岸
 

区
 
 
域

 
洲

本
市

鳥
飼

地
区

 

海
岸
タ

イ
プ

 
玉

石
海

岸
、

直
立
護

岸
 

所
 
 
管

 
農

林
水

産
省

（
水
産

庁
）

 

設
計
高

潮
位

(
H
.
H
.
W
.
L
)
 

T
.
P
.
＋
 

2
.
2
5
 

ｍ
 

沖
波
波

高

（
H
0
）

 
3
.
8
 

ｍ
 

設
計
津

波
水

位
 

T
.
P
.
＋

 
1
.
2
～
1
.
9
 
ｍ

 

現
況
の

施
設

 
護

岸
、

突
堤

、
離
岸

堤
 

 

エ
リ
ア

の
整

備
方
針

 

 ・
生
態

系
と

自
然
景

観
の

積
極

的
な

保
全

に
努

め
つ

つ
、
海

岸
づ

く
り

を
推

進
す

る
。

 

    
海 岸 の 目 標

 

 海
岸
の

防
護

 
・

高
潮

に
よ

る
被
害

か
ら

背
後

地
を

防
護

し
、

海
岸

の
長
期

安
定

化
を

図
る

。
 

 環
境
の

整
備

と
保

全
 

・
新
五

色
浜

は
、
海

岸
線

が
玉

石
で

覆
わ

れ
て

い
る

数
少
な

い
浜

で
あ

る
。

そ
の

特
性

と
五

色
石

の
保
全

及
び

生
態
系

の
保

全
に

努
め

る
と

と
も

に
、

海
岸
美

化
活

動
を

推
進

す
る

。
 

 公
衆
の

適
正

な
利

用
 

・
新
五

色
浜

の
砂
浜

や
自

然
等

に
ふ

れ
る

こ
と

が
で

き
る
よ

う
、

自
然

環
境

と
の

整
合

を
図

り
つ

 
つ

一
体

的
な

利
用
を

進
め

る
。
ま
た
、
水
上
バ
イ
ク
等
の
海
浜
利
用
の
マ
ナ
ー
啓
発
等
も
進
め

る
。

 

  

整
備
の

必
要

性
 

・
高
潮

に
対

す
る
防

護
機

能
を

確
保

す
る

た
め

、
海

岸
保
全

施
設

の
嵩

上
げ

等
を

行
う

。
 

  

整
備
計

画
の

概
要

 

・
防
潮

ラ
イ

ン
の
確

保
の

た
め

胸
壁

を
計

画
す

る
。

 
 ①

整
備

海
岸

延
長
 

：
5
5
0
ｍ

 
②

整
備

内
容
 

：
胸
壁

等
（

延
長

5
5
0
ｍ
）

 

 
地

元
の

要
望

 

 ・
五
色

石
を

十
分
に

生
か

し
た

、
利

用
し

や
す

く
、

よ
り
自

然
な

海
岸

整
備

を
行

い
た

い
。

特
に

侵
食
等

の
被

害
が
無

い
箇

所
に

お
い

て
は

極
力

自
然

海
岸
の

ま
ま

で
維

持
保

存
し

た
い

。
 

 

期
待
さ

れ
る

効
果

 
 ・

高
潮

に
対

す
る
防

護
機

能
の

向
上

 

 
海

岸
管

理
に

お
け
る

配
慮
事

項
 

・
新
五

色
浜

の
生
態

系
の

保
全

 
・

住
民

参
加

に
よ
る

海
岸

美
化

活
動

の
推

進
 

・
海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
 

資-35 

胸
壁

等
 

護
岸

 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設

 

基
礎

工
 水

叩
工

 
堤 体 工

 

排
水

工
 

海
岸

保
全

施
設

 
漁

港
・
港

湾
等

の
施

設
 

イ
メ

ー
ジ

図
 



こ
の

地
図
は

、
国

土
地

理
院

の
数

値
地

図
2
0
0
0
0
0
及

び
数

値
地

図
2
5
0
0
0
(
平

成
2
7
年

時
点

)
に

整
備

計
画

内
容

を
追

記
し

た
も

の
で

あ
る

。

番
号
：
33
 

  

エ
リ
ア

名
 

五
色
北

地
区

 
エ

リ
ア

特
性

 
環

境
利

用
調

整
エ
リ

ア
 

海
 
岸
 
名

 
五

色
海

岸
 

区
 
 
域

 
洲

本
市

角
川

船
瀬
地

区
 

海
岸
タ

イ
プ

 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
護
岸

 
所

 
 
管

 
国

土
交

通
省

 
（

水
管

理
・

国
土
保

全
局

）
 

設
計
高

潮
位

(
H
.
H
.
W
.
L
)
 

T
.
P
.
＋
 

2
.
2
5
 

ｍ
 

沖
波
波

高

（
H
0
）

 
4
.
0
 

ｍ
 

設
計
津

波
水

位
 

T
.
P
.
＋

 
1
.
2
～
1
.
9
 
ｍ

 

現
況
の

施
設

 
護

岸
、

突
堤

、
離
岸

堤
 

 

エ
リ
ア

の
整

備
方
針

 

 ・
生
態

系
の

保
全
に

努
め

つ
つ

、
高

潮
対

策
を

推
進

す
る
と

と
も

に
、

海
洋

性
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
資
源

等
の

連
携
に

よ
る

海
岸

づ
く

り
を

推
進

す
る

。
 

    
海 岸 の 目 標

 

 海
岸
の

防
護

 
・

越
波

防
止

を
進
め

る
。
 

・
侵
食

対
策

を
進
め

る
。

 

 環
境
の

整
備

と
保

全
 

 ・
生
態

系
の

保
全
に

努
め

る
と

と
も

に
、

海
岸

美
化

活
動
を

推
進

す
る

。
 

 公
衆
の

適
正

な
利

用
 

 ・
地
域

の
特

性
、
利

用
形

態
に

応
じ

た
整

備
を

推
進

す
る
。

 

  

整
備
の

必
要

性
 

・
高
潮

に
対

す
る
防

護
機

能
を

確
保

す
る

た
め

、
海

岸
保
全

施
設

の
嵩

上
げ

等
を

行
う

。
 

・
海
岸

侵
食

を
防
止

す
る

た
め

、
適

切
な

対
策

を
行

う
。

 

  

整
備
計

画
の

概
要

 

 ・
越
波

被
害

を
防
止

す
る

た
め

、
離

岸
堤

及
び

護
岸

を
計
画

す
る

。
既

設
護

岸
と

併
せ

て
海

岸
全

体
の
面

的
防

護
を
図

る
。

 
 ①

整
備

海
岸

延
長
 

：
2
,
2
3
0
ｍ

 
②

整
備

内
容
 

：
護
岸

（
延

長
4
0
0
ｍ

）
、

離
岸
堤

（
延
長

2
,
2
3
0
ｍ

）
 

 
地

元
の

要
望

 

 ・
越
波

（
し

ぶ
き
）

対
策

の
推

進
 

 

期
待
さ

れ
る

効
果

 
 ・

防
護

機
能

の
向
上

（
越

波
に

よ
る

被
害

の
改

善
）

 

 
海

岸
管

理
に

お
け
る

配
慮
事

項
 

・
侵
食

対
策

に
向
け

た
施

設
整

備
の

推
進

 
・

生
態

系
の

保
全

 
・

住
民

参
加

に
よ
る

海
岸

美
化

活
動

の
推

進
 

・
海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
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止
水

工
 

根
固

工
 

波
返

工
 天

端
被

覆
工

 

排
水

工
 

護
岸

（
 断

面
図

）
 

イ
メ

ー
ジ

図
 

護
岸

 離
岸

堤
 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設

 



こ
の

地
図
は

、
国

土
地

理
院

の
数

値
地

図
2
0
0
0
0
0
及

び
数

値
地

図
2
5
0
0
0
(
平

成
2
7
年

時
点

)
に

整
備

計
画

内
容

を
追

記
し

た
も

の
で

あ
る

。

番
号
：
34
 

  

エ
リ
ア

名
 

五
色
北

地
区

 
エ

リ
ア

特
性

 
環

境
利

用
調

整
エ
リ

ア
 

海
 
岸
 
名

 
五

色
海

岸
 

区
 
 
域

 
洲

本
市

北
角

川
角
川

地
区

 

海
岸
タ

イ
プ

 
直

立
護

岸
 

所
 
 
管

 
国

土
交

通
省

 
（

水
管

理
・

国
土
保

全
局

）
 

設
計
高

潮
位

(
H
.
H
.
W
.
L
)
 

T
.
P
.
＋
 

2
.
2
5
 

ｍ
 

沖
波
波

高

（
H
0
）

 
4
.
0
 

ｍ
 

設
計
津

波
水

位
 

T
.
P
.
＋

 
1
.
2
～
1
.
9
 
ｍ

 

現
況
の

施
設

 
護

岸
、

突
堤

 

 

エ
リ
ア

の
整

備
方
針

 

 ・
生
態

系
の

保
全
に

努
め

つ
つ

、
高

潮
対

策
を

推
進

す
る
と

と
も

に
、

海
洋

性
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
資
源

等
の

連
携
に

よ
る

海
岸

づ
く

り
を

推
進

す
る

。
 

    
海 岸 の 目 標

 

 海
岸
の

防
護

 

 ・
飛
沫

や
越

波
を
防

止
し

、
背

後
地

へ
の

被
害

を
防

止
す
る

と
と

も
に

、
海

岸
の

長
期

安
定

化
を

図
る
。

 

 環
境
の

整
備

と
保

全
 

 ・
背
後

に
集

落
地
を

有
す

る
こ

と
か

ら
、

周
辺

環
境

と
の
調

和
に

よ
る

地
域

環
境

の
向

上
と

海
岸

美
化
活

動
を

推
進
す

る
。

 

 公
衆
の

適
正

な
利

用
 

 ・
海
岸

利
用

者
の
マ

ナ
ー

啓
発

に
努

め
る

。
 

  

整
備
の

必
要

性
 

・
高
潮

に
対

す
る
防

護
機

能
を

確
保

す
る

た
め

、
海

岸
保
全

施
設

の
嵩

上
げ

等
を

行
う

。
 

・
老
朽

化
し

て
い
る

海
岸

保
全

施
設

の
改

修
を

行
う

。
 

  

整
備
計

画
の

概
要

 

・
冬

季
波

浪
・

台
風

時
の

飛
沫

対
策

と
し

て
、

離
岸

堤
を

計
画

す
る

と
と

も
に

、
既

設
護

岸
の

前
面

に
消

波
堤

を
計

画
す

る
。

ま
た

、
防

潮
ラ

イ
ン

の
確

保
の

た
め

護
岸

、
胸

壁
等

を
計

画
し

、
海

岸
全

体
の

面
的
防

護
を

図
る

。
 

 ①
整
備

海
岸

延
長
 

：
3
1
9
ｍ

 
②

整
備

内
容
 

：
護
岸

(
延

長
4
5
ｍ
)
、
胸

壁
等

(
延

長
4
0
ｍ

)
、
離
岸

堤
（

2
基
）
 

消
波
堤

(
延

長
5
0
ｍ
)
 

 
地

元
の

要
望

 

 ・
冬
季

波
浪

時
に
、

飛
沫

の
被

害
に

対
す

る
要

望
が

強
い
。

 

 

期
待
さ

れ
る

効
果

 
 ・

高
潮

に
対

す
る
防

護
機

能
の

向
上

 

 
海

岸
管

理
に

お
け
る

配
慮
事

項
 

・
周
辺

景
観

と
の
調

和
 

・
住
民

参
加

に
よ
る

海
岸

美
化

活
動

の
推

進
 

・
漁
港

利
用

の
維
持

 
・

海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
 

資-37 

離
岸

堤
 

護
岸

、
胸

壁
等

 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設

 

消
波

堤
 

護
岸

 

止
水

工
 

消
波

堤
 

根
固

工
 

異
型

ブ
ロ

ッ
ク

 

波
返

工
 天

端
被

覆
工

 

排
水

工
 

護
岸

（
 断

面
図

）
 

イ
メ

ー
ジ

図
 

護
岸

 

離
岸

堤
 



こ
の

地
図
は

、
国

土
地

理
院

の
数

値
地

図
2
0
0
0
0
0
及

び
数

値
地

図
2
5
0
0
0
(
平

成
2
7
年

時
点

)
に

整
備

計
画

内
容

を
追

記
し

た
も

の
で

あ
る

。

番
号
：
35
 

  

 

エ
リ
ア

名
 

五
色
北

地
区

 
エ

リ
ア

特
性

 
環

境
利

用
調

整
エ
リ

ア
 

海
 
岸
 
名

 
五

色
海

岸
 

区
 
 
域

 
洲

本
市

北
角

川
都
志

地
区

 

海
岸
タ

イ
プ

 
礫

浜
海

岸
 

所
 
 
管

 
国

土
交

通
省

 
（

水
管

理
・

国
土
保

全
局

）
 

設
計
高

潮
位

(
H
.
H
.
W
.
L
)
 

T
.
P
.
＋
 

2
.
2
5
 

ｍ
 

沖
波
波

高

（
H
0
）

 
4
.
0
 

ｍ
 

設
計
津

波
水

位
 

T
.
P
.
＋

 
1
.
2
～
1
.
9
 
ｍ

 

現
況
の

施
設

 
護

岸
、

突
堤

、
離
岸

堤
 

 

エ
リ
ア

の
整

備
方
針

 

 ・
生
態

系
の

保
全
に

努
め

つ
つ

、
高

潮
対

策
を

推
進

す
る
と

と
も

に
、

海
洋

性
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
資
源

等
の

連
携
に

よ
る

海
岸

づ
く

り
を

推
進

す
る

。
 

    
海 岸 の 目 標

 

 海
岸
の

防
護

 

 ・
海
岸

侵
食

に
よ
る

被
害

か
ら

背
後

地
を

防
護

す
る

た
め
護

岸
を

整
備

し
、

長
期

安
定

を
図

る
。

 

 環
境
の

整
備

と
保

全
 

 ・
生
態

系
の

保
全
に

努
め

る
と

と
も

に
、

海
岸

美
化

活
動
を

推
進

す
る

。
 

 公
衆
の

適
正

な
利

用
 

 ・
地
域

の
特

性
、
利

用
形

態
に

応
じ

た
整

備
を

推
進

す
る
。

 

  

整
備
の

必
要

性
 

・
海
岸

侵
食

を
防
止

す
る

た
め

、
適

切
な

対
策

を
行

う
。
 

  

整
備
計

画
の

概
要

 

 ・
北
側

に
あ

る
海
水

浴
場

な
ど

の
海

浜
利

用
を

考
慮

し
、
護

岸
を

計
画

し
、

海
岸

全
体

の
面

的
防

護
を
図

る
。

 
 ①

整
備

海
岸

延
長
 

：
1
,
0
3
0
ｍ

 
②

整
備

内
容
 

：
護
岸

(
延

長
1
,
0
3
0
ｍ
）

 

 
地

元
の

要
望

 

 ・
侵
食

対
策

の
推
進

、
海

水
浴

場
の

整
備

等
の

海
岸

利
用
の

促
進

に
よ

る
地

域
の

活
性

化
 

 

期
待
さ

れ
る

効
果

 
・

防
災

機
能

の
向
上

及
び

周
辺

健
康

保
養

施
設

と
連

携
し
た

海
岸

利
用

の
促

進
に

よ
る

地
域

の
活

性
化

 

 
海

岸
管

理
に

お
け
る

配
慮
事

項
 

・
生
態

系
の

保
全

 
・

住
民

参
加

に
よ
る

海
岸

美
化

活
動

の
推

進
 

・
健
康

海
岸

と
し
て

の
機

能
確

保
 

・
海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

資-38 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設

 

離
岸

堤
 

護
岸

、
胸

壁
等

 

消
波

堤
 

離
岸

堤
 

護
岸

 

イ
メ

ー
ジ

図
 

被
覆

ブ
ロ

ッ
ク

 

基
礎

捨
石

 

L
.W

.L
 

H
.H

.L
.W

.L
 

裏
込

石
 



こ
の

地
図
は

、
国

土
地

理
院

の
数

値
地

図
2
0
0
0
0
0
及

び
数

値
地

図
2
5
0
0
0
(
平

成
2
7
年

時
点

)
に

整
備

計
画

内
容

を
追

記
し

た
も

の
で

あ
る

。

番
号
：
36
 

   

 
 

エ
リ
ア

名
 

五
色
北

地
区

 
エ

リ
ア

特
性

 
環

境
利

用
調

整
エ
リ

ア
 

海
 
岸
 
名
 

都
志
港

海
岸
 

区
 
 
域

 
洲

本
市

北
角

川
都
志

地
区

 

海
岸
タ

イ
プ

 
礫

浜
海

岸
 

所
 
 
管

 
国

土
交

通
省

 
（

水
管

理
・

国
土
保

全
局

）
 

設
計
高

潮
位

(
H
.
H
.
W
.
L
)
 

T
.
P
.
＋
 

2
.
2
5
 

ｍ
 

沖
波
波

高

（
H
0
）

 
3
.
7
 

ｍ
 

設
計
津

波
水

位
 

T
.
P
.
＋

 
1
.
2
～
1
.
9
 
ｍ

 

現
況
の

施
設

 
護

岸
 

 

エ
リ
ア

の
整

備
方
針

 

 ・
生
態

系
の

保
全
に

努
め

つ
つ

、
高

潮
対

策
を

推
進

す
る
と

と
も

に
、

海
洋

性
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
資
源

等
の

連
携
に

よ
る

海
岸

づ
く

り
を

推
進

す
る

。
 

    
海 岸 の 目 標

 

 海
岸
の

防
護

 

 
 

・
高
潮

に
よ

る
被
害

か
ら

背
後

地
を

防
護

し
、

海
岸

の
長
期

安
定

化
を

図
る

。
 

 環
境
の

整
備

と
保

全
 

 ・
生
態

系
の

保
全
に

努
め

る
と

と
も

に
、

海
岸

美
化

活
動
を

推
進

す
る

。
  

 公
衆
の

適
正

な
利

用
 

 ・
海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
に

努
め

る
。

 

  

整
備
の

必
要

性
 

・
高
潮

に
対

す
る
防

護
機

能
を

確
保

す
る

た
め

、
海

岸
保
全

施
設

の
嵩

上
げ

等
を

行
う

。
 

  

整
備
計

画
の

概
要

 

 ・
高
潮

か
ら

の
背
後

地
の

防
護

を
図

る
た

め
、

護
岸

の
嵩
上

げ
を

計
画

す
る

。
 

 ①
整
備

海
岸

延
長
 

：
1
0
0
ｍ

 
②

整
備

内
容
 

：
護
岸

(
延

長
1
0
0
ｍ

）
 

 
地

元
の

要
望

 

 
- 

 

期
待
さ

れ
る

効
果

 
・

護
岸

等
の

整
備
に

よ
る

防
護

機
能

の
向

上
 

 
海

岸
管

理
に

お
け
る

配
慮
事

項
 

・
生
態

系
の

保
全

 
・

住
民

参
加

に
よ
る

海
岸

美
化

活
動

の
推

進
 

・
海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

護
岸

 

資-39 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設

 

基
礎

工
 水

叩
工

 
堤 体 工

 

排
水

工
 

海
岸

保
全

施
設

 
漁

港
・
港

湾
等

の
施

設
 

イ
メ

ー
ジ

図
 



こ
の

地
図
は

、
国

土
地

理
院

の
数

値
地

図
2
0
0
0
0
0
及

び
数

値
地

図
2
5
0
0
0
(
平

成
2
7
年

時
点

)
に

整
備

計
画

内
容

を
追

記
し

た
も

の
で

あ
る

。

番
号
：
37
 

  

エ
リ
ア

名
 

一
宮
北

地
区

 
エ

リ
ア

特
性

 
環

境
利

用
調

整
エ
リ

ア
 

海
 
岸
 
名

 
一

宮
海

岸
 

区
 
 
域

 
淡

路
市

撫
地

区
 

海
岸
タ

イ
プ

 
緩

傾
斜

護
岸

 
所

 
 
管

 
国

土
交

通
省

 
（

水
管

理
・

国
土
保

全
局

）
 

設
計
高

潮
位

(
H
.
H
.
W
.
L
)
 

T
.
P
.
＋
 

2
.
2
5
 

ｍ
 

沖
波
波

高

（
H
0
）

 
3
.
7
 

ｍ
 

設
計
津

波
水

位
 

T
.
P
.
＋

 
1
.
2
～
1
.
9
 
ｍ

 

現
況
の

施
設

 
護

岸
、

突
堤

、
離
岸

堤
、

樋
門

、
陸

閘
 

 

エ
リ
ア

の
整

備
方
針

 

 
・

生
態

系
の

保
全
に

努
め

る
と

と
も

に
、

海
浜

利
用

の
向
上

に
向

け
た

海
岸

づ
く

り
を

推
進

す
る

。
 

    
海 岸 の 目 標

 

 海
岸
の

防
護

 

 ・
津
波

に
よ

る
被
害

か
ら

背
後

地
を

防
護

し
、

海
岸

の
長
期

安
定

化
を

図
る

。
 

 環
境
の

整
備

と
保

全
 

 ・
貴
重

な
生

態
系
や

海
岸

景
観

の
保

全
に

努
め

る
と

と
も
に

、
海

岸
美

化
活

動
を

推
進

す
る

。
 

 公
衆
の

適
正

な
利

用
 

 ・
海
岸

利
便

施
設
の

維
持

と
、

海
浜

利
用

の
マ

ナ
ー

啓
発
に

努
め

る
。

 

  

整
備
の

必
要

性
 

・
高
潮

に
対

す
る
防

護
機

能
を

確
保

す
る

た
め

、
海

岸
保
全

施
設

の
嵩

上
げ

等
を

行
う

。
 

・
老
朽

化
し

て
い
る

海
岸

保
全

施
設

の
改

修
を

行
う

。
 

  

整
備
計

画
の

概
要

 

 ・
老
朽

化
し

た
護
岸

及
び

離
岸

堤
を

改
修

し
、

安
全

性
の
向

上
を

図
る

。
 

 ①
整
備

海
岸

延
長
 

：
2
,
1
0
0
ｍ

 
②

整
備

内
容
 

：
護
岸

改
修

（
延
長

7
2
0
ｍ

）
、
離

岸
堤
（

延
長

2
2
0
ｍ
）

 

 
地

元
の

要
望

 

 ・
越
波

（
し

ぶ
き
）

対
策

の
推

進
 

 

期
待
さ

れ
る

効
果

 
 ・

防
護

機
能

の
向
上

（
越

波
に

よ
る

被
害

の
改

善
）

 

 
海

岸
管

理
に

お
け
る

配
慮
事

項
 

・
侵
食

対
策

に
向
け

た
施

設
整

備
の

推
進

 
・

貴
重

な
生

態
系
や

海
岸

景
観

の
保

全
 

・
住
民

参
加

に
よ
る

海
岸

美
化

活
動

の
推

進
 

・
海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
 

資-40 

護
岸

改
修

 

イ
メ

ー
ジ

図
 

水
門

、
排

水
機

場
 

胸
壁

等
 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

離
岸

堤
 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設

 

護
岸

改
修

 



こ
の

地
図
は

、
国

土
地

理
院

の
数

値
地

図
2
0
0
0
0
0
及

び
数

値
地

図
2
5
0
0
0
(
平

成
2
7
年

時
点

)
に

整
備

計
画

内
容

を
追

記
し

た
も

の
で

あ
る

。

番
号
：
38
 

  

エ
リ
ア

名
 

一
宮
北

地
区

 
エ

リ
ア

特
性

 
環

境
利

用
調

整
エ
リ

ア
 

海
 
岸
 
名

 
尾

崎
漁

港
海

岸
 

区
 
 
域

 
淡

路
市

尾
崎

地
区

 

海
岸
タ

イ
プ

 
砂

浜
海

岸
、

直
立
護

岸
 

所
 
 
管

 
農

林
水

産
省

（
水
産

庁
）

 

設
計
高

潮
位

(
H
.
H
.
W
.
L
)
 

T
.
P
.
＋
 

2
.
2
5
 

ｍ
 

沖
波
波

高

（
H
0
）

 
3
.
5
 

ｍ
 

設
計
津

波
水

位
 

T
.
P
.
＋

 
1
.
2
～
1
.
9
 
ｍ

 

現
況
の

施
設

 
護

岸
、

突
堤

、
離
岸

堤
、

潜
堤

（
人

工
リ

ー
フ

）
、

陸
閘

 

 

エ
リ
ア

の
整

備
方
針

 

 ・
生
態

系
の

保
全
に

努
め

る
と

と
も

に
、

海
浜

利
用

の
向
上

に
向

け
た

海
岸

づ
く

り
を

推
進

す
る

。
 

    
海 岸 の 目 標

 

 海
岸
の

防
護

 

 ・
高
潮

及
び

波
浪
に

よ
る

被
害

か
ら

背
後

地
を

防
護

し
、
海

岸
の

長
期

安
定

化
を

図
る

。
 

 環
境
の

整
備

と
保

全
 

 ・
貴
重

な
生

態
系
の

保
全

に
努

め
る

と
と

も
に

、
海

岸
美
化

活
動

を
推

進
す

る
。

 

 公
衆
の

適
正

な
利

用
 

 ・
地

区
の

砂
浜

や
自

然
に

ふ
れ

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

自
然

環
境

と
の

調
和

を
図

り
つ

つ
、

海
洋

性
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
空

間
と

し
て

の
一

体
的

利
用

を
進

め
る

と
と

も
に

、
海

岸
利

便
施

設
の

維
持

、
漁

港
利
用

の
維

持
及

び
海

浜
利

用
者

へ
の

マ
ナ
ー

啓
発

に
努

め
る

。
 

  

整
備
の

必
要

性
 

・
高
潮

に
対

す
る
防

護
機

能
を

確
保

す
る

た
め

、
海

岸
保
全

施
設

の
嵩

上
げ

等
を

行
う

。
 

  

整
備
計

画
の

概
要

 

・
高
潮

時
の

浸
水
被

害
等

か
ら

背
後

地
を

防
護

す
る

た
め
、

胸
壁

等
を

計
画

す
る

。
 

 ①
整
備

海
岸

延
長
 

：
3
5
6
ｍ

 
②

整
備

内
容
 

：
胸
壁

等
（

延
長

3
5
6
ｍ
）

、
水
門

（
1
基

）
 

 
地

元
の

要
望

 

 ・
海
岸

利
用

者
の
マ

ナ
ー

向
上

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
 

 

期
待
さ

れ
る

効
果

 
 ・

高
潮

に
対

す
る
防

護
機

能
の

向
上

 

 
海

岸
管

理
に

お
け
る

配
慮
事

項
 

・
貴
重

な
生

態
系
の

保
全

 
・

住
民

参
加

に
よ
る

海
岸

美
化

活
動

の
推

進
 

・
海
浜

や
漁

港
利
用

の
維

持
 

・
海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
 

資-41 

水
門

（
1
基

）
 

胸
壁

等
 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設

 

基
礎

工
 水

叩
工

 
堤 体 工

 

排
水

工
 

海
岸

保
全

施
設

 
漁

港
・
港

湾
等

の
施

設
 

イ
メ

ー
ジ

図
 



こ
の

地
図
は

、
国

土
地

理
院

の
数

値
地

図
2
0
0
0
0
0
及

び
数

値
地

図
2
5
0
0
0
(
平

成
2
7
年

時
点

)
に

整
備

計
画

内
容

を
追

記
し

た
も

の
で

あ
る

。

番
号
：
39
 

  

エ
リ
ア

名
 

北
淡
南

地
区

 
エ

リ
ア

特
性

 
環

境
利

用
調

整
エ
リ

ア
 

海
 
岸
 
名

 
浅

野
漁

港
海

岸
 

区
 
 
域

 
淡

路
市

斗
の

内
地
区

 

海
岸
タ

イ
プ

 
直

立
護

岸
 

所
 
 
管

 
農

林
水

産
省

（
水
産

庁
）

 

設
計
高

潮
位

(
H
.
H
.
W
.
L
)
 

T
.
P
.
＋
 

2
.
2
5
 

ｍ
 

沖
波
波

高

（
H
0
）

 
3
.
4
 

ｍ
 

設
計
津

波
水

位
 

T
.
P
.
＋

 
1
.
2
～
1
.
9
 
ｍ

 

現
況
の

施
設

 
な

し
 

 

エ
リ
ア

の
整

備
方
針

 

 
・

生
態

系
と

自
然
景

観
の

保
全

に
努

め
る

と
と

も
に

、
海
浜

利
用

の
向

上
に

向
け

た
海

岸
づ

く
り

を
推
進

す
る

。
 

    
海 岸 の 目 標

 

 海
岸
の

防
護

 

 ・
高
潮

及
び

波
浪
に

よ
る

被
害

か
ら

背
後

地
を

防
護

し
、
海

岸
の

長
期

安
定

化
を

図
る

。
 

 環
境
の

整
備

と
保

全
 

 ・
周
辺

環
境

と
の
調

和
に

努
め

る
と

と
も

に
、

海
岸

美
化
活

動
を

推
進

す
る

。
 

 公
衆
の

適
正

な
利

用
 

 ・
漁
港

利
用

の
維
持

に
努

め
る

と
と

も
に

、
海

岸
利

用
の
マ

ナ
ー

向
上

に
努

め
る

。
 

  

整
備
の

必
要

性
 

・
高
潮

に
対

す
る
防

護
機

能
を

確
保

す
る

た
め

、
海

岸
保
全

施
設

の
嵩

上
げ

等
を

行
う

。
 

  

整
備
計

画
の

概
要

 

 ・
防
潮

ラ
イ

ン
が
未

整
備

の
箇

所
が

あ
り

、
護

岸
高

を
確
保

す
る

こ
と

で
、

高
潮

に
よ

る
浸

水
被

害
か
ら

背
後

地
を
守

る
必

要
が

あ
る

。
 

 ①
整
備

海
岸

延
長
 

：
3
8
0
ｍ

 
②

整
備

内
容
 

：
胸
壁

等
(
延
長

3
8
0
ｍ

)
､
水
門

（
1
基
）

 

 
地

元
の

要
望

 

 ・
漁
業

活
動

に
配
慮

し
た

施
設

整
備

が
望

ま
れ

て
い

る
。

 

 

期
待
さ

れ
る

効
果

 
 ・

高
潮

に
対

す
る
防

護
機

能
の

向
上

 

 
海

岸
管

理
に

お
け
る

配
慮
事

項
 

・
周
辺

環
境

と
の
調

和
 

・
住
民

参
加

に
よ
る

海
岸

美
化

活
動

の
推

進
 

・
漁
港

利
用

の
維
持

 
・

海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
 

資-42 

水
門

 

離
岸

堤
 

胸
壁

等
 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設

 

基
礎

工
 水

叩
工

 
堤 体 工

 

排
水

工
 

海
岸

保
全

施
設

 
漁

港
・
港

湾
等

の
施

設
 

イ
メ

ー
ジ

図
 



こ
の

地
図
は

、
国

土
地

理
院

の
数

値
地

図
2
0
0
0
0
0
及

び
数

値
地

図
2
5
0
0
0
(
平

成
2
7
年

時
点

)
に

整
備

計
画

内
容

を
追

記
し

た
も

の
で

あ
る

。

番
号
：
40
 

  

エ
リ
ア

名
 

北
淡
南

地
区

 
エ

リ
ア

特
性

 
環

境
利

用
調

整
エ
リ

ア
 

海
 
岸
 
名

 
北

淡
海

岸
 

区
 
 
域

 
淡

路
市

浅
野

地
区

 

海
岸
タ

イ
プ

 
直

立
護

岸
 

所
 
 
管

 
国

土
交

通
省

 
（

水
管

理
・

国
土
保

全
局

）
 

設
計
高

潮
位

(
H
.
H
.
W
.
L
)
 

T
.
P
.
＋
 

2
.
2
5
 

ｍ
 

沖
波
波

高

（
H
0
）

 
3
.
5
 

ｍ
 

設
計
津

波
水

位
 

T
.
P
.
＋

 
1
.
2
～
1
.
9
 
ｍ

 

現
況
の

施
設

 
護

岸
、

突
堤

、
離
岸

堤
 

 

エ
リ
ア

の
整

備
方
針

 

 ・
生
態

系
と

自
然
景

観
の

保
全

に
努

め
る

と
と

も
に

、
海
浜

利
用

の
向

上
に

向
け

た
海

岸
づ

く
り

を
推
進

す
る

。
 

    
海 岸 の 目 標

 

 海
岸
の

防
護

 

 ・
越
波

の
防

止
を
図

る
。

 

 環
境
の

整
備

と
保

全
 

 ・
生
態

系
の

保
全
に

努
め

る
と

と
も

に
、

海
岸

美
化

活
動
を

推
進

す
る

。
 

 公
衆
の

適
正

な
利

用
 

 ・
地
域

の
特

性
、
利

用
形

態
に

応
じ

た
整

備
を

推
進

す
る
。

 

  

整
備
の

必
要

性
 

・
高
潮
に
対
す
る
防
護
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、
海
岸
保
全
施
設
の
嵩
上
げ
等
を
行
う
。
 

・
老
朽

化
し

て
い

る
海
岸

保
全

施
設

の
改

修
を

行
う

。
 

  

整
備
計

画
の

概
要

 

 ・
越
波

被
害

を
防
止

す
る

た
め

離
岸

堤
、

消
波

堤
を

計
画
し

、
既

設
護

岸
と

併
せ

て
海

岸
全

体
の

面
的
防

護
を

図
る
。

 
 ①

整
備

海
岸

延
長
 

：
7
2
0
m
 

②
整
備

内
容
 

：
離
岸

堤
（

2
基

）
、

消
波

堤
（
延

長
1
2
0
ｍ

）
、
護

岸
改

修
（

延
長

1
2
0
ｍ
)
 

 
地

元
の

要
望

 

 ・
越
波

（
し

ぶ
き
）

対
策

の
推

進
 

 
期

待
さ

れ
る

効
果

 

 ・
防
護

機
能

の
向
上

（
越

波
に

よ
る

被
害

の
改

善
）

 

 

海
岸
管

理
に

お
け
る

配
慮
事

項
 

・
生
態

系
の

保
全

 
・

住
民

参
加

に
よ
る

海
岸

美
化

活
動

の
推

進
 

・
海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
向

上
の

啓
発

活
動

 

資-43 

止
水

工
 

根
固

工
 

消
波

工
 

波
返

工
 天

端
被

覆
工

 
排

水
工

 

護
岸

（
断

面
図

）
 

イ
メ

ー
ジ

図
 

水
門

 

離
岸

堤
 

胸
壁

等
 

護
岸

 

消
波

堤
 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設

 

護
岸

改
修

 



こ
の

地
図
は

、
国

土
地

理
院

の
数

値
地

図
2
0
0
0
0
0
及

び
数

値
地

図
2
5
0
0
0
(
平

成
2
7
年

時
点

)
に

整
備

計
画

内
容

を
追

記
し

た
も

の
で

あ
る

。

番
号
：
41
 

  

エ
リ
ア

名
 

北
淡
南

地
区

 
エ

リ
ア

特
性

 
環

境
利

用
調

整
エ
リ

ア
 

海
 
岸
 
名

 
北

淡
海

岸
 

区
 
 
域

 
淡

路
市

富
島

地
区

 

海
岸
タ

イ
プ

 
直

立
護

岸
 

所
 
 
管

 
国

土
交

通
省

 
（

水
管

理
・

国
土
保

全
局

）
 

設
計
高

潮
位

(
H
.
H
.
W
.
L
)
 

T
.
P
.
＋
 

2
.
2
5
 

ｍ
 

沖
波
波

高

（
H
0
）

 
4
.
2
 

ｍ
 

設
計
津

波
水

位
 

T
.
P
.
＋

 
1
.
1
～
1
.
6
 
ｍ

 

現
況
の

施
設

 
護

岸
、

突
堤

 

 

エ
リ
ア

の
整

備
方
針

 

 ・
生
態

系
と

自
然
景

観
の

保
全

に
努

め
る

と
と

も
に

、
海
浜

利
用

の
向

上
に

向
け

た
海

岸
づ

く
り

を
推
進

す
る

。
 

    
海 岸 の 目 標

 

 海
岸
の

防
護

 

 ・
侵
食

防
止

と
と
も

に
、

越
波

の
防

止
を

図
る

。
 

 環
境
の

整
備

と
保

全
 

 ・
生
態

系
の

保
全
に

努
め

る
と

と
も

に
、

海
岸

美
化

活
動
を

推
進

す
る

。
 

 公
衆
の

適
正

な
利

用
 

 ・
地
域

の
特

性
、
利

用
形

態
に

応
じ

た
整

備
を

推
進

す
る
。

 

  

整
備
の

必
要

性
 

・
高
潮
に
対
す
る
防
護
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、
海
岸
保
全
施
設
の
嵩
上
げ
等
を
行
う
。
 

・
海
岸
侵
食
を
防
止
す
る
た
め
、
適
切
な
対
策
を
行
う
。
 

  

整
備
計

画
の

概
要

 

 ・
海
岸

侵
食

及
び
越

波
被

害
を

防
止

す
る

た
め

護
岸

を
計
画

し
、

海
岸

全
体

の
面

的
防

護
を

図
る

。
 

 ①
整
備

海
岸

延
長
 

：
6
5
0
ｍ

 
②

整
備

内
容
 

：
護
岸

（
延

長
6
5
0
ｍ

）
 

 
地

元
の

要
望

 

 ・
越
波

（
し

ぶ
き
）

対
策

の
推

進
 

 
期

待
さ

れ
る

効
果

 

 ・
防
護

機
能

の
向
上

（
越

波
に

よ
る

被
害

の
改

善
）

 

 

海
岸
管

理
に

お
け
る

配
慮
事

項
 

・
生
態

系
の

保
全

 
・

住
民

参
加

に
よ
る

海
岸

美
化

活
動

の
推

進
 

・
海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
 

資-44 

止
水

工
 

根
固

工
 

波
返

工
 天

端
被

覆
工

 
排

水
工

 

護
岸

（
断

面
図

）
 

イ
メ

ー
ジ

図
 

護
岸

 

消
波

堤
 

排
水

機
場

 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設

 



こ
の

地
図
は

、
国

土
地

理
院

の
数

値
地

図
2
0
0
0
0
0
及

び
数

値
地

図
2
5
0
0
0
(
平

成
2
7
年

時
点

)
に

整
備

計
画

内
容

を
追

記
し

た
も

の
で

あ
る

。

番
号
：
42
 

  

エ
リ
ア

名
 

北
淡
南

地
区

 
エ

リ
ア

特
性

 
環

境
利

用
調

整
エ
リ

ア
 

海
 
岸
 
名

 
富

島
漁

港
海

岸
 

区
 
 
域

 
淡

路
市

富
島

地
区

 

海
岸
タ

イ
プ

 
礫

浜
、

直
立

護
岸

 
所

 
 
管

 
農

林
水

産
省

（
水
産

庁
）

 

設
計
高

潮
位

(
H
.
H
.
W
.
L
)
 

T
.
P
.
＋
 

2
.
2
5
 

ｍ
 

沖
波
波

高

（
H
0
）

 
3
.
3
 

ｍ
 

設
計
津

波
水

位
 

T
.
P
.
＋

 
1
.
1
～
1
.
6
 
ｍ

 

現
況
の

施
設

 
護

岸
、

胸
壁

、
水
門

、
陸

閘
 

 

エ
リ
ア

の
整

備
方
針

 

 ・
生
態

系
と

自
然
景

観
の

保
全

に
努

め
る

と
と

も
に

、
海
浜

利
用

の
向

上
に

向
け

た
海

岸
づ

く
り

を
推
進

す
る

。
 

    
海 岸 の 目 標

 

 海
岸
の

防
護

 

 ・
高
潮

及
び

波
浪
に

よ
る

被
害

か
ら

背
後

地
防

護
し

、
背
後

地
の

生
活

機
能

の
維

持
に

努
め

る
。

 

 環
境
の

整
備

と
保

全
 

 ・
周
辺

環
境

と
の
調

和
に

努
め

る
と

と
も

に
、

海
岸

美
化
活

動
を

推
進

す
る

。
 

 公
衆
の

適
正

な
利

用
 

 ・
漁
港

利
用

の
維
持

・
向

上
を

図
る

と
と

も
に

、
海

岸
利
用

者
へ

の
マ

ナ
ー

啓
発

に
努

め
る

。
 

  

整
備
の

必
要

性
 

・
高
潮

に
対

す
る
防

護
機

能
を

確
保

す
る

た
め

、
海

岸
保
全

施
設

の
嵩

上
げ

等
を

行
う

。
 

  

整
備
計

画
の

概
要

 

・
高
潮

時
の

浸
水
被

害
か

ら
背

後
地

を
防

護
す

る
た

め
、
排

水
機

場
を

計
画

す
る

。
 

 ①
整
備

海
岸

延
長
 

：
 

②
整
備

内
容
 

：
排
水

機
場

（
1
基
）

 

 
地

元
の

要
望

 

 ・
高
潮

に
よ

る
浸
水

被
害

の
防

止
対

策
 

 

期
待
さ

れ
る

効
果

 
 ・

高
潮

に
対

す
る
防

護
機

能
の

向
上

 

 
海

岸
管

理
に

お
け
る

配
慮
事

項
 

・
周
辺

景
観

と
の
調

和
 

・
住
民

参
加

に
よ
る

海
岸

美
化

活
動

の
推

進
 

・
漁
港

利
用

の
維
持

 
・

海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
 

資-45 

排
水

機
場

 

消
波

堤
 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設

 

護
岸

 



こ
の

地
図
は

、
国

土
地

理
院

の
数

値
地

図
2
0
0
0
0
0
及

び
数

値
地

図
2
5
0
0
0
(
平

成
2
7
年

時
点

)
に

整
備

計
画

内
容

を
追

記
し

た
も

の
で

あ
る

。

番
号
：
43
 

  

エ
リ
ア

名
 

北
淡
南

地
区

 
エ

リ
ア

特
性

 
環

境
利

用
調

整
エ
リ

ア
 

海
 
岸
 
名

 
野

島
漁

港
海

岸
 

区
 
 
域

 
淡

路
市

野
島

地
区

 

海
岸
タ

イ
プ

 
砂

浜
海

岸
、

直
立
護

岸
 

所
 
 
管

 
農

林
水

産
省

（
水
産

庁
）

 

設
計
高

潮
位

(
H
.
H
.
W
.
L
)
 

T
.
P
.
＋
 

2
.
2
5
 

ｍ
 

沖
波
波

高

（
H
0
）

 
3
.
3
 

ｍ
 

設
計
津

波
水

位
 

T
.
P
.
＋

 
1
.
1
～
1
.
6
 
ｍ

 

現
況
の

施
設

 
護

岸
、

突
堤

、
離
岸

堤
、

陸
閘

 

 

エ
リ
ア

の
整

備
方
針

 

 ・
生
態

系
と

自
然
景

観
の

保
全

に
努

め
る

と
と

も
に

、
海
浜

利
用

の
向

上
に

向
け

た
海

岸
づ

く
り

を
推
進

す
る

。
 

    
海 岸 の 目 標
 

 海
岸
の

防
護

 

 ・
高
潮

及
び

波
浪
に

よ
る

被
害

か
ら

背
後

地
を

防
護

し
、
海

岸
の

長
期

安
定

化
を

図
る

。
 

 環
境
の

整
備

と
保

全
 

 ・
貴
重

な
生

態
系
の

保
全

及
び

周
辺

環
境

と
の

調
和

に
努
め

る
と

と
も

に
、

海
岸

美
化

活
動

を
推

進
す
る

。
 

 公
衆
の

適
正

な
利

用
 

 ・
砂
浜

や
自

然
等
に

ふ
れ

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

自
然
環

境
と

の
整

合
を

図
り

つ
つ

一
体

的
な

利
用
を

進
め

る
と
と

も
に

、
海

岸
利

用
の

マ
ナ

ー
向

上
に
努

め
る

。
 

  

整
備
の

必
要

性
 

・
高
潮

に
対

す
る
防

護
機

能
を

確
保

す
る

た
め

、
海

岸
保
全

施
設

の
嵩

上
げ

等
を

行
う

。
 

  

整
備
計

画
の

概
要

 

 ・
高
潮

時
の

浸
水
被

害
か

ら
背

後
地

を
防

護
す

る
た

め
、
防

護
ラ

イ
ン

の
未

整
備

区
間

に
つ

い
て

胸
壁
等

を
計

画
す
る

。
 

 ①
整
備

海
岸

延
長
 

：
9
0
ｍ

 
②

整
備

内
容
 

：
胸
壁

等
（

延
長

9
0
ｍ
）

 

 
地

元
の

要
望

 

 ・
漁
業

活
動

等
に
配

慮
し

た
施

設
整

備
 

期
待
さ

れ
る

効
果

 
・

高
潮

に
対

す
る
防

護
機

能
の

向
上

 

 
海

岸
管

理
に

お
け
る

配
慮
事

項
 

・
周
辺

景
観

と
の
調

和
 

・
住
民

参
加

に
よ
る

海
岸

美
化

活
動

の
推

進
 

・
漁
港

利
用

の
維
持

 
・

砂
浜

等
の

利
用

 
・

海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
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胸
壁

等
 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設

 

基
礎

工
 水

叩
工

 
堤 体 工

 

排
水

工
 

海
岸

保
全

施
設

 
漁

港
・
港

湾
等

の
施

設
 

イ
メ

ー
ジ

図
 



こ
の

地
図
は

、
国

土
地

理
院

の
数

値
地

図
2
0
0
0
0
0
及

び
数

値
地

図
2
5
0
0
0
(
平

成
2
7
年

時
点

)
に

整
備

計
画

内
容

を
追

記
し

た
も

の
で

あ
る

。

番
号
：
44
 

  

エ
リ
ア

名
 

北
淡
北

地
区

 
エ

リ
ア

特
性

 
環

境
利

用
調

整
エ
リ

ア
 

海
 
岸
 
名

 
北

淡
海

岸
 

区
 
 
域

 
淡

路
市

平
林

地
区

 

海
岸
タ

イ
プ

 
直

立
護

岸
 

所
 
 
管

 
国

土
交

通
省

 
（

水
管

理
・

国
土
保

全
局

）
 

設
計
高

潮
位

(
H
.
H
.
W
.
L
)
 

T
.
P
.
＋
 

2
.
2
5
 

ｍ
 

沖
波
波

高

（
H
0
）

 
3
.
5
 

ｍ
 

設
計
津

波
水

位
 

T
.
P
.
＋

 
1
.
1
～
1
.
6
 
ｍ

 

現
況
の

施
設

 
護

岸
、

消
波

工
 

 

エ
リ
ア

の
整

備
方
針

 

 ・
生
態

系
と

自
然
景

観
の

保
全

に
努

め
つ

つ
、

海
浜

利
用
の

向
上

に
向

け
た

海
岸

づ
く

り
を

推
進

す
る
。

 

    
海 岸 の 目 標

 

 海
岸
の

防
護

 

 ・
越
波

の
防

止
を
図

る
。

 

 環
境
の

整
備

と
保

全
 

 ・
生
態

系
の

保
全
に

努
め

る
と

と
も

に
、

海
岸

美
化

活
動
を

推
進

す
る

。
 

 公
衆
の

適
正

な
利

用
 

 ・
地
域

の
特

性
、
利

用
形

態
に

応
じ

た
整

備
を

推
進

す
る
。

 

  

整
備
の

必
要

性
 

・
高
潮
に
対
す
る
防
護
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、
海
岸
保
全
施
設
の
嵩
上
げ
等
を
行
う
。
 

・
老
朽

化
し

て
い

る
海
岸

保
全

施
設

の
改

修
を

行
う

。
 

  

整
備
計

画
の

概
要

 

 ・
越
波

防
止

の
た
め

護
岸

及
び

消
波

工
を

計
画

し
、

海
岸
全

体
の

面
的

防
護

を
図

る
。

 
 ①

整
備

海
岸

延
長
 

：
2
0
0
ｍ

 
②

整
備

内
容
 

：
護
岸

改
修

（
延
長

2
0
0
ｍ

）
、
消

波
工
（

延
長

2
0
0
ｍ
）

 

 
地

元
の

要
望

 

 ・
越
波

（
し

ぶ
き
）

対
策

の
推

進
 

 
期

待
さ

れ
る

効
果

 

 ・
防
護

機
能

の
向
上

（
越

波
に

よ
る

被
害

の
改

善
）

 

 

海
岸
管

理
に

お
け
る

配
慮
事

項
 

・
生
態

系
の

保
全

 
・

住
民

参
加

に
よ
る

海
岸

美
化

活
動

の
推

進
 

・
海
岸

利
用

者
へ
の

マ
ナ

ー
啓

発
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止
水

工
 

根
固

工
 

消
波

工
 

波
返

工
 天

端
被

覆
工

 
排

水
工

 

護
岸

（
断

面
図

）
 

イ
メ

ー
ジ

図
 

消
波

工
 

護
岸

改
修

 

平
 面

 図
 

写
 

真
 

：
受
益

地
域

 

：
計
画

 

：
既
設
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４．海岸保全施設の機能と種類 

海岸保全施設は機能面からみると、下表のように分類される。本表では海岸保全施設を

漂砂制御施設、波浪・高潮対策施設、津波対策施設、飛砂・飛沫対策施設、海岸環境創造

施設、河口処理施設、附帯設備の７つに分類し、それぞれの主な機能と構造物などによる

具体的な対策例を示す。 

 
機能から見た海岸保全施設の分類 

施設の名称 主   な   機  能 主な構造物の例 

漂砂制御施設 波や流れを制御することにより， 漂砂量を制御し，海

岸線の侵食や，土砂の過度堆積を防止するもの 

離岸堤，潜堤や人工リーフ， 消波堤，突堤，ヘッドラン

ド，養浜工（サンドバイパス，サンドリサイクルなどを含

む），護岸（緩傾斜護岸，崖侵食防止のための法面被

覆工を含む)，地下水位低下工 

法，これらの複合防護工法 

波浪・高潮対策施設 台風や低気圧の来襲時における水位上昇と高波の

越波による浸水から背後地を守るもの 

堤防， 護岸および胸壁，消波施設（離岸堤， 人工リー

フ，消波堤，養浜工など） との複合施設， 高潮防波

堤，防潮水門 

津波対策施設 津波の遡上を未然に防ぎ背後地を浸水から守るもの 堤防，胸壁および護岸，津波防波堤，防潮水門 

飛砂・飛沫対策施設 飛砂や飛沫の発生や背後陸域への侵入を防 

止するための施設 

堆砂垣，防風柵，ウインド・スクリーン，静砂垣，  

被覆工，植栽，植林 

海岸環境創造施設 海岸を保全し， さらに優れた海岸環境を積極的

に創造するために，海岸利用， 生態系の保全， 

水質浄化，エネルギー利用などの観点で特別

に配慮した施設 

人工海浜，親水護岸，擬岩を用いた崖侵食防止工，人

工干潟，藻場の造成，生態系に配慮した構造物，曝気

機能付き護岸，波力発電施設など 

河口処理施設 洪水や高潮に対して， 河川の流下能力と治水 

安全性を確保するための施設 

導流堤，暗渠， 河口水門， 人工開削， 堤防の嵩 

上げ工，離岸堤，人工リーフ 

附帯設備 堤防や護岸などとともに設置するもので，周辺の土地

や水面の利用上から必要となる施設 

水門および樋門，排水機場，陸こう，潮遊び，昇降路

および階段工， えい船道および船揚場， 管 

理用通路および避難路 

出典：「2000 年版 海岸保全施設設計便覧，（社）土木学会」 

 

 
主な海岸保全施設の機能及び概念図を以下に整理する。 



主な海岸保全施設の機能及び概念図（１） 
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海岸保全施設

堤防 

主な機能 

・堤防は、盛土やコンクリートなどで現地

盤を嵩上げし、高潮、津波による海水の

侵入を防止し、波浪による越波を減少さ

せると共に、陸域が侵 

概念図 
 

 
波返工 

天端被覆工 

裏のり被覆工 

食されるのを防止する施設である。 表のり被覆工 堤体

根固工 

 

排水工 

基礎工

止水工 

根留工 

 

 
 

護岸 ・護岸は、現地盤を被覆し、高潮、津

波による海水の侵入を防止し、波浪

による越波を減少させると共に、陸域

が侵食されるのを防止する施設であ

る。 

 

 

 

護岸（断面図） 

 

 

 
根固工 

 

 
 

波返工 
天端被覆工 

   排水工 

 

 

止水工 

 

 

緩傾斜護岸 ・護岸の表のり勾配を緩くすることにより、

波の打ち上げ高の軽減等の海岸保全機

能の向上が期待できるとともに、海浜へ

のアクセス性の向上が期待できる。 

 

 

 

 

 

異型コンクリートブロック 
 

  H.H.W.L  

  L.W.L  

 

基礎捨石 

 

 

 

胸壁 ・胸壁は陸域に設けられ、高潮や津

波による背後地への海水の侵入防止

を目的とした施設である。地域によっ

ては防潮堤とも呼ばれている。 

 

 
 

漁港・港湾等の施設 海岸保全施設 

 

 
排水工 

堤 水叩工
体 
工 

 

基礎工 



主な海岸保全施設の機能及び概念図（２） 
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海岸保全施設 主な機能 概念図 

突堤 ・突堤は、陸上から沖方向に細長く突出

した形の構造物であり、通常は複数の突

堤を適当な間隔で配置した突堤群とし

て機能させる場合が多い。 

 
 

堤防・護岸 

 

 

 

突 突 

堤 堤 

ヘッドランド ・ヘッドランド工法は、大規模な離岸堤や

突堤等の海岸構造物によって静的ある

いは動的に安定な海浜を形成する工法

及びヘッド部付突堤等の人工岬によっ

てポケットビーチ的に安定な海浜を形成

する工法である。 

・ヘッドランド工法は、沿岸漂砂の卓越す

る海岸における侵食対策施設あるいは

養浜工の補助施設として用いられること

が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

汀  線 

離岸堤 ・離岸堤は、汀線から離れた沖側に汀線

にほぼ平行に配置される構造物であり、

消波または波高減衰やその背後に砂を

貯え侵食防止、海浜の造成を図ることを

目的とするものである。 

・離岸堤の形式は突堤とほぼ同様である

が、一般に異型ブロックを用いた構造が

多く採用されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 
離岸堤 

潜堤 

（人工リーフ） 

・通常の潜堤は天端幅が狭いのに対し、

天端水深を浅くし、反射と強制砕波によ

って波浪減衰を得る。人工リーフは天端

水深を深くし反射を抑える一方、天端幅

を広くして、浅瀬を広くとることにより、砕

波後の波の進行に伴う波浪減衰を効果

的に得るものである。 

・人工リーフは、自然の珊瑚礁が持つ波

浪減衰効果を模した構造物であり、その

構造から天端幅がかなり広い潜堤と位置

付けられる。 

 

 

 

 

 

潜堤 



主な海岸保全施設の機能及び概念図（３） 
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護岸（断面図）

 

海岸保全施設 主な機能 概念図 

消波堤 ・消波堤とは、汀線付近に設置する消波

施設であり、波力を弱めることにより海崖

や砂浜の侵食を防止する施設である。 

 

 

 

 

 
異型ブロック 

 

 
消波堤 

消波工 ・消波工は、海岸堤防・護岸の付帯工と

して設置され、これらに対する越波や波

圧の低減を主目的とし、砂浜の現状維

持を目的としていない。 

 

 

波返工 

天端被覆工 

消波工 
排水工 

 
根固工 

 

 
 

止水工 

養浜工 ・養浜工の目的は、侵食された海岸に人

工的に砂を供給し、海浜の安定化を図

ることにより海岸侵食や波浪の打ち上

げ・越波の軽減を目的とした 

｢海岸保全｣を主体としたものと、海水浴

場等レクリエーションの場の造成を目的

とした｢海浜利用｣を主体としたものに大

別できる。 

・人工構造物により遮断され、その移動

を阻止されて構造物の上手側に堆積し

た土砂を下手側海岸に人工的に移動さ

せるサンドバイパス工法、あるいは土砂

の漂砂の上手側から下手側に補給する

のみでなく、最も下手側の部分から沿岸

漂砂の上手側へと運搬・投入するサンド

リサイクル工法は養浜工の一種である。 

 

 

養 浜 

 

 

 

 

入射波 

サンドバイパス（人工的土砂移動） 

 
沿岸漂砂 沿岸漂砂 

 

 

 

 

 

 
卓越波 

 

堆
土砂回収 積 

 

流出土砂量の減少

侵 食 土 

砂 
投 土砂投入
入 



主な海岸保全施設の機能及び概念図（４） 
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水 門

海岸保全施設

高潮防波堤 

 

 

 

 

 

 

 
 

津波防波堤 

主な機能 

・高潮防波堤は湾口部において、高潮

のピーク偏差の低減効果と波浪の遮蔽

効果を有する施設で、高潮防波堤の内

側の水域においては、海岸堤防や埋め

立て地の天端高を下げることができ、港

湾としての機能を高めるとともに、将来の

埋め立て費用等を軽減する機能を有す

る。 

・外郭施設としての防波堤のうち、港湾

機能を維持するために津波発災直後か

ら波浪に対して一定の港内静穏度を確

保する必要がある防波堤や、津波を低

減する効果を期待する防波堤を津波防

波堤と呼んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
L.W.L 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H.W.L 

概念図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
雑石 

 

 

水門・樋門 ・高潮や津波から背後地を防護する

ために河川、放水路、運河などを横

切って設けられ る 防災施設であ る。

一般に通水断面が 3 ｍ以上で、その

上が 解放されているものを水門、堤

防を横断して埋設されているもの を

樋門と呼んでいる。 

 
水門の例 

 正面図  側面図 

 

 

 
連絡橋 

 
海側 川側 

 
 

 
排水機場 

 

 
・高潮時等に水門等の門扉が閉鎖され

た後、降雨等により流入してくる河川水

や都市排水及び農業排水を強制的に排

除することを目的とした施設である。 

 

 

 

 

 

ポンプ設備

機場本体 

 
スクリーン 

 

 

 
機場上屋 

カーテンウォール 

取り外し戸当り 

 

 

 

 

 
吐出水槽 

 

 

 

陸閘 ・陸閘とは堤防、胸壁の前面の漁港、

港湾、海浜等を利用するために、車

両、人の通行が 可能なように 設けた

門扉である。 

 

 

 

 
門扉 

 

堤防・胸壁 
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５．整備内容の選定方針 

淡路沿岸は、台風等による高潮被害や高波浪から海岸を長期的に防護するとともに、優

れた自然景観や生態系の保全にも十分配慮する必要がある。よって、海岸整備の基本パタ

ーンは面的防護方式を基本とするが、立地条件などの制約がある場合や環境保全の面から

有利と判断される場合については、線的防護方式を採用するものとする。 

面的防護の代表的なパターンとしては、以下に示すような整備パターンがあるが、貴重

な砂浜の保全・回復による面的な整備を基本に、整備対象海岸の要請事項や制約条件など

に照らしあわせて各種施設の選定を行う。淡路特有の多様な自然環境と風景の保全を図る

ためにも、整備箇所や周辺地域の特性を踏まえつつ、地域特有の風景になじむような整備

パターンを個々に検討のうえ採用していくものとする。 

 
面的防護方式の代表的な整備パターン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「面的防護方式の整備例」(H6.11 水産庁漁港部防災海岸課) 

また、線的防護方式については、以下に示すような整備パターンがあり、これらを基に 

整備対象海岸の要請事項や制約条件等に照らしあわせて選定を行う。 

 
 

線的防護方式の代表的な整備パターン 

区 分 概 要 

護岸・堤防 各種災害から海岸を防護する施設で、護岸は現地盤や埋立地盤を被覆する施設であ

り、堤防は現地盤を盛土やコンクリート打設等により増高させる施設である 

離岸堤・潜堤 侵食防止や海浜造成効果を目的として、汀線から離れた沖側の海面に設置する施設

である 

潜堤は離岸堤とほぼ同じ形状・効果を有し、特に環境面や景観面に配慮して堤体を

水面下にとどめた施設である 

突 堤 主として沿岸漂砂の卓越する海岸において、沿岸漂砂を制御することにより、汀線

の維持あるいは前進を図ることを目的としている施設である 
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なお、自然環境の保全や公衆の適正な利用にも配慮した整備を行うため、具体の施設計   

画を行う際には、以下に示す配慮事項を充分に検討し、地域住民の合意を得たうえで整備   

を実施するものとする。 

 
○沿岸域の景観の保全 

沿岸域における海岸保全施設の設置に際しては、淡路特有の多様な自然景観に配慮し   

て、周囲に威圧感や閉鎖感などを与えないよう、構造・色彩・素材・緑化などの工夫に   

より修景し、自然景観への影響を極力抑えるように努めるものとする。 

 

○自然環境との調和 

藻場や海岸林、砂浜・磯場・岩場といった自然環境に十分配慮した施設計画とすると   

ともに、砂や礫による養浜や生物親和性のある構造を採用するなど、積極的な植生及び   

生物の生息環境の復元を図るものとする。 

 

○海浜植生の保全 

海岸整備の対象海岸については事前に詳細な現地調査を行い、貴重な海浜植物が認め   

られた場合にはその保全を基本に施設の配置や構造について配慮するとともに、やむを   

えない場合には移植や整備後の復元についても検討するものとする。 

また、現存する海浜植生については、生息地内への立入禁止柵の設置などの規制も含   

めて、適切な保全に努めるものとする。 

 

○施設のユニバーサルデザイン化の推進 

高齢者、障がい者、子供も日常生活のなかで、安全・快適に海辺に近づくことができ、

自然とふれあえるように、斜路の設置や車椅子が通行しやすい通路の設置など、海岸施   

設のユニバーサルデザイン化についても、海岸の特性に応じた適切な整備を推進してい   

くものとする。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語の解説 
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６．＜ 用 語 の 解 説 ＞ 

淡路沿岸海岸保全基本計画で用いられる各種用語について、参考として以下に解説を加える。

なお、各用語の解説を作成するにあたり主に参考とした図書等を参考資料として記載する。用語

のあとの（ ）書きは、基本計画書本文の該当ページを示す。 

 

 

 

あかしお（赤潮） (p.6) 

あ～お 

プランクトンの異常繁殖で海水が赤褐色に変色する現象を赤潮という。夏から秋にかけて都

市や工業地帯の沿岸海域で多発し、窒素化合物やリン化合物・ビタミン類などが海水に流入し

たための、海水の富栄養化が原因と考えられている。瀬戸内海で多発し、ハマチ・カキなどの

養殖漁業に被害をもたらしている。 

 
アメニティ (p.19,32,58) 

快適性、快適さ。住みごこちのよさ。土地・建物・環境などについていう。 

 

ウォーターフロント (p.1,57) 

川・湖・海ぞいの土地や街路などの水際地域。 

 

うおつきほあんりん（魚つき保安林） (p.8,41) 

海岸線や河川、湖沼の周辺で、魚類の棲息と繁殖を助けることを目的に指定された保安林。 

→参照：保安林 

 

えんがい（塩害） (p.38,69,71) 

海上や海岸付近の陸上で利用され構築された機器、施設・構造物あるいは耕地・農作物・植

物等が、潮風や浸水などによって海水の塩分をもたらし、付着・侵透によって腐蝕、枯渇等の

現象や、電気的な絶縁破壊・短絡放電等の現象は惹起する被害の総称。 

 
えんせいしょくぶつぐんらく（塩生植物群落） (p.41) 

塩類を含んだ土地で生育できる植物、海岸の塩性湿地などで生育する植物の群落。ハマサジ、

ハママツナなど。 

 

 

 

かいがんりん（海岸林） (p.32,56) 

か～こ 

塩風の影響の強い海岸の、砂地や岩上にみられる林。 
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かいひんしょくぶつぐんらく（海浜植物群落） (p.6,11,12,41,50,61) 

海岸に生息する植物の中で特に、海岸の形態に適した植物で構成された群落。海浜植物は、海

岸の砂浜や砂丘、海岸崖や岩の上や造成された裸地などに生える。ハマゴウ、ハマヒルガオなど。 

 
かがくてきさんそようきゅうりょう（化学的酸素要求量；ＣＯＤ） (p.5,23) 

海域や河川の汚れの度合いを示す数値で、水中の有機物等の汚染源となる物質を、酸化

剤で酸化するときに消費される酸素量を mg/l で表したもの。数値が高いほど、水中の汚

染物質の量も多い。 

 
かんきょうきじゅん（環境基準） (p.5,23) 

環境基本法第 16 条の規定に基づき、大気の汚染、水質の汚濁、土壌の汚染及び騒音に係る環

境上の条件について、それぞれ、人の健康を保護し、生活環境を保全する上で期待されることが

望ましい基準として定められている。この基準は、公害対策を進めていく上での行政上の目標と

して定められているものである。 

 
きおうさいこうちょうい（既往最高潮位） (p.4,20,23,34) 

過去に観測された最高の潮位。 

 

きょうどう（協働） (p.17,86) 

地域課題の解決に向け、「民」同士、あるいは、「民」と「官」

が目的を共有し、相互に自律しつつ、相手方の特性を認識・尊重

して、協力・協調した取組みをめざすこと。 

 
けんこうこうもく（健康項目） (p.5) 

原則的に全公共用水域及び地下水につき一律に定められている。 

 

 

 

 

 

 
 

別図１ 

さ～そ 

さくぼうへいきんかんちょうい（朔望平均干潮位） (p.4) 

朔望の日から前 2 日後 4 日以内に現れる各月の最低干潮位を平均した水面である。 

L.W.L. 

→参照：別図１ 

球 分 体

既 往 最 高 潮 位   (H.H.W.L)

観 測 基 準 面  (O.D.L)

既 往 最 低 潮 位   (L.L.W.L)

朔 望 平 均 干 潮 位 (L.W.L)

東 京 湾 平 均 海 面 (L.W.L)

平   均   潮   位

朔 望 平 均 満 潮 位 (H.W.L)
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さくぼうへいきんまんちょうい（朔望平均満潮位） (p.4) 

朔望の日から前 2 日後 4 日以内に現れる各月の最高満潮位を平均した水面である。 

H.W.L. 

→参照：別図１ 
 

さとうみ・さとはま（里海・里浜） (p.32,45) 

里山からの造語。人里近くの「里山」は、人々の暮らしと自然生態系が見事に調和し、持続可

能な状態が保たれていた。この祖先の知恵を見習い、海や海浜の里山化により人と自然が共生す

る方法をいう。 

 
しぜんかいがん（自然海岸） (p.1,13,22,23,24,28,29,56,67,88) 

海岸（汀線）が人工によって改変されないで自然の状態を保持している海岸（海岸（汀

線）に人工構築物のない海岸）。 

→参照：半自然海岸、人工海岸 

 

しぜんかいひんほぜんちく（自然海浜保全地区） (p.23,50,53,58,59) 

「環境の保全と創造に関する条例」に基づく地域指定の一つで、瀬戸内海の海浜地とこれに面

する海面のうち、海水浴等のレクリエーションの場として利用されており、自然の状態が維持さ

れている地区。 

 
しぜんかんきょうほぜんきそちょうさ（自然環境保全基礎調査） (p.6,7,13) 

全国的な観点から、わが国における自然環境の現況及び改変状況を把握し、自然環境保全の施

策を推進するための基礎資料を整備するために、環境庁（当時）が昭和 48 年度より自然環境保

全法第 4 条の規定に基づき概ね 5 年毎に実施している調査。一般に緑の国勢調査と呼ばれ、陸

域、陸水域、海域等の調査項目を分類し、国土全体の状況が調査されている。 

 
しぜんかんきょうほぜんちいき（自然環境保全地域） (p.50) 

自然環境保全法に基づき指定される。以下に示すような優れた自然環境を維持している地域。 

ア． 高山・亜高山性植生（1,000ha 以上）、優れた天然林（100ha 以上） 

イ． 特異な地形・地質・自然現象（10ha 以上） 

ウ． 優れた自然環境を維持している河川・湖沼・海岸・湿原・海域（10ha 以上） 

エ． 植物の自生地・野生動物の生息地のうち、ア～ウと同程度の自然環境を有している地域

（10ha 以上） 

 
しぜんこうえん（自然公園） (p.7,8,45,50,51,55,57,60,61,62,63) 

国立公園、国定公園及び都道府県立自然公園をいう。 

国立公園：わが国の風景を代表するに足りる傑出した自然の風景地（海中の景観地を含む。以

下同じ。）であって、環境大臣が自然公園法第 10 条第１項の規定により指定するものをいう。 
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国定公園：国立公園に準ずる優れた自然の風景地であって、環境大臣が自然公園法第 10条第

２項の規定により指定するものをいう。 

都道府県立自然公園：優れた自然の風景地であって、都道府県が自然公園法第 41 条の規定に

より指定するものをいう。 

→参照：自然公園法 

 

しぜんこうえんけいかく（自然公園計画） (p.60,61,62,63) 

自然公園法に基づき公園毎に決定される自然公園の保護または利用のための規制または事業に

関する計画をいう。 

→参照：自然公園法 

 

しぜんこうえんほう（自然公園法） (p.55) 

優れた自然の風景地を保護するとともに、その利用の促進を図り、もって国民の保健、休養及

び教化に資することを目的とする法律。 

 
しぶき（飛沫） (p.26,38,53,55,56,68,69,71,73) 

砕波により大気中に飛散した海水のこと。波しぶき。微細なしぶき（飛沫）が風によって、内

陸部に運ばれると、飛沫に含まれる塩分によって植物の枯死、金属の腐食送電線の短絡事故など、

いわゆる塩風害を生じる。 

→参照：ひまつ（飛沫） 

 

しゅんせつ（浚渫） (p.42) 

水（海）底の土砂をさらったり、掘削したりする工事。航路、泊地の造成、河川の改修、埋立

土砂の採取などの目的で行われる。 

 
じんこうかいがん（人工海岸） (p13,50,54,59) 

港湾・埋立・浚渫・干拓等により人工的につくられた海岸等、潮間帯に人工構築物がある海岸。 

→参照：自然海岸、半自然海岸 
 

すいいきるいけい（水域類型） (p.5,23) 

水質汚濁に関する環境基準のうち、生活環境の保全に関する環境基準について、水質汚濁防止

を図る必要のある公共用水域を対象として、水質汚濁が著しい、または著しくなるおそれがある

かどうかなど現在及び将来の利水目的などを考慮し、水域毎に類型を指定することとなっている。 

→参照：生活環境項目、健康項目 
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せいかつかんきょうこうもく（生活環境項目） (p.5) 

河川、湖沼、海域ごとに利用目的に応じた水域類型を設けてそれぞれ基準値を定めている。 

 
せっけいつなみのすいい（設計津波の水位） (p.70) 

海岸堤防等の計画・設計を行うために海岸管理者が定める津波の水位。淡路沿岸におい

ては、過去に発生した地震等により想定した津波波源モデル（安政南海地震の再現モデル） 

を用いてシミュレーションを行い設定。 

 
せいぶつかがくてきさんそようきゅうりょう（生物化学的酸素要求量；ＢＯＤ） (p.5) 

水質汚濁の度合いを表す数値の一つ。水中の様々な物質をバクテリアが分解する際に消費され

る酸素の量で示され、値が高いほど汚濁が進んでいることを表す。 

 
 

た～と 

ちきゅうおんだんか（地球温暖化） (p.85) 

大気中の二酸化炭素などの温室効果ガスは、地表面から宇宙へ放出される赤外線を吸収する性

質を持ち、この作用によって地表の気温が保たれている。人間活動による二酸化炭素、メタン、

亜酸化窒素、フロンなど温室効果ガス濃度の増加は地球の温暖化をもたらし、その結果、気候の

変化、海面水位の上昇などが生じ、農業生産の地域特性が変化したり、低地が水没したり、地球

各地の自然生態系が変化するなど環境及び社会経済に大きな影響を及ぼすことになると懸念され

ている。 

 
ちょうじゅうほごく（鳥獣保護区） (p.8,23,50,51) 

鳥獣の保護繁殖を図るため、鳥獣保護法に基づき設定される。鳥獣保護区内に、鳥獣保護区特

別保護地区が設定されている場合は、地区内で工作物の設置、水面の埋立、立木の伐採といった

行為を行うためには、環境大臣又は都道府県知事の許可を受けなければならない。 

 
てぃーぴー（T.P.） (p.4,23,35,37,71,72,73,76,77,78,79,80,81,82,83,84) 

東京湾平均海面。日本国における高さの基準（標高）として採用している。明治 6 年から 12 

年まで 6 年間の東京霊岸島の潮位観測結果から、東京三宅坂の日本水準原点の標高24.500m を

定めた。大正 12 年の関東大地震以降は 24.4140m となった。 

T.P.=K.P.+0.89m （K.P.：神戸港修築工事基準面） 

T.P.=O.P.+1.30m （O.P.：大阪湾最低潮位） 

 
 

な～の 

ないすいはいじょ（内水排除） (p.38) 

台風等の高潮等により市街地を浸水被害から守るための高潮対策の一つで、水門が閉鎖された

あと、市街地から流れ込む水により河川の水位が上昇しないようポンプを稼動させて他の河川や

海に排水すること。 
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なんかいとらふ（南海トラフ） (p.17,20,22,26,33,34,38,39) 

南海トラフはフィリピン海プレートがユーラシアプレートに沈み込むことによって形成された

細長い海底盆地である。南海トラフ周辺では 100 年程度の間隔で、大きな津波を伴った巨大地

震が発生し、大きな被害を生じている。 

 
にほんのかいすいよくじょうひゃくせん（日本の快水浴場百選） (p.5) 

人々が水に直接触れることができる個性ある水辺を積極的に評価し、これらの快適な水

浴場を広く普及することを目的として、「美しい」、「清らか」、「安らげる」、「優しい」、「豊か」

という水辺に係る新たな評価軸に基づき、全国 100 カ所の水浴場を、「快水浴場百選」 

として平成 18 年に選定。 

 
にほんのしぜんけいかん（日本の自然景観） (p.10,51,63) 

昭和 61 年度から 62 年度に第 3 回自然環境保全基礎調査の一環として行われた「自然景観資

源調査」の結果をとりまとめたもので、視対象である自然景観の骨格をなす地形・地質及び自然

景観として認識される自然現象を対象とし、それらの位置、特性、眺望性、利用の現状、保護の

現状等についての調査結果が収録されている。 

 
にほんのなぎさ・ひゃくせん（日本の渚・百選） (p.10,12,51,62) 

「日本の渚・百選」は、平成 8 年から「海の日」が国民の祝日となったことから、その機会

に「海」の持つ重要な役割を改めて広く国民に認識してもらうとともに、海の恵みに感謝し、海

を大切にする国民の心をはぐくむことを目的として、全国から、景観資源としての特色、海岸保

全及び環境保全等の対策、生活者との深い関わり合い等の観点から、優れた「渚」を選定したも

ので、農林水産省、運輸省、建設省、環境庁（すべて当時）などの後援を受けて実施された。 

選定にあたっては、学識経験者による選定委員が、全国の都道府県から推薦された「渚」と、

一般国民から応募された「渚」から、「日本の渚・百選」にふさわしい渚の選定が行われた。対

象には湖沼等の内水面も含まれている。 

 
にほんのはくさせいしょう・ひゃくせん（日本の白砂青松・百選） (p.10,12,50,51,59,61,62) 

社団法人日本の松の緑を守る会によって、昭和 62 年 1 月 10 日に、国民が「白砂青松」に対

しての認識を高め、愛護の念をつのらせ、緑濃い姿のままで次代に引き継ぐことを目的に選定、

発表されたもの。 

 
ねばりづよいこうぞう（粘り強い構造） (p.34,38) 

設計対象の津波高を超え、海岸堤防等の天端を越流した場合であっても、施設が破壊、倒壊す

るまでの時間を少しでも長くする、あるいは、施設が完全に流失した状態である全壊に至る可能

性を少しでも減らすといった減災効果を目指した構造上の工夫を施すこと。 
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ハザードマップ (p.85) 

は～ほ 

災害を予測するための地図。災害予測地図ともいう。完全な災害予測をたてるのは難しいが、

少しでも災害を軽減するために整備が強く望まれている。 

 
パブリックアクセス (p.44) 

人間が海辺へたどりつくための道路等の手段と、たどりついてからそこで憩い、遊ぶことがで

きるような海辺環境を包括した概念。具体的には水際線へのアクセス、水際線に沿ったアクセス

などに景観（視覚）上のアクセスを包括するものである。 

 
はんしぜんかいがん（半自然海岸） (p.13) 

道路、護岸、テトラポット等の人工構築物で海岸（汀線）の一部に人工が加えられてい

るが、潮間帯においては自然の状態を保持している海岸（海岸（汀線）に人工構築物のな

い場合でも海域に離岸堤等の構築物がある場合は、半自然海岸とする）。 

→参照：自然海岸、人工海岸 

 

ビオトープ (p.41) 

ドイツ語で「野生生物の生息空間（場所）」を意味する。主に生態学などで使われていた

が、ドイツなどでの多数種の動植物の共同体である生物群集全体の生息空間を保全・育成す

る取り組みを通じて環境の分野や一般の間で注目を集めるようになった。 

 
ビオトープ・プラン (p.30,59,62,64) 

兵庫ビオトープ・プラン。 

“生き物との共生”“ 多様な地域生態系の保全”“豊かな風土アイデンティティの醸成” を理

念に掲げ、兵庫県内の生き物と生息場所の環境特性をまとめたプラン。平成７年策定。 

この兵庫ビオトープ・プランの策定に併せて、地域空間ビオトープの保全・創出に向け、淡路

地域において生き物の生息環境類型別目標値、ビオトープ保全・創出指針図、配慮指針等が策定

されている。 

 
ひがた（干潟） (p.6,7,13,23,41,50,51,53,55,60) 

海岸で低潮時に砂質または泥質が露出している場所。河口域または内湾に多く発達する。掘潜

性の動物等特異な動植物が生育する場所である。 

 
ひまつ（飛沫） (p.26,38,53,55,56,68,69,71,73) 

→参照：しぶき（飛沫） 
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ひょうごのきちょうなしぜん（兵庫の貴重な自然） (p.6,9,10,51,63) 

改訂・兵庫の貴重な自然 兵庫県版レッドデータブック 2003 

兵庫の貴重な自然 兵庫県版レッドリスト 2010（植物・植物群落） 

兵庫の貴重な自然 兵庫県版レッドリスト 2011（地形・地質・自然景観・生態系） 

兵庫の貴重な自然 兵庫県版レッドリスト 2012（昆虫類） 

兵庫の貴重な自然 兵庫県版レッドリスト 2013（鳥類） 

兵庫の貴重な自然 兵庫県版レッドリスト 2014（貝類・その他無脊椎動物） 

野生生物の種、植物群落、地形、地質、自然景観、生態系について、県レベルで特に保全を図

る必要のあるものをリストアップし、その貴重性について評価を行ったもの。 

 
ひょうさ（漂砂） (p.42,73) 

海浜における底質は波や流れにより常に移動している。この海浜における底質の移動現象ある

いは移動物質を漂砂という。 

漂砂を移動方向で分類し、汀線に沿う方向成分の漂砂を沿岸漂砂という。なお、汀線に直角方

向成分の漂砂を岸沖漂砂という。 

 
へいきんちょうい（平均潮位） (p.4) 

最近５カ年の月平均潮位の平均値をいう。 

→参照：別図１ 

 

ほあんりん（保安林） (p.8,41,50) 

保安林とは、水源のかん養、土砂の流出・崩壊の防備、風水害・火災の防備、なだれ・落石の

危険防止、公衆の保健、風致の保存などを目的として指定された森林をいう。 

保安林内での立木の伐採及び家畜の放牧、土石の採取などの土地の形質の変更には知事の許可

が必要。なお、保安林の指定を受けると融資、税制、造林補助などで優遇される。 

→参照：魚つき保安林 

 

ぽいすてをなくすうつくしいしまづくりじょうれい（ポイ捨てをなくす美しい島づくり条例）

 (p.30,43) 

この条例は、美しい自然とさわやかな淡路島を維持、創出するため、市町長、事業者、住民が

一体となってごみの散乱、飼い犬のふんの放置、ポイ捨て等を防止するとともに、散乱ごみの清

掃とその再資源化に努め、住みよい地域・島づくりと環境の美化の促進を図ることを目的として

いる。平成 12 年に淡路島の全市町で一斉施行された。 

 
ぼうごほうしき（防護方式） (p.34,39) 

線的防護方式と面的防護方式がある。 

→参照：面的防護方式 

 

ほごすいめん（保護水面） (p.23,50,51,62) 
水産資源保護法において、水産動物が産卵し、稚魚が生育し、又は水産動植物の種苗が発生す

るのに適している水面であって、その保護培養のために必要な措置を講ずべき水面として都道府

県知事又は農林水産大臣が指定する区域をいう。 
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ま～も 

みんかんひえいりそしき（民間非営利組織(ＮＰＯ)） (p.65) 

非営利（利潤追求、利益配分を行わない）の市民組織のうち、日本国内の地域社会の課題解決

を主目的に活動する市民団体。1998 年に公布された特定非営利活動推進法によって設けられた

ものを「特定非営利活動法人」という。 

 
むこうら（武庫浦） (p.16) 

遣新羅使の主要航路上の港のひとつ。大和朝廷により開かれた。 

 

めんてきぼうごほうしき（面的防護方式） (p.34,39) 

海岸の前面に砂浜をつくり、海岸線には階段堤防などの天端の低い保全施設を設置する等の方

式で、海岸保全施設を面的な広がりをもって適切に配置し、それらの複合機能により防護するた

め、高波が背後に進入する恐れや侵食などが少なく、背後の住民は前面の砂浜や海を容易に利用

することも可能である。 

→線的防護方式とは、一般的に海岸線に直立型の堤防や護岸を線状に設置する方式である。デメ

リットとして、背後の住民は前面の砂浜や海を利用しにくく、海への眺望が阻害されるケースも

みられる。 

 
もば（藻場） (p.6,7,13,23,32,41,50,51,55,56,60,85) 

沿岸浅海域で海藻藻類のある一つの種または一つのグループが、高い密度で繁茂している場所。

稚魚育成場所などとして重要である。藻場を形成する代表的な種類として、外海に面した岩礁域

に発達するホンダワラ類や内湾の砂泥底に発達するアマモ、コアマモが挙げられる。前者から成

る藻場をガラモ場、後者から成る藻場をアマモ場という。アマモ、コアマモは厳密には藻ではな

く、陸上植物が水中に逆進出した顕花植物である。 

 

 

 

ライフサイクルコスト (p.75) 

ら～ろ 

構造物の計画、設計、施工、供用・維持管理、解体までを含めたライフサイクルにおいて必要

とされるコストの総量。 

 
 

や～よ 

ユニバーサルデザイン (p.29,44,54,55,56,65) 

あらかじめ、障害の有無、年齢、性別、人種等にかかわらず多様な人々が利用しやすいよう都

市や生活環境をデザインする考え方。 
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よぼうほぜん（予防保全） (p.39,53,55,56,68,69,75) 

構造物の性能低下を引き起こさせないために、劣化を顕在化させないことなどを目的として実

施する維持管理。 

 

 

参考資料： 

「せとうち環境創造ビジョン」兵庫県 

「カタカナ語辞典」角川書店 

「海岸保全施設の技術上の基準・同解説」海岸保全施設技術基準研究会編 

「潮位を測る」沿岸開発技術研究センター 

「日本の植生図鑑（Ⅱ）人里・草原」保育社 

「図説 日本の植生」沼田真・岩瀬徹著 

「自然環境保全基礎調査」環境省自然環境局生物多様性センター 

「自然公園法」 

「自然環境保全法」 

「兵庫の自然」兵庫県ホームページ 

「海洋調査技術用語辞典」社団法人海洋調査協会 

「水質汚濁に係る環境基準について」環境省 

「面的な海岸防護方式の計画・設計マニュアル」社団法人日本港湾協会 

「鳥獣保護法」 

「平成 27 年台風 11 号における内水排除について」水資源機構 

「平成 23 年度東北地方太平洋沖地震および津波により被災した海岸堤防等の復旧に関する基本的な考え

方」海岸における津波対策検討委員会 

「現代用語の基礎知識 2020」自由国民社 

「環境アセスメント基本用語事典」環境アセスメント研究会 

「水産資源保護法」 

「自然環境調査」（環境省 生物多様性情報システム）  

「日本の水浴場 88 選」環境省 

「日本の渚・百選」国土交通省・日本の渚・中央委員会 

「日本の白砂青松 100 選」日本の松の緑を守る会 

「平成 18 年選定 快水浴場百選」（環境省）  

「国土交通省ハザードマップポータルサイト」 

「空き缶等ポイ捨て禁止条例の制定状況」兵庫県 

「兵庫ビオトープ・プラン」兵庫県 

「保安林制度」林野庁 

「ユニバーサルデザイン政策大綱」国土交通省 
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＜参考資料：主要資源分布・整理図に関するデータについて＞ 
 

主要資源分布・整理図において収集・整理した資料一覧表 

項目 資料名等 出版年 作成元 

植物群落 

貴重な生態系

自然景観 

地形、地質 

• 兵庫県版レッドリスト 2010（植物・植物群

落） 

• 兵庫県版レッドリスト 2011（地形・地質・自

然景観・生態系） 

 兵庫県 

 

兵庫県 

天然記念物等 • 国、県文化財一覧 2020 兵庫県教育委員会 

歴史文化資源 • 国、県文化財一覧 

• 各市文化財情報 

2020 兵庫県教育委員会 

各市ホームページ 

藻場 • 日本の干潟、藻場、サンゴ礁の現況 

• 紀淡連絡道路環境調査（海峡部環境現

況）報告書 

1997 

1996 

環境庁 

洲本土木事務所等 

魚付き保安林 • 兵庫県農林水産部治山課資料  兵庫県 

景観資源 • 日本の自然景観 近畿版Ⅱ 

• 日本の渚・百選 

• 日本の白砂青松・百選 

• 国、県文化財一覧 

1989 

1997 

1996 

2020 

環境庁 

日本の渚・中央委員会 

(社)日本の松の緑を守る会

兵庫県教育委員会 

観光レクリエー

ション資源 

• 兵庫県の観光情報 

• 淡路市、洲本市、南あわじ市の観光情報 

• 日本の快水浴場百選 

• 環境白書 令和元年度版 

 

 

2006 

2020 

兵庫県

各市 

環境省（快適水浴場検討会） 

兵庫県 
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